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『後日談その１』




　ミミズは死体に触さわることなど、当然嫌いやだった。しかしそれが契約の一部にあるのでやむを得ず、二つの死体を中学校から運び出す羽目となった。その死体は倉くら科しな康こう一いちと、トンボと呼ばれる殺し屋のもので、これを雇い主である辰たつ野の浅あさ香かのもとへ運ぶ必要があった。

　本来、辰野浅香が研究しているものは超能力などではなかった。それは研究過程の副産物にすぎず、また手がけているのは出資者からの依頼でやむを得ずといったところだった。

　辰野浅香が本腰を入れて目指しているもの、それは死んだ生物の蘇そ生せいだった。生き返らせたい相手などいないのだが、誰もできないのなら挑戦してみたい。辰野浅香の行動動機はその程度だった。そうした向上心に基づく非人道的な実験のために、死体は不可欠と言えた。

　死体を運ぶのは周囲の目に触れないよう気を遣うし、なにより重い。多少は鍛きたえていても老人であるミミズの身体能力には荷が重かった。運ぶだけで疲ひ弊へいしきって、研究室まで戻ってきたらあっという間にベッドに横たわることとなった。死体も一いつ緒しよに安置されている部屋で寝るのは正直、気分がよくなかったが疲れが不快を押し切り、ミミズは深い眠りに就いた。

　そうして一休みした後に目覚めたミミズは、辰野浅香の不ふ機き嫌げんぶりに驚くこととなる。

　珍しく露ろ骨こつに機嫌が悪かった。唇くちびるを尖とがらせて分かりやすい。椅い子すの上に踵かかとを載せて、足の指を握った姿勢でくるくると椅子ごと回っている。普段から頭のネジが緩んで、口を開けてバカ笑いばかりしている辰野浅香が子供のように拗すねているので、ミミズもつい身構えてしまう。

　辰野浅香がミミズの目覚めに気づいて、顔を向ける。そして愚ぐ痴ちをこぼした。

「あんなぁ、死体を持ってくるのはいい。けど、誰が生きてるやつまで連れてこいっつったよ」

「うん？　なんのことだ」

「そっちの若いの。生きてるよ、それ」

　辰野浅香がトンボの方を指差す。トンボの服はミミズが発見した段階で追い剝はぎにでも遭ったようにちぎられていた。その影響で素肌が見え隠れして、そこでミミズは曖あい昧まいだったトンボの性別を知ることができた。その答えはミミズのそれまでの予想と正反対だった。

　それはともかく、ミミズとしては寝耳に水もいいところだった。

「生きているというと……え、心臓が動いているということかな」

　ミミズが混乱しながら確認する。トンボには首と喉のどもとに致命傷となる深い切り傷、刺し傷が存在していた。誰がどう見てもトンボは惨ざん殺さつ死体と成り果てていたのだ。恐らく手を下した相手も、確実に殺したと思っていたはずだ。

「順調。あんだけ怪け我がしているのに、鼓こ動どうに乱れ一つない。高血圧のあんたより健康なんじゃない？」

「……信じられないな。運ぶとき、間違いなく死んでいたと思ったが」

「じゃあやっぱり息を吹き返したのか。……かーっ、気にいらねぇ」

　辰たつ野の浅あさ香かが髪を激しく搔かき乱す。なんだなんだ、とミミズが上半身を引く。ひとしきり暴れた後、辰野浅香は両腕を広げてミミズに訴える。

「私より先に、蘇そ生せいを成功させたやつがいるんだよ。悔くやしいじゃないか」

「あぁ、そういう……いやしかし、本人が意識してやったわけでないのだし、多分」

「誰がやったなんて関係ないだろー。とにかく、存在するんだ。あー、もう、あーっ」

　また頭をガシガシと搔く。一番乗りじゃないことを悔しがる姿は、本当にただの子供だった。それが不ふ機き嫌げんの正体と知って、ミミズの顔に苦笑いが浮かぶ。老人と誰からも呼ばれる年頃になれば、自分より若い者と出会う機会ばかりとなる。子供、若者、大人と様々な『年下』がいるが、その中でも辰野浅香は子持ちと思えない幼稚さを未だ持ち合わせている。

　ミミズが気に入っているのは、その未成熟な部分を隠そうとしないことだった。普通なら嫌けん悪おし、呆あきれるはずがそれを緩和するなにかが、辰野浅香にはあった。

「そういえばトンボ……この子の腕力は人間離れしていた。あれが異常な生命力の現れとするなら、まぁ、あり得なくはないのかもしれん」

　トンボは細身で、とても筋肉質には見えない。しかしその腕力、脚力共に常人からかけ離れていた。銃弾の弾たまも避よけられるのではないか、と思わせるほどの反応を見せることもあった。

　その分、感受性も異様なので扱いづらいことこの上なかったようだが。

「原生生物の仲間なのかねぇ。治療はしておいてやったから、その内意識を取り戻すでしょ」

　乱れた髪もそのままに辰野浅香が膨ふくれる。ミミズは呆れながらもベッドから下りて、トンボの側そばに立つ。鼻と口の前に手をやると、手のひらにその吐と息いきを感じた。健すこやかな寝息を立てている。ゾッと、ミミズの腕に鳥肌が立つ。そして頭の片隅に冷たいものを感じながらも思う。

　これもまた、『超能力』の一種なのかもしれないと。少なくとも人間離れはしている。これだけの傷から復活するということは、首でもちぎらなければ殺せないのではないだろうか。

「そっちは死んでる。カメレオンみてーな顔のオッサンだな」

「だなぁ」

　二人の目が倉くら科しな康こう一いちに向く。悲ひ惨さんな死に顔は顔色も悪化して一層、酷ひどいことになっていた。カメレオンはこのような青黒い色にも変化するのだろうかと、少し観察して気分が悪くなった。仕事を済ませた後は現場から『あるもの』を奪うばってからすぐ逃げてきたので、死体を眺ながめる余裕はあまりなかった。

「で、あんたは次の仕事……あー、ナメクジ？」

「そう。明日から始めるよ、すぐ終わると思う」

「お、ジシンマンマン。なんか根拠とかあんだろーな」

「まぁちょっと」

　ミミズが微笑ほほえんでごまかす。

「いやー悪いね、あんたばっかり。あいつが逃げなきゃ、ちょっとは負担が減ったのにね」

　辰たつ野の浅あさ香かが身体からだを揺ゆらし、椅い子すを軋きしませる。辰野浅香が言っているのは、人工超能力者の成功例第一号のことだった。現状で副作用なく能力を発現させたのは、その男しかいない。

　だがその男も、あっさりと研究所から逃げ出してしまったのだ。

「ナメクジ退治かぁ。ビールとかいる？　ナメちゃん寄ってくるよ」

「あれが複数来たらたまらんなぁ。もう少し早く言ってくれれば、ついでに済ませたのだが」

「ん？」

「今日の仕事先で偶然会った。隻せき腕わんで、どうにも強そうには見えなかったがね」

　印象を述べながら、ミミズがトンボを一いち瞥べつする。トンボと争った相手がナメクジであることは知っていたが、密やかに驚く面もあった。身体能力でトンボに敵かなう同業者はまずいない。

　そのトンボとやり合っていたと聞いて、肉体の若々しさを羨うらやむ思いだった。

　一方、辰野浅香も顔を上げる。

「隻腕、だと？」

「右腕がないのだよ。事故でなくしたのだと思うが」

「へぇー、面白そうなやつだな……気が向いたら私も見に行こうかな」

「は？」

　相手が隻腕と聞いた途端、辰野浅香の沈んでいた目が輝く。乱れていた髪を撫なでつけるように簡単に直した後、ニヤニヤと笑う。

「そういうやつを使ってやってみたいことがあったんだよねぇ。死体じゃなくて、生きているやつを使わないと意味ないから難しいけど。生け捕りはどう、できそう？」

　指をわきわきと、抑えきれない好奇心を示すように蠢うごめかせる。あっという間に機き嫌げんを直している辰野浅香に、ミミズは嘆たん息そくする。相手が一般人でも無名の殺し屋でも、仕事が待っていると考えれば気は重くなる。一方的な殺害は構わないが、殺し合いは好まなかった。

　老い先短いからこそ、余生を大事にしたい。ミミズにとって、強さとは臆病の度合いを測るものにすぎなかった。同列に語られる白ヤギやカワセミも、比ひ肩けんするほど臆病者故ゆえに、最強に位置する。そして他者を恐れるからこそ、それを排除するための仕事に就いているのだ。

　今回の標的は無名の殺し屋、ナメクジ。










『後日談その２』




　気づけば檻おりの中だった。

「ちょっと待て」

　今回は意識を失っていない。あれやこれやと流された結果、巣す鴨がも家に『なぜか』用意されていた檻の中に収まっていた。俺を連れてきた巣鴨は赤いソファの上でぼいんぼいん跳はねている。

　制服のままでも、動きと一いつ緒しよに胸が上下に弾はずんでいる。いやそれはさておき。

「あ、あのねカモカモちゃん」

「なーにー？」

　跳ねるのを止やめてニコニコと檻を覗のぞいてくる。うわぁ、いい顔だぁ。

「俺、指を治してもらいにいかないといけないのよ」

　ほーらと人差し指を見せる。見るも無む惨ざんなズタボロの指に、巣鴨がほぅほぅと頷うなずく。

「わー」

　あかん、目を輝かせている。指を隠すように引っこめて、どうしようと焦あせる。巣鴨を説得することなど、人類の誰にできるのだ。巣鴨パパとか巣鴨ママでも無理だろう、多分。

　ちなみに巣鴨ママの方は小学校の授業参観で見かけたことがある。外見は娘ほど恵まれておらず似ていないが、富める者にある余裕を保った雰ふん囲い気きだけは共通していた。

「石と竜か子げくんって、私の家に来るの初めてだった？」

　なに普通に話してんの。

「これ、家なのかねぇ……来るって言うのかねぇ……」

「んー？」

　巣鴨が笑え顔がおのまま小首を傾かしげる。その傾きだけで、恐怖がかわいさを上回る。

「は、初めてだったと思うけどなぁ。いや、表から見たことはあるぜ、確か」

　屋敷だけ別世界から引っ張ってきたと思うほど、周辺の家屋から浮いている外装だということは知っていた。そりゃあ、こんな家を建てて住む親のもとで育てば、巣鴨も浮き世離れしたお嬢様になるよな。呆あきれていると、その巣鴨がソファから転がって床に落ちた。

　そのままかっぽかっぽと、サイズのあっていない靴くつを鳴らして巣鴨が駆かけ寄ってくる。檻の前で屈かがんで、俺をにこーっと観察してくる。ペットを愛めでる目つきだった。

「あーっそうだーっ。俺、今日塾だから家に帰らないとー。受験生だもんなーっ」

「今日からここが石竜子くんのお家だよ」

「わー」

　最近、捕まっていないときがない。ナントカ姫も驚きの頻度だ。

「でも大変だね。石竜子くんのお家うち、扉が壊されちゃって」

「あ……そういやぁ、そうだった」

　急に現実的な話題を振ってくる。あのハヤブサとかいう女が侵入してきたときに壊れた扉は当然、誰も元通りになどしてくれない。現場にいない巣す鴨がもがなんでそのことを知っているのという点は気づかなかったことにして、無事な左手で目もとを覆う。傍はた目めに見る俺は後悔しているのか絶望しているのか、どう捉とらえられるのだろう。

　扉を壊す元凶を作った男、倉くら科しな康こう一いち。

　あいつは恐らくあの後、死んだ。殺されただろう、あの三人の誰かに。

　俺はそれに荷担した。俺がなにも行動を起こさなくても結果は同じだった、としても、人殺しに間接的にせよ関かかわったのは間違いない。意識しただけで吐はきそうになる。背中が曲がって前まえ屈かがみになるが、口を押さえるほどの衝しよう動どうは襲ってこなかった。えっえっえっ、と息を吐はく。

　しかし倉科康一は派手に動き回り、非人道的な行為にも及んでいたようだ。その報むくいを、或あるいは危険に身を晒さらした故ゆえの当然の結末を迎えたのだ。

　次は俺がそこに身を投じる。死ぬだろうか、殺されるだろうか。

　二度と死ぬような目に遭いたくないと願う俺は、しかし地の底へ沈むように引き寄せられる。

　俺はそれに、抗あらがわない。決めたことだから。

　俺の目を両親が忌いみ嫌ったときから、引くことはできなくなっていた。

　引いたところで、なにも残っていないのだ。

「うーん」

　まーそもそも、その前にこの檻おりから出て巣鴨家からお暇いとましないといけないんだが。

　思想と現実の問題の高さが嚙かみ合ってなくて、ちぐはぐ感がある。

『いまいち』という感想が如によ実じつに表れた曇くもった顔で、巣鴨が唸うなる。

「石と竜か子げくん、おてっ」

「……しません」

「ちぇー」

　膨ふくれながらソファへと戻り、靴くつを蹴けるように脱いでまた寝転ぶ。跳はねる。そして、しばらくすると跳ねなくなった。

　そのままぴくりとも動かない。こちらに足を向けているので表情は読めないが、寝ているようだった。起き上がる気配もない。すーすーと、寝息も聞こえてきそうな静かな邸内。

　巣鴨の身になにが起きたか、すぐに理解する。

　飽きやがった。

　檻をがしゃがしゃと叩たたいて「俺は無実だー、出してくれー」と冗談気味に訴える。お手伝いさんの『見なかった』ことにする態度が慣れすぎていて、うぇへへと乾いた笑いが漏もれる。

　そこに救いの手がやってきた。反応してくれるだけでも嬉しい。

　盛大に溜ため息いきを吐つきながら、毛布を広げて持った白ヤギさんが早歩きでやってくる。巣鴨にその毛布をかけた後、次はこっちにやってきた。檻おりの前で屈かがんで覗のぞいてくる。

　こっちはさすがにペット感覚で覗いてこない。けど、目もとは涼すずやかで同情はない。

「うちのお嬢様が吐はき気を催す邪じや悪あくなので面倒をかけます」

「うわー、言いきった」

　表立って同意はできないけど、否定もしない。だって巣す鴨がもが狸たぬき寝入りだったらどうする。

「予想よりなにもすることがなかったので、つまらなかったのでしょう」

　これねこれ、と俺と檻を指す。そりゃ檻の中にいてはね。ペットなら外に出して、飼い主の巣鴨とじゃれ合う。……想像したら頰ほほが熱くなってしまった。アホか俺は。

「まぁいつものことです」

「ですよねー、ははは」

「無茶振りにも慣れたものです。なにしろ私が最初に命令されたのはカッパの捜索ですから」

「は？」

『しろやぎ、かっぱみたい！　かっぱつれてきて！』

「こんな感じでした」

「カッパ」

　何歳のときかしらないがそれぐらいなら無む邪じや気きというか、かわいらしいワガママじゃないか。

「川に飛びこんで探させなければかわいげもあるでしょうね……十二月の、下旬に」

　ピキッと、その遠くを見る横顔に殺意が宿る。浮き上がった筋が穏やかに消えていくのが逆に恐ろしい。『その季節ならサンタの方がまだいそうですねワハハ』とぬかしたら、檻ごと潰つぶされそうだった。ここはなにも言わないで話題を変えよう。

「そうだ。一つ聞いてみたかったことがあるんですけど」

「なんでしょう」

「巣鴨って超能力とか持ってます？」

　こんなこと、本人に尋たずねたところではぐらかされてお終しまいだろう。それならば周囲の人に聞いてでも、確認せずにはいられない。それはなぜか。あるとしか思えない、人間離れした雰ふん囲い気きがあるからに決まっていた。

　カモカモちゃん怖いし。すごく怪しいし。でも嫌いになれない、あぁ。呪のろいだ。

　白ヤギさんは少しの間、考え込む仕草を取ってから言った。

「そうですね……それは、あなたの超能力の定義次第だと思います」

「……というと」

「思考の柵を意図的に破棄することができるのは、超能力の一種なのかもしれませんね」

　白ヤギさんの人差し指が、こめかみの側そばでくるくると回る。

「くるくるパーも超能力ならそうですよ、というのが答えです」

「はぁ……」

　散々に言っているが、目に見えるような能力はないということか。

　もし持っていたとしても、白ヤギさんにも見せたことがないわけだ。いや、持っていないと思うが。あるのならもっと、今よりずっと、巣す鴨がもは人生を思い通りにしているはずだ。

「あと一応頼んでみますけど、ここから出してくれません？」

「いいですよ」

「お？」

　あっさりと檻おりの鍵かぎを外して、蓋ふたを開けてくれた。のそのそと、巣鴨に注意しつつ外へ出る。

「いいんですか？」

　よくないと困るが。

「どうせもう飽きたでしょう。お嬢様は動きがないものには退屈する性分なので」

　猫ねこみたいなやつだな。ふと目を離すと、いつの間にかとんでもない場所にいることも多いし。

　白ヤギさんが巣鴨の側そばへ移動して、無防備な頰ほほをむにゅっと摘つまむ。巣鴨は特に反応しない。

「大丈夫。完全に寝ています、安心してお帰りください」

　どんな確認の仕方だ。この人も常識的なようでなんかずれているよなぁ。

　安全保障された巣鴨の寝顔を覗のぞく。本当に、寝ているな。……こんなところで。

　マイマイ……ナメクジ？　というあの女にあれだけ憎にくまれて。他にもたくさんの恨うらみを買っていそうなのにこんなところで、平気で眠りこけている。無む邪じや気きな寝顔。俺やお手伝い、白ヤギさんがその首に手をかければ、あっさりと、眠ったまま死んでしまいそう。

　多分これこそが、思考の柵の破棄というやつなのだろう。

　自宅に引き籠こもって、憔しよう悴すいして瘦やせこけた俺とは大違いだ。

　……行こう。

「あなたがこれからなにをするのも構いませんが、先に病院に行った方がいいですよ」

「うぇーす」

　ありがたい忠告を受けて、巣鴨家を後にした。やっと、一連の騒さわぎが終わった感じだ。

　お屋敷の外に出て、深呼吸。庭師さんに頭を下げて挨拶あいさつした後、肩をぐるぐる回す。

「さてと」

　じゃ、世界を変えていこうか。
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　マンションに帰るやいなや、ナメクジが始めたのは他の部屋の物色だった。ナメクジの予想通り、昨日白ヤギが訪れた際にマンション内にいた住人はとばっちりで全滅していた。早朝ということもあり、ほとんどが逃げ延びることはできなかったようだ。運良く外に出ていた者も未だこれが騒さわぎになっていないところを考えるに、生き残っているのか怪しい。

　そうして生まれた死体を専門の『業者』が回収していった際、部屋の扉は解かい錠じようしてそのままとなっていた。死体売りを生業なりわいとするその連中は、他のものを奪うばっていくことはない。余計な欲を出すと思わぬ軋あつ轢れきを生むと理解しているのだ。ナメクジもそう教えられてきた。

　それを実践していたのは、あの廃ビルでの一件に絡むまでだったが。

「引っ越しの準備？」

　後ろについてきていた猪い狩かり友ゆ梨り乃のが首を傾かしげる。ナメクジは振り向きもせず、黙もく々もくと物色を続ける。金目のものはよほどの逸品でない限り無視して、現金だけを搔かき集める。

「住所が割れているから、襲撃を恐れて。なるほど」

　心中を読んで喋しやべる猪狩友梨乃に、ナメクジは反応しない。トンボとの殺し合いでのダメージが色濃く残る身体からだを動かすと、内臓が悲鳴をあげるようだった。身体と共に顔も引きつる。

「このマンションに成なる実みが来ていたんですか。あの子、潔癖だからあまり余よ所その家にお泊まりはしたがらないんですけど。麻ま衣いさんのことは気に入ったんでしょうね」

　子供部屋にあるかわいらしい、小さな財布の中身も抜き取る。詳くわしくはないがキャラクターものの財布で、デフォルメされた動物の顔を模した形となっている。自分もこういうものを使っていたことを、ナメクジがふと思い返す。それを背中越しに感じるように、猪狩友梨乃が微笑ほほえむ。

「麻衣さんもゴマちゃん好きだったんですか？　やっぱりわたしと気が合いますね」

　財布を棚に戻してから、ナメクジが部屋を後にする。猪狩友梨乃も後についていく。

　三つほど部屋を移動した後、廊下で猪狩友梨乃がナメクジの背中を摘つまんだ。

「返事してください。寂しいです」

　しているだろう。ナメクジが内心でそう答える。先程から猪狩友梨乃に対して、声には出さないが『そう』だの『知らない』だの相づちは打っていた。が、それが不満らしい。

「別に、必要ない。伝わるんだからいいでしょ」

　元より口数の多くないナメクジとしては、慣れれば猪狩友梨乃の超能力がありがたくもあった。面と向かって話せば会話だけでなく『表情』も考えなければいけないので、面倒なのだ。

「それにずっと、猪狩友梨乃って考えてますね。鹿しか川がわ遊ゆう里りって呼んでください」

「あんたが私のことをナメクジって呼ぶようになったらそうする」

　そう返すと、猪い狩かり友ゆ梨り乃のがぐむ、と黙だまる。なぜ麻ま衣いと呼ぶのか、呼ばれる本人としては不思議だった。家族じゃあるまいし、名前で呼びたがる理由などなにも思いつかないのだ。

　ナメクジは本名で呼ばれることを嫌い、猪狩友梨乃は仮名で呼ばれることを嫌う。そしてナメクジが本名を忌き避ひするのは、過去と今の自分に大きな隔へだたりがあるという意識を持っているからだった。自分にはもう『米まい原ばら麻衣』の部分がない。

　猪狩友梨乃ならそうした心境を読めるはずなのに、それを踏ふまえて名前で呼んでくる。

　そこがナメクジには気に入らなかった。

　微かすかに険悪な雰ふん囲い気きを引きずりながら別の階へ向かおうとする。その途中、ナメクジの電話が鳴った。トンボとあれだけ大立ち回りをしたのによくなくさなかったものだ、と感心する。

「麻衣さん、電話」

「分かってる。……あ」

　たこ焼き屋の娘からだった。仕事を放棄して帰ってしまったことに今更気づく。

「まいったな」と呟つぶやきながら、ナメクジが恐る恐る電話に出た。

　電話先の声は、分かりやすく怒っていた。

『今どこにいるのさ』

「自宅です」

『クビじゃボケ』

　電話が切れた。冗談の類たぐいではないようで、次の電話はなかった。

　当然だ、とナメクジが前髪を弄いじる。こんな勤務姿勢で雇ってくれるほど、世の中甘くない。電話をしまい、押しかけていたエレベーターの△を押す。表面上、ナメクジに陰りはなかった。

　しかしなにかを見越したように、猪い狩かり友ゆ梨り乃のがナメクジの頭を撫なでる。疲労もあってか不意を突かれて、ナメクジは身を引くことができなかった。ナメクジの細めた目が睨にらみつけるものの、猪狩友梨乃は笑え顔がおを崩さない。

「私、これでも人殺しなんだけど。舐なめてる？」

「本当にわたしを殺すとあなたが思ったら、ちゃんと逃げますから」

　そう言いながら、猪狩友梨乃は頭を撫で続ける。
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　殺してやろうか。ナメクジが試すようにそう思うが、動じる様子もない。心の声にも強弱があり、真偽があり、それを見抜いているとでもいうのだろうか。

　早々にやってきたエレベーターに乗りこむために、早歩きで前へと踏ふみ出す。

　手を振り切るナメクジの後ろ姿を見つめる猪狩友梨乃は、同情めいた笑えみを浮かべ続けた。
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「んー……」と寝返りを打とうとしてソファから落っこちたところで、巣す鴨がもが目覚めた。ぽて、と弱った蟬せみが木から落下するような力のない落ち方だったが、横っ腹を床で打って呻うめく。

「うー……」

「おはようございます、お嬢様」

　巣鴨が起床する際は何時であれそう挨拶あいさつするのが決まりだった。白ヤギは床に寝転ぶ巣鴨を見下ろし、手助けする様子は一切ない。巣鴨ものそのそと自分で起き上がり、ソファに座る。

　小さい欠伸あくびをこぼしながら、庭より入りこむ光の色に巣鴨の目が止まる。眠る前に屋敷内を包んでいた陽光は他の成分と化学変化を起こしたように、黄昏たそがれに染まっていた。穏やかな色合いでありながら、凍りつくような寒気ももたらす。

　白ヤギにとって、夕日とはその二面性を持ち合わせた、時の境界線を行くものだった。

「今日は自分の足でいっぱい歩いたから疲れちゃった」

「そうですか」

　歩いたといっても三十分にも満たない。学校行事のオリエンテーリングや遠足にも一度として参加したことのない少女は、中学生となっても変わらない。白ヤギが溜ため息いきを吐つく。

　その無む邪じや気きな傲ごう慢まんさがただそれだけなら、すぐにでも滅びるというのに。

　巣鴨の本質は裸一貫でなく、幾重もの服を纏まとって覆い隠されている。

　今日の巣鴨は石と竜か子げ少年を家に招くために、万が一発見されないようにと目玉を外へ預けてきた。自分が疑われていることを知っていて、しかし証拠さえ見つけられなければ問題ないという考えなのだろう。大おお雑ざつ把ぱなようで慎しん重ちような部分も併あわせ持っている。露ろ出しゆつの多い私服も周囲に隙すきを誤認させるための撒まき餌えにすぎない。趣味の領域が多分に含まれているのも否いなめないが。

「あれ、石と竜か子げくんは？」

「用事があるそうで、帰りました」

　首を伸ばして檻おりを覗のぞく巣す鴨がもに、白ヤギが淡たん々たんと報告する。過程を派手に吹っ飛ばした返答に巣鴨は「ふーん」と目を擦こする。なんだつまらんという態度が表れていた。

「先程、お嬢様宛に電話がありました」

　白ヤギが機を見計らって報告する。巣鴨が前髪を弄いじりながら白ヤギを見上げる。

「んー、誰？」

「鹿しか川がわ成なる実みです。ご学友の」

　学友という部分は学校にマトモに通わない巣鴨への、白ヤギなりの皮肉だった。

　しかし巣鴨はぼけーっと、焦しよう点てんの合わない目を向けるだけだった。その視線から白ヤギが『あぁそういうことね』と察する。

「なるぴーです」

「おー」

　やっと巣鴨の目の焦点が合う。鹿川成実という本名の方を記憶していなかったのだ。

「なるぴーがなんの用かな。石竜子くんのことだと思うけど」

「後でかけ直すと言っていました」

　その電話を取った白ヤギは、成実の及び腰な喋しやべり方を思い返す。大して親しくない相手へ電話をかけることに加えて、電話に出た自分の声を覚えていたのだろう。すっかり怯おびえさせてしまい、少し申し訳なかった。白ヤギは石竜子少年だけでなく、成実にも同情の念を抱いだいていた。

　巣鴨やナメクジに関かかわったことで、成実という少女は真っ当に日の下を生きることはもうできないだろう。予想を裏切るほどの凄せい惨さんな過程、悲惨な末路。白ヤギはそれらを強く予感していた。マンションで出会ったときに殺しておいた方が、本人のためだったかもしれない。

「なにぼーっとしてるの？」

「……いえ。皆、お嬢様のように生きられたらと思いまして」

　歪いびつなる願いを満たすのに相応ふさわしい『力』を、生まれたときより持ち合わせた少女の生き方は、正に幸福そのものだった。幸せなど主観を満たすだけでいい、という自分本位の考え方を体現する巣鴨のような『目』を誰もが持てれば。世界はきっと、滅ぶだろう。間違いなく。

　屋敷の遠くで電話が鳴っている。かけた相手が成実なら自分が出ない方がいいだろうと、白ヤギが別のお手伝いに指示する。お手伝いはそれを受けて電話を取り、二、三言会話してから小走りで巣鴨のもとへ電話を持ってくる。成実だったらしい。

　巣鴨が電話の子機を受け取って、相手の声を確かめる前に元気よく名乗った。

「もしもしカモカモです」

　その電話の応対を横で聞きながら、白ヤギが遠くを見やる。

　止やめておけばいいのに、と独り呟つぶやく。

　これに関かかわるしかなくなった時点で、運命は萎しおれていくばかりなのだから。
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　両親が何日も帰ってこないと、無理に参加させられた『合宿』のことを思い出す。俺が小学五年生のときだった。修学旅行の日程と被っていて、京都と奈良に行きそびれた。

　俺を連れて行く理由は、『俺にも幸せを感じてほしいから』だそうだ。やめてくれと言いたい。

　他人の幸せなど、たとえ家族であっても分かるものか。

　親おや父じたちの信望する教団の主催した合宿は、俗世と断絶した山奥の施設で行われた。勿もち論ろん、俺はそんなものに参加なんかしたくなかったが両親に連れていかれたのだ。当時、なんの力もない小学生だった俺に親の命令は絶対的なもので、逆らうことなんかできなかった。

　施設に行くとすぐ、他の信者たちと一カ所の部屋に集められた。荷物は携帯電話だけ没収された。達することへの妨さまたげになるという理由だったが、今もって意味が分からない。多分、言った方も意味などないと思っていただろう。

　冷暖房も完備していないだだっ広い部屋で、敷かれた畳は日差しの影響で黄ばんでいた。窓も閉めっぱなし。そして九月上旬という開催時期もあって、蒸し暑いなんてものじゃなかった。その部屋からの外出は許されなくて、何時間も、何日もそこにいることを強制された。

　飲食物としては得体の知れないジュースが入ったペットボトルが配られて、それ以外の飲食物を取ることを禁止された。トイレだけは行くのを許されたが、時間制限つき。しかも誰も喋しやべることさえしない。同年代の子供が周りにいない俺ならともかく、大人たちさえも。なにもせず、ジッと、夜中にも灯あかりの消えることのない部屋で過ごす必要があった。

　最初は退屈と窮きゆう屈くつに不満を持つだけだったが、一時間もすると怖くなった。周囲の大人がこの状況に順応しすぎているからだった。あぐらをかいて座る大人たちは汗を顔全体に滲にじませながらも、ほとんど身動きしない。姿勢を崩す者さえおらず、無言に務めていた。子供は俺しかいなかった。

　俺以外はこの合宿を経験済みらしい。両親が時々、俺を家に置いて数日ほど帰ってこない理由をそのとき知った。一体、こんなことになんの意味があるのかは分からなかったけど。施設の外から聞こえてくる鳥の鳴き声だけが救いだった。それが夜になって途切れると、孤独と不安は一層増した。みんな汗まみれで、しかもそれを拭ふくことすらしない。俺もその雰ふん囲い気きに逆らえず、流れる不快な汗を放置してジッとしているしかなかった。

　無色透明なジュースは中身が不安でどうしても飲む気にはなれなかったけど、半日も経って日付が変わった頃に喉のどの渇かわきの限界が訪れて口をつけた。味は薄くて飲みやすかったが、舌の上を通るときに粒々のようなものを感じてそれが妙みように気になった。周りの大人みたいになるのが恐ろしくて、極力、飲まないよう我が慢まんした。最後の方はトイレに行って、便器の水をすくって飲んだ。そっちの方がまだマシだった。三日か四日、そんな暮らしが続いた。

　さすがに衰弱して誰も姿勢を維持していられなくなった頃、大音量の音楽が突とつ如じよとして放送された。その音にびくりと怯おびえたのは俺だけで、他の大人たちは墓場からよみがえるようにむくりと起き上がり、一斉に扉の方を向く。餌えさを期待する犬のようだった。

　そして視線に応えるように、教団の連中がぞろぞろと入ってきて大声で褒ほめたたえ始めた。おめでとう、おめでとうと係の人間が俺たちを祝福する。一いつ緒しよに涙を流す者さえいた。俺の両親も肩に手を置かれ、『やり遂げた』だの『遂に達しましたね』と中身のない賞賛を頂ちよう戴だいして滂ぼう沱だの涙に頰ほほを濡ぬらしていた。あれだけ汗を流しているのに、どこにそんな涙を溜ため込んでいたのだと不思議に思うほどだった。

　そうした偽りの全能感を植えつけるためだけの合宿に、多額の金を喜んで支払う両親の姿を今でも覚えている。当時はまだ親おや父じたちが教団の幹部に昇進していなかったから、金回りはよくなかった。それでもどこからか金を作り、熱心に寄付するのだから呆あきれるほかなかった。

　合宿が終わった後、俺は両親に二人がかりで押さえつけられて、目の検査をされた。両親曰いわく『悪魔の目』が鎮しずまったかと、瞼まぶたを押し広げられて質問された。俺は喜んで噓うそを吐ついて目の色が変えられなくなったと言ってやったが、それでも両親はなにも変わらなかった。

　俺の噓に力はなかった。当時、まだ十代前半だったシラサギに屈していた。

「……そうか。俺、あのときのあいつと同い年ぐらいになったのか」

　そして数奇なことに、同じような道を辿たどろうとしている。

　やはりそれは俺が選ばれし者だからだろう、ははは。

　その選ばれし者は日が沈み行く中、家の戸を直せないかと苦心していた。外側から力尽づくで吹き飛ばされた扉をつけ直すことはできそうもない。斜めに立てかけてみたが、余計貧相だ。

　海うみ亀がめ産うみ太た郎ろうがいたら、壁と戸を結びつけることで応急処置はできたのだが。

　あいつは一人で逃げたけど、倉くら科しな康こう一いちが死んだのなら無事だろう。いずれ勧誘したいところだが、連絡の取りようがない。一人は超能力者が傍かたわらにいないと不便なんだがなぁ。

　俺のリペイントは受け皿にすぎない。注がれるものがなければなんの価値もない。

　ちなみに病院は帰り道に寄った。処置が施されて、包帯ぐるぐる巻きとなった。

　戸の立てかける位置を修正して、少し距離を取って観賞してみる。

　……不安だ。具体的には右下と左上の隙すき間まが気になる。俺の命を狙ねらう刺客が襲ってきたらどうしよう。もっともそんな刺客が本当に来たら、あのハヤブサとかいう女みたいに戸をぶっ壊して突撃してくるから、鍵かぎをかけても一いつ緒しよだと思うが。いやでも普通の泥棒も、強盗も怖いし。

「また近所に噂うわさされるな……今更だろうけど」

　近所を意識していた時期は、周囲が噂うわさせざるを得ない逸いつ材ざいとか思いこんで自己防衛したものだ。本当のことだけどな、と半分ぐらい本気で思っている今の自分はそうして出来上がった。

　特別でいたい。誰かに認められる自分でありたい。選ばれたい。際立っていたい。

　その当たり前の欲望を外側に求めたのが両親で、己の内側に見み出いだしたのが俺だ。

「おいそこの中学生、なんだその格かつ好こう」

　背中側から声をかけられる。振り向くと見慣れた車が停まって、知った顔が窓から顔を出していた。たこ焼き屋のねーちゃんだ。学校での商売を終えて帰ってきたらしい。

　ねーちゃんが俺の格好に目を丸くしている。今の俺はカワセミから借りた呪じよ術じゆつ師しのような服を着て、白髪しらがのカツラを被っている。なんだそれと言われて当然の姿だ。普段の調子で口上を述べようとしても、このねーちゃんが相手では『うるせぇ』と一いつ蹴しゆうされて終わりだ。喧けん嘩かでも相手の足を執しつ拗ように蹴けることで有名だったし。

「コスプレだよ。巷ちまたで噂の、えーっと、カワセミってキャラの」

「かわせみぃ？　鳥のあれ？　青くねーじゃん、お前」

「それよりさ。あーっと、あの、バイトのおねーさんは」

「マイマイ？　仕事の途中で勝手に帰ったからクビにした」

「あらら」

　などと言いつつホッと胸を撫なで下ろす。ここにいないだけでも気が休まる。その上、クビということは顔を合わせる機会が大きく減ることだろう。あの調子だと巣す鴨がもへの復ふく讐しゆうを諦あきらめるのはあり得ないだろうから、油断はできないが。

「その代わりにこいつを雇った」

　ねーちゃんが猫ねこか犬の首根っこを摑つかんで引っ張り上げるように、隣の席のやつを窓の前に突き出す。そいつと目があって、「「あ」」とお互いに口をぽっかり開く。

「ほーら、トカゲの大好物だぞー」

　ねーちゃんが楽しそうに見せびらかすそいつは、海うみ亀がめ産うみ太た郎ろうだった。三つ編みにしていた金髪を解いている。逃げるんじゃなかったのかこいつ。なんでこんな身近にいるのだろう。

　海亀の方もああ言って別れて半日も経たずに再会したためか、バツが悪そうだ。

「さすがに二人も雇う余裕はないからね。マイマイならうちで働かなくても大丈夫だろうけど、こいつ行くところないって言うからさ。きったねーんだぜこいつ、さっさと風ふ呂ろに入れてやらんと」

「へぇー」

　言われてみると、茹ゆでダコのイラストが入った前掛けを着けていた。

　ジーッと見つめると、海亀産太郎はなにを思ったのか、呼び込みのように手を叩たたきだした。

「ヘイ、ラッシャイ！」

　なぜかカタコト風だった。しかもねーちゃんが「よぅし、それだ！」と褒ほめたたえている。

　あんたが教えこんだのかよ。

　英語の喋しやべれない外国風娘、海うみ亀がめ産うみ太た郎ろうがアシカのように手を叩たたき続ける。
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　服を着替えるのが毎回苦痛だった。風ふ呂ろに入るのも嫌いやで仕方なかった。

　濡ぬれた髪を拭ふきながら、ナメクジが何度も溜ため息いきを吐つく。風呂上がりでどれだけ蒸そうとも、ろくに身体からだを拭ふかないで長袖のシャツを着て右腕を隠す。右腕の断面を意識するとその度に奥から血が溢あふれるほど歯を食いしばって、怒いかりを堪こらえなければいけなくなるからだった。

　引っ越しの荷物は既に纏まとめてある。明日にでも業者に頼んでこのマンションから離れるつもりだった。住人が一斉に消失した件が世間や管理人に知られる前に消えなければいけない。

　片手で髪を拭くのにも疲れて、バスタオルを放り投げてリビングの壁に頭を預ける。身体ごと寄りかかり、窓ガラスの向こうに映る夜景へ目をやった。今夜は月も遠くにあり、取り立てて見るべきものはない。薄い雲の輪りん郭かくを眺ながめているうちに、ナメクジの瞼まぶたは溶けるように重くなる。

　トンボとの殺し合い、それに伴う肉体へのダメージ。更に先行きへの不安もあって、ナメクジの疲労は根深いものとなっていた。体温の移り変わる瞬しゆん間かんに生じる眠気が瞬またたく間にナメクジを包む。咄とつ嗟さに振るえるようナイフの位置を確認しないと、と考えながら船を漕こいでいた。

　そのまま半ば眠りかけていたナメクジが、物音に敏感に反応して目を覚ます。強くバスルームを睨にらみつけると、丁度扉を開けて出てきた猪い狩かり友ゆ梨り乃のが目を丸くした。ナメクジ同様、身体から湯気が上がっている。ナメクジの殺気を受けて、首にかけたバスタオルの端を握った。

　カエルの部屋から回収してきた、サイズの少し小さい緑色のパジャマを着ている。

「なんでもない」

　そう言って頭を振りながら、ナメクジが張りつめた気を緩ませる。直後、緩めた自分の『慣れ具合』に、後悔するように舌打ちした。壁に寄りかかる頭を、軽く何度か打ちつける。

「いつも機き嫌げん悪そうな顔ですねぇ」

「悪いんだよ、実際」

　湯上がりの猪狩友梨乃からは、自分とは違う瑞みず々みずしさのようなものを感じた。自分の肌はどうにも乾いている気がしてならない。経験の差か、と考えると猪狩友梨乃が反応する。心中を読まれていることを察して、ナメクジの頰ほほが熱くなる。

「なるほど、麻ま衣いさんは……アレなんですね。えぇと、清純派？　乙女ですねっ」

「………………………………………」

「あ、ごめんなさいごめんなさい。怒らないで、出ていけとか言わないでください」

　すり寄ってくる猪狩友梨乃を無言で蹴ける。本気で蹴り飛ばすわけではなく、子供がいやいやと抗議するような弱いものだった。猪い狩かり友ゆ梨り乃のがその抵抗を退しりぞけて、側そばに座りこむ。

　なんで側に寄ってくるんだ、とナメクジがしかめ面つらになる。猪狩友梨乃は当然、その心情も読み取っているのだが微笑ほほえむばかりで、なにも語ろうとしない。ナメクジはそうした態度が気に入らない以前に、落ち着かなかった。人が側にいること自体、稀まれな毎日だったからだ。

　ナメクジが何度か喉のどを鳴らすように、言葉を選んでから猪狩友梨乃に尋たずねる。

「今更だけど、なんで私？」

「はい？　なんの話ですか？」

　理解のために会話の不要な女がすっとぼける。ナメクジは睨にらみつけながらも続けた。

「他に殺し屋は山ほどいる。いや、そもそも私はもう廃業したようなものだけど」

「雇うお金ありませんよ。燃えちゃいましたから」

「じゃあ私も雇えないだろ……」

　払うと言われた報酬も有う耶や無む耶やとなってしまった。もっともそれは、賭かけオセロの会場で大暴れしたナメクジの自業自得と言えるが。そこを突かれると弱いので、話題を微び妙みように変える。

「金が入ったら他の殺し屋雇えば？　ミミズとか、ウサギとか」

　ナメクジが知っている範囲で有名な同業者の名をあげる。ミミズという名前に猪狩友梨乃が目を動かして反応を示した。ナメクジがそれに気づくと、猪狩友梨乃は口を開いた。

「会いましたけど、人の良さそうな方でしたよ」

「へぇ、そうなの。噂うわさを聞いただけで会ったことないから」

　業界でも屈指の殺し屋との接点など、末端に属していたナメクジにあるはずがなかった。

　カワセミ、白ヤギと関かかわることになった最近の方が異常なのだ。

「その人には人差し指を操あやつる力があるらしいです」

　猪狩友梨乃が両手の人差し指をピンと立てる。「指」と呟つぶやいて、ナメクジが自分の左手を見た。

　人差し指を何度か曲げてみる。この指が、自分以外の意思で動き回る。動くはずがないと思いこんでいる庭先の植物が踊るような違和感は、経験がない故ゆえにどうにも想像しづらい。

　聞くだけでは大したことのない能力に感じられる。対策も、犠牲さえ考こう慮りよしなければすぐに思いつく。しかし誰でも考えられる対処法を、相手が放置しているはずがなく。

　なにかあるのだろう。三強に昇り詰めるまで、負けなかった方法が。

　できれば敵対することのないようにしたいものだと、ナメクジは願う。

　人を操作する能力という点では、「カエル？」ナメクジが顔を上げる。連想した人物を猪狩友梨乃が読み取ったらしい。なんでもかんでも読みやがって、とナメクジの表情が露ろ骨こつに不ふ機き嫌げんなものとなる。しかし、猪狩友梨乃はまったく気に留めない。

「どんな人だったんですか？」

　答える代わりに、溜ため息いきを吐つく。

「ゆっくり考えることもできない」

「私と一いつ緒しよに考えてみるのはどうでしょう」

「……あんた、色んな人間に嫌われてきたでしょ」

　心を読むだけならまだしもお喋しやべりな性格と相まって、疎うとまれないはずがない。読心という能力は確かに魅力的で欲しがる権力者も大勢いるだろうが、同時に、自身の秘密や噓うそが筒抜けになる危険もある。手もとに置いておくリスクも無視できず、用が済めば始末するしかないだろう。

「なんだか怖いこと考えてますね。大体その通りだと思いますけど」

　猪い狩かり友ゆ梨り乃のは動じない。そうした思考に慣れきっているようだった。そもそも、とナメクジは考える。後で始末するという考えも読まれるなら協力を仰あおぐことはできないのか、と。

　倉くら科しな康こう一いちのように身内の人質を取ることが一番効果的だろう。

　そこまで考えた後、まぁどうでもいいけどとナメクジが別のことを話題にする。

「あんたの会った人は、三強に数えられる殺し屋」

「あ、そうなんですか。凄すごいんですね」

　猪狩友梨乃はさして興味がなさそうだった。バスタオルで髪を拭ふいている。

「知り合えたならその人に守ってくれと頼んだら？　絶対、そっちの方が安全だし」

「いや、いいです。麻ま衣いさん強いですし」

「強くない」

　ナメクジは強固に否定する。謙けん遜そんではなく本心から首を横に振った。ナメクジに仕事を斡あつ旋せんしていた男が電話で語っていたが、超能力者の強さは質が異なるのだ。二、三世代ほど文明の進んだ人間を相手にしているように、引き起こす現象に奇跡が加わる。ナメクジの握りしめたナイフが彼らの胸もとを貫くにはそれこそ、腕が伸びるという奇跡の一つもなければ困難だ。

「……伸びれば」

　無限に、どこまでも。そんな力があれば、どこからでも、ここにいても巣す鴨がもを殺せるのに。

　殺意が形となれば。本気でそう念じる自分を、ナメクジが笑う。

「あ、考え事終わりました？」

　そう聞かれて、ナメクジがまたしかめ面つらに戻る。「別に」と短く答える。

　聞くまでもないことだった。猪狩友梨乃にとってみれば。それでも聞くのが鬱うつ陶とうしい。

「それで、麻衣さんが誰かと比べて強いかどうかはさておいてですね」

「おいていいのかよ」

「わたしはですね、なにより、麻衣さんのことが気に入りましたから。それが一番の理由です」

　いつもと変わらない微笑ほほえみを浮かべて、猪狩友梨乃が言う。ナメクジは面食らい、言葉を吞のむ。それから放り投げたバスタオルを拾い、顔を覆うようにしながら髪を拭ふく。

「あ、そ」

「照れてます？」

「アホか」

「一いつ緒しよに寝ます？」

「嫌いやだ。出ていけ」

　ナメクジがすり寄ってくる猪い狩かり友ゆ梨り乃のを蹴ける。それから少し深刻に問う。

「本当にこの部屋に泊まるの？　嫌なんだけど」

「どうしてですか？」

　猪狩友梨乃が首を傾かしげる。ナメクジはハッとして、顔を逸そらしながら立ち上がる。

『どうしてですか？』の効果を恐れてのことだった。尋たずねられれば表に出さなくとも、心には思い浮かべてしまう。これだけはどうやっても防ぐことができない。無知でない限り。

「知らないから、どうなっても」

　そう言った後、猪狩友梨乃に悟さとられないように慌あわてて寝室に逃げこむ。

「追いかけてくんな」と強い調子で言うと、猪狩友梨乃も今回は干渉してこなかった。

　ベッドに倒れこんだ後、ナメクジが右の袖を一いち瞥べつして、「頼むよ」とぼやく。

　今夜は『アレ』を見ないことを、ナメクジは願った。




　だがその夜も、ナメクジの身にそれが訪れた。

　半ば定期的に見るその夢は、スライド形式だった。カワセミに取り押さえられて、目の前で巣す鴨がもが笑って。無む邪じや気きな手拍子も、純粋な悪意に満ちたその声も。すべてが蘇よみがえる。

　そして、右腕がずるりと、すり抜けていく感覚と共にナメクジは跳はね起きる。

　焼け焦こげたように、脳だけが熱い。

　心臓は焦しよう燥そうに暴れて、泣き顔のまま周囲を怯おびえたように見渡す。それから「ひぃ、い、ひ、ひ」と及び腰になりながら、右の袖を慌あわてたように取る。左手で握りしめる。だが当然、その中身はない。ぎゅっと潰つぶれる袖が現実のものであると自覚した瞬しゆん間かん、ナメクジは鳴いた。

　絶ぜつ叫きようではなく、どろどろと。垂れ流れるような締まりのない声が、こぼれる。

「あぁぁああぁああああぁああ」と、心の軋きしみを表すようにナメクジが鳴く。蒼そう白はくの顔で、見開いた目から涙を流す。その固まった表情のまま、中身のない右の袖をずっと握り潰していた。呼吸が段々と速まり、また要領を得ない声をあげる。

　異変を察して、リビングから猪狩友梨乃が顔を覗のぞかせる。ナメクジはそちらに気を配る余裕などなく、次第に子供のように泣き出した。自分の失ったものに、純粋に怯えていた。

　袖を握る手には爪が食いこみ、指も鬱うつ血けつして青黒く変色し始める。何度も袖を引っ張って、その度に呻うめくような泣き声が震える唇くちびるから溢あふれる。

　猪狩友梨乃は少し躊ちゆう躇ちよしたが無言で側そばに座り、ナメクジを抱き寄せた。赤子を慰なぐさめるように背中を撫なでると、涙と鼻水を垂れ流したまま、ナメクジが呪のろう。

　周囲と己のすべてへの恨うらみを絶やさないように。

「ころしてやる、ころしてやる、ころしてやる……」

　とん、とん、とん。ナメクジの握りこぶしが、猪い狩かり友ゆ梨り乃のの背中を弱く叩たたく。

　握りしめたナイフを突き刺すような仕草を、力なく延々と繰り返す。

　猪狩友梨乃はそうしたナメクジの行いを黙だまって受け入れながら、その華きや奢しやな身体からだを抱きしめる。髪を指で梳すき、あやすように背中を撫なでて、透明な刃やいばに貫かれ続けた。
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　成なる実みにとって、学校をサボるのは今日が初めてだった。

　文化祭を終えて翌日、火曜日。本来なら片づけも終わって、何事もなく授業が始まっている。成実も制服を着て学校に通わなければいけないがしかし、今日は同級生の家へと向かっていた。一年生のときから着ているコートを羽織り、季節には少し早いマフラーで首もとを巻いているのは成実なりに目立ちたくないという意思の表れだった。しかしその早歩きで蹴け躓つまずきそうな挙動の方がよほど怪しく、補導の対象として人の目を引くことは自覚していなかった。

　二日前、成実の世界の見方が変わった。目の前で人が、人を殺す場面に出会したことで。

　それまで成実は誰かが死んだという話を聞いても、それこそ同級生が死んだとしても悲しみはあっても恐怖は実感しなかった。精々、『物ぶつ騒そうだねぇ』とか『怖い世の中ですなー』と他ひ人と事ごとの感想を持つことで完結していた。どんな事件も画面の向こうにあるような感覚だった。

　だが今は違う。『人殺し』が現実のものだと、認識してしまったからだ。

　この世界に、町に、人を殺す人間は確かに存在するのだ。

　それならばすれ違う人が、人殺しかもしれない。凶器を隠し持っているかもしれない。

　偶然すれ違った自分が対象に含まれているかもしれない。

　そんなことに怯おびえるようになっていた。正しく見えていたはずの町並みは、額がく縁ぶちから外れて今にも落ちそうな絵画のようにずれている。固いはずの地面を踏ふんでいるのに歩き方がぎこちない。通りがかった店先で商品を宣伝するために流れている、放送の声に一々びくつく。

　すれ違う学生たちに注目されないよう、深く、地面に沈む気構えで成実が向かう先は、巣す鴨がもの家だった。時々携帯電話を出して地図を確かめながら、中学校と反対に歩いていく。

　昨晩、成実は文化祭の片づけが終わった後、巣鴨に電話をかけた。電話に出た相手が白ヤギであったことにまず驚き、最初の数分は言葉が満足に出せなかった。電話の向こうで白ヤギも空気を読んでくれたらしく、黙だまって成実の言葉を待ってくれた。

　そして外出中云うん々ぬんとの会話があって時間を置いてかけ直した後、今度は巣鴨が出た。

　巣鴨は成実のように気負うことなく、普段と変わらない、脳天気に思える調子だった。

『もしもしカモカモです』

『あ、巣鴨さ……えぇ、と、かもちん』

『カモカモだってば』

『うん、いやそれはどうでもいいけど……あのさ、ちょっと聞きたいことがあって』

『なに？』

　どうでもいいと言われて巣鴨の声は不満げだった。成実は慌あわてて言う。

『トカゲ、ちゃんのことだけど』

　成なる実みは普段、石と竜か子げを『あんた』と呼ぶ。だが本人のいない場所ではそう呼ぶわけにもいかず、かといって名前や名字を呼び捨てにするのも据すわりが悪い。故ゆえにちゃん付けとなった。

　感覚としては犬をワンちゃんと呼ぶことに近い。

『石竜子くんがどうかしたの？』

『かもちんは、そっか、あそこにいなかった、のか……なんか、えぇと説明しづらいけど』

　巣す鴨がもは黙だまっている。なんとなく、電話の向こうで薄ら笑いを浮かべている気がした。

『あー、どこから説明したらいいのかな。長くなるんだけど、』

『長いの？　じゃあ聞くのめんどい』

『うぇ、な、なんというお嬢様キャラなんだね、かもちん』

『んー……明日、家に来て。朝なら家にいるから。それまでに聞きたいこと纏まとめといて』

『え？　あれ、明日、学校ある、』

『じゃーねー』

　一方的に話し終えて、電話は切れてしまった。成実はしばらく、受話器を戻さずに固まる。

　家に来い。巣鴨はそう言ったが、それには問題がある。まず家の場所を知らない。それに加えて直接巣鴨と会うということは、側そばにいるであろう白ヤギとも顔を合わせることになる。

　それは怖いがしかし、このまま状況を不透明にしたままなのも恐ろしかった。成実は倉くら科しな康こう一いちの死を知らない。それ故、まだ誰かに狙ねらわれているのではと考えて、家に一人でいるだけでも気をもんでいた。全部屋の窓、扉の鍵かぎの確認をした上で部屋に籠こもっている姿は、五い十か川がわ石竜子と大差ない。ほとんど眠ることもできず、今日の成実の目は充血が酷ひどかった。

　鏡で見て、まるであいつだ、と最初は笑ってしまった。

　そのトカゲは一体、なにをやっているのか。なにを始めようとしているのか。

　巣鴨ならそれを知っている気がした。ただそれを正直に話すかは怪しいものだったが。

「……ここだけ日本っぽくないんですけど」

　到着した屋敷の門に寄りかかりながら、呆あきれ気味の感想を口にする。成実の予想よりも、巣鴨邸はお屋敷だった。西欧の建築様式に彩いろどられた、荘そう厳ごんな建物。写真でしか見たことのないような宮殿にそっくりだった。市営球場よりも広い庭。まだ屋敷の手前しか見えていないのだが、その段階で別世界が構築されていた。

　庭師が芝しば生ふを機械で手入れしていて、その音にも圧倒された。町の地図に『巣鴨邸』が存在しているのは伊だ達てではない。巨大な白い門は開け放たれていて、その下を潜くぐる際にはつい首を引っこめながら「失礼しまーす……」と断りを入れてしまう。ひょこひょこと落ち着きなく左右に揺ゆれながら歩いていると、庭師が成実を見つけて近寄ってきた。誰かに距離を詰められると、それだけで成実は及び腰になる。壮そう年ねんの庭師が、機械を止めて顔を覗のぞいた。

「この家になにかご用で？」

「あ、あにょ、あの。鹿しか川がわ成実、っつってですね。巣鴨……お嬢様のお友達です」

　下の名前がどうしても思い出せなかったので、お嬢様呼びになってしまった。

「へい、ちょっとお待ちください」

　庭師が屋敷の中へ確認を取りに向かう。成なる実みは広大な庭の端に取り残されて落ち着かない。太ももの内側を擦こすり合わせながら、鞄かばんを強く摑つかむ。瑞みず々みずしく、手入れの行き届いた芝しば生ふが風に吹かれて揺ゆれる様を一望すると胸の淀よどみが少し晴れるようだった。

　数々の疑問はつい先日に知り合った女性、ナメクジに問うということもできた。昨夜も何度か、彼女の住むマンションへ逃げこもうかと検討した。姉のことまで知っているのだから、尚なお更さら、成実にとっては興味が募つのる。だがナメクジは正真正しよう銘めいの人殺しである。

　それに夜間、一人で歩くことはもう無理だった。日中だって本当は外に出たくないほどだ。

　ややあってから、庭師と共に浴衣ゆかた姿の女性が屋敷から現れる。その姿を認めて、成実の背がびくんと引きつった。白ヤギである。庭師は途中で頭を下げて、逃げるように白ヤギから離れて仕事に戻る。白ヤギは庭師に気を留めず、一直線に成実の前へとやってきた。

「おはようございます」

　表情と声、共に涼すずやかなものだった。この季節には少々、冷たく感じるほどに。

「お、おはっづ」

　ぎこちなく手を上げようとして、そちらも半端になっている成実を白ヤギが招き入れる。連行でもされているように、猫ねこ背ぜとなってその後ろ姿についていき、屋敷へと入る。

　玄関と呼ぶには少々大きすぎる門の向こうには、靴くつを脱ぐ場所など存在していなかった。

「お嬢様は……あー、えぇ、もうすぐ来られると思います」

　言葉を選ぶようにして言いながら、「こちらにどうぞ」と白ヤギが赤いソファを勧める。入り口の脇わきにあるそれに、成実が首を引っこめて萎い縮しゆくしながら腰かける。鞄は隣に置いた。

　他にはなにもなく、中途半端にぽつんと置かれたソファには違和感しかない。端っこに縮ちぢまって座る成実を一いち瞥べつして、白ヤギがヘッドホンを外す。着けっぱなしだったのか、耳の上側がほんのりと赤くなっていた。

「なにか飲まれますか？　お茶、ジュース、牛乳……なんでも用意できますが」

「あ、いえいえ、いいっす、っすっす」

「……気持ちは分かりますが」

　そう言い残して、白ヤギがその場を後にした。成実の腰が引けていることへの言葉なのだろう。落ち着いた態度といい、電話での対応も含めて気配りはできる人のようだ。

　少なくとも、巣す鴨がもよりはよほど話が通じる相手に思える。

「いい人っぽい……けど」

　男の顎あごを蹴けり砕くだき、引きずって連れていく姿が印象的すぎて払ふつ拭しよくできない。そしてあのとき、白ヤギが行ったのであろう『なにか』を意識すると、軽い目め眩まいのようなものを感じた。

　マンションでの一件以来、成実には内になにかの残留する感覚が絶えなかった。そして連想するのは石と竜か子げの『超能力』。意識していくと、遠くで水滴が落ちるかのようなか細さで、しかし確かに誰かの声を聞き取っている気がしていた。その感覚はかつての自分が味わっていたものそのもので、なぜ今頃になってまた、と思うことが成なる実みを一層不安にさせていた。

　一人きりになった成実が、巣す鴨がも邸の中を不安げに観察する。

　広さだけでなく、内装も西洋の宮殿のようだった。広間の中心から十字に敷かれた重厚な絨じゆう毯たん、磨き抜かれた飴あめ色の床、中央から二階へと続く階段の装飾には金で装飾された輪や彫刻像が置かれている。天井にはクリスタル製のシャンデリアが「幾つあんのさ……」と思わず呟つぶやくほど設置されて、貴婦人の天井画を壮そう大だいに演出していた。窓にはステンドグラスがはめこまれて、その両りよう脇わきには白はく亜あの柱が建っている。成実にとって、ここは『家』ではなかった。

　階段の手前には巨大な檻おりが置いてある。なにか飼っているのだろうかと覗のぞいてみる。随ずい分ぶんと大きい檻で、そこに成実の金持ちへの印象も加わって、虎とらか熊くまでもいるのではと想像した。しかし、中はもぬけの殻である。まさか放し飼いか、と周辺を見たがそれらしき動物はいない。

　伸ばしていた首を戻して、成実が座り直す。巣鴨との話が早めに終われば学校へ行くこともできるが、行く気になるだろうかと目を落とす。学校には大勢の人間が密集しているのだ。

　トカゲも絶対に学校へは来ないだろう。では今、どこでなにをしているのか。

　成実自身、なぜこうなってしまったのかと後悔するように天井画を仰あおぎ見る。

「……全部、姉ちゃんが悪い」

　恨うらみのすべてを、何年も顔を見ていない姉にぶつけた。

　しばらくして、巣鴨が階段を下りてきた。正確には下ろされてきた。

　本人はまだ半分眠っているようで、白ヤギに手を引かれて移動している。頭が派手に揺ゆれていた。最後は階段から転げ落ちそうになったので、白ヤギが背負って運んできた。

　成実の前までやってきても、巣鴨は「ぐむぐむ」と要領の得ないまま、ぼーっとしている。

　その巣鴨を自分の足で立たせて、はだけているパジャマを直した後、

「お待たせしました。お嬢様、こちらですよ」

　白ヤギが巣鴨の首を捻ひねり、成実の方に向けさせる。そこでようやく巣鴨の目が成実を捉とらえた。

　成実は緊張して肩が上うわ擦ずるが、巣鴨の方は目の焦しよう点てんが半ば合っていない。

「やっほー」

　そのまま目を擦こすりながら挨拶あいさつする。相手が誰でも同じように、つまり成実のことを意識してもいないということが、態度に如によ実じつに表れていた。

　それに対して成実が、「や、やほー」とぎこちなく挨拶を返す。
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　そのやり取りを眺ながめていた白ヤギが、巣鴨の頭をかくんかくんと頷うなずかせるように振った。
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　ナメクジは朝から不ふ機き嫌げんだった。ベッドに腰かけたまま、眉み間けんに深いシワを作っている。

　昨晩の動どう揺ようはすっかり落ち着いて平時と変わらない。それ故ゆえ、その際に自身の弱みを見せてしまったことが嫌いやで仕方ないらしく、拗すねたようにそっぽを向いている。

「麻ま衣いさん、朝ご飯食べないんですか？」

　猪い狩かり友ゆ梨り乃のが寝室を覗のぞいてくる。ナメクジは更に首を捻ひねって、壁の方を向いて無視する。猪狩友梨乃はそうしたナメクジの子供っぽい反抗を微笑ほほえましく感じて、笑え顔がおで近寄っていく。

　ナメクジの左手を取り、有無を言わさず引っ張る。ナメクジは抵抗したが、圧倒的な体重の軽さが原因で競せり負ける。そのままリビングの方へと引きずられて、着席させられた。

　テーブルの上には早朝に出かけた猪狩友梨乃がコンビニで買ってきたおにぎりが載っている。その一つをナメクジが手に取る。こうしたおにぎり、或あるいはサンドイッチの包みを剝はがすのが左手だけだと面倒なので、最近は敬遠していた。それを口にすることなくおにぎりの包みを取ろうとすると、猪狩友梨乃が横から摘つまみ上げた。

「いいよ自分でやる」というナメクジの言い分も無視して、猪狩友梨乃が包みを外す。海の苔りを巻いてから、「はいどうぞ」とナメクジに返してきた。ナメクジは受け取って、「どうも」と棒読みに礼を口にする。おにぎりの先端を囓かじりながら、引っ越し用に荷物を纏まとめた鞄かばんを一いち瞥べつした。

　引っ越しと言っても急場を凌しのぐためにこのマンションを離れるだけで、当面はホテル暮らしを始める予定だった。この部屋だけすべて綺き麗れいになくなっていては疑われる、という考えから運ぶ荷物も最小限に纏めてある。金に関してはマンションの全室を巡って現金を搔かき集めたことで、当座を凌ぐ程度の量にはなっていた。とはいえ、先行きが心こころ許もとないのは変わらない。

「人を相手にした賭かけ事に参加できるなら、大抵勝てるんですけど」

　猪い狩かり友ゆ梨り乃のがナメクジの心境と勝手に会話し出す。頰ほお張ばる米の味が苦々しくなった。

「止やめとけば。またろくでもないのに目をつけられるだけだし」

「あ、心配してくれるんですか」

「してない」

　自分も巻き込まれるのが嫌いやなだけだ。内心で意図してそう考えると、猪狩友梨乃がなぜか微笑ほほえましいものに触れるように笑い出す。ナメクジと対照的に、妙みように上じよう機き嫌げんだった。

　ナメクジの選んだホテルは巣す鴨がもの住む町にある。住む先もその町の中で探すつもりだった。人生の目的、宿願に一歩でも近づくため、危険が増えることを厭いとわずあの町内へ向かうことを決めた。昨日、その決定を知らされたときの猪狩友梨乃は微び妙みような表情となっていた。実家が同じ町にあることを嫌っているのだろう。

『嫌なら別についてこなくていいけど』

『意地悪』

　猪狩友梨乃の短い返事に、お前には言われたくないとナメクジは思った。

　手早く食事を済ませて、歯を磨いた後は早々に鞄を持つ。急ごうとするナメクジに、のんびりと髪を結んでいた猪狩友梨乃が声をかける。

「こんな早く行ってもホテルにチェックインできませんよ」

「……あぁ、そうか」

　ナメクジが鞄を下ろす。そんなものがあったなと、失念していたことを恥はじて座りこむ。

「怪しい人が来たら教えますから、少し休んでいてください」

　猪狩友梨乃が側そばにやってきて、調子に乗ったように頭を撫なでようとしてきたのでナメクジの手がそれを払う。猪狩友梨乃は「つれないですねぇ」と言いながら洗面所の鏡の前へ向かう。

　ナメクジは前髪を留めていた髪留めを外して、深く俯うつむく。立てた片かた膝ひざを抱くように座りながら、昨晩の出来事と向き合う。ナメクジにとって恥はじを晒さらしたとしか感じられないそれへの、言い訳が必要だった。

　昨日のことは。

「勝手に、自動的にああなる」

「分かってます」

　壁の向こうから返事が来る。続けてナメクジがなにか言おうとする前に、猪狩友梨乃の方が発言してきた。お喋しやべりめ、とナメクジが膝ひざの上に顎あごを載せる。

「麻ま衣いさんといて、偉いなぁと思うことが一つだけあるんですよ」

「一つだけかよ」

　ナメクジが皮肉混じりに笑う。本心からではない。

　一つとしてない、というのがナメクジの本音だった。

「なんで自分がこんな目に、って考えないんですよね」

　髪を結び終えた猪い狩かり友ゆ梨り乃のが戻ってくる。

「表向きにそういうことを言う人はいますが、内心でもそう考えないのはすごいですよ」

「……責任は、己の内側にしかないから」

　原因は外にあっても構わないが、責任を外に求めるのは間違っている。どんな苦境も、どんな絶望も自分が処理するしかないのだから、余よ所そに吐はき出す意味はない。自分のことは自分でなんとかするというのがナメクジにとって当たり前のことだった。だから自分の現状はすべて、己の責任であると受け入れている。その上で、原因を作った者への怒いかりは絶えることがない。

　そもそも、自分は人殺しだ。命のやり取りをしているのだ。今まで生きているだけでも運は悪くない。死んでいった知り合いの顔を思い返しながら、ナメクジはその中の一人が口にした『幸せになるために悪いことしているんだ』という持論を、ふと思い出した。
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　地毛を見せないようにカツラを被って、目を真っ赤にすると我ながら変人だった。

　漫画の世界の住人に片足突っ込んでいる。本当は外見だけでなく中身も伴ともなうように両足を沈めたいところなのだが、もう片方の足は拒否され続けている。水虫でも疑われているのかね。

　右目を覆う包帯を新品に巻き直して、位置を調整した。映はえる角度とか巻き方があるのだ。

　朝、顔を洗うついでに包帯を巻くことにもすっかり慣れてしまった。右目の存在しないことへの違和感も薄れて、ふとしたときには忘れそうになる。俺の目を奪うばった張本人であるカワセミとはその後も何度か顔を合わせたが、恨うらみ言の一つも出てこない。実際、恨みはない。

　復ふく讐しゆうしようにも敵かなわないので諦あきらめている部分はある。情けないことだが事実だ。だがその他にも理由として、それがあいつの仕事だと分かっているからだ。あんなに便利な目と能力があるのなら、俺の目なんか欲しがるはずがない。

　では、カワセミに右目を奪うよう命令を下した人物とは。

「……思いつくのがＳさんしかいないわけだが」

　そう考えて気づいたが巣す鴨がも、シラサギ、白ヤギ、鹿しか川がわと知っている人にＳさんが多かった。

　だから誰のことを疑っているかは内ない緒しよにしておこう。大穴は白ヤギさん。うん、ねぇな。

「『教祖様』、ご準備は終わりました？」

　トイレを覗のぞいた男が軽薄な態度で確認してくる。「今行くー」と答えて、頰ほおを軽く叩たたいた。

　朝方からやってきたこの場所はニュートラル友の会総本山。つまり、俺と海うみ亀がめ産うみ太た郎ろうが檻おりに入れられていたあのビルだ。今度は案内の車に乗って、自みずからの意思でここへやってきた。

　今は七階の男子トイレで身だしなみを整えていた。過剰な照明の関係で口もとを暑く感じる小こ綺ぎ麗れいなトイレは他に利用者がいない。それもそのはずで、聞いた話では幹部や構成員のほとんどが全滅したという。あの日、俺たちが逃げ出してから一時間も経っていない頃の話らしい。

　全員が耳から血を流して死んでいたとも聞いた。耳からの出血。音。音波。俺にも心当たりが一人いるのだが、もしそれにあの人が該がい当とうするなら、巣す鴨がもはどれだけ盤ばん石じやくなのだろうと思う。

　というわけでこの宗教団体を乗っ取る旨うま味みがほとんどないということを知ったのは、二時間ほど前だった。車で自宅までやってきた男からそういった事情は聞いた。その男、色黒で顔周りと腹が少々でっぷりとしたえびす顔の中年は、倉くら科しな康こう一いちの秘書を務めていたらしい。

『倉科康一さんの、まー秘書みたいなもんですね。事務的なことを担当させていただいてました。その倉科康一が死んでしまったので、次はあなたというわけです。やるんでしょう？　教祖様。まさかあそこまで言っておいて逃げませんよね』

『やるけどね。そんな簡単に乗り換えるのか？』

『あなたはなんとなく面白そうですから。私の目が節穴の可能性もありますが、あなたからはあのシラサギが台頭してきたときと同じ雰ふん囲い気きを感じる。そう、異様に胡う散さん臭くさい。あんなに大物にならなくても、そこそこ維持すれば私の生活が潤じゆん沢たくになるような予感と期待はありますね』

　などとヨイショして、この本部に俺を連れてきた。なんでも、俺を待つ人たちが集つどっているらしい。その中には事情を聞きたい大人たちも含まれているのだろう。信仰の対象だったやつがいきなり壇だん上じようで悶もだえ苦しんで、その横で演説ぶちかます若造が現れたのだ。混乱を招くのは間違いない。その混乱をいかに収めて、俺を信じさせるか。ここからが本格的な戦いだ。

　手頃な奇跡を実演するために超能力者の協力は欲しいが、海亀は今日、たこ焼き屋の仕事があるらしく断られた。危険に近寄りたくないということだろうから、強制はできない。

　そもそもこの程度、個人で切り抜けられないようなら今後もやっていけない。ここは俺の目と舌先三寸で戦うしかない。怯おびえるな、怯えるな、怯えるなと三度、脇わき腹ばらを叩たたく。

　大人は子供の思っている以上に賢くなどない。

　両親の姿を思えば分かるだろ、それぐらい。なぁ？

「……よし」

　洗面台から離れて廊下へ出た。トイレの入り口の壁に寄り添うように立っていた秘書が俺の姿を見た感想は、「うわぁ」だった。表情と声色は想像に任せる。

「その目って真っ赤だけど、カラコンじゃないんですよね」

「違うよ。この場で好きな色に変えてみようか？」

　なにかリクエストしてみ、と催促する。秘書は少し迷ってから、「ピンク」と注文してきた。漫画でピンクの髪のやつはいるが、ピンク色の目玉をしたやつは少ない気がする。そんなことを考えながら応えた。目を瞑つむり、手を瞼まぶたに添える。二秒数えてから、二つの覆いを取り除いて左目を解放する。今度の秘書の反応は「うげ」だった。見慣れていないため、思ったより気味悪いようだ。

「ハート型のピンクビームとか出そうですね」

「出せたらどれだけ嬉うれしかったか」

　茶色に調整する。瞬しゆん時じに切り替えたのを目撃して、感心するような素振りを見せる。だが、

「でも、『それだけ』なんですよね」

「まぁね」

　秘書には車内で俺の能力を説明しておいた。この秘書を名乗る男が信用に値するかは知らんが、明かしておかないとどうせ成り立たない。それと、俺の能力に対する感想が『ま、なんもできなかった倉くら科しな康こう一いちよりはマシでしょ』というのが気に入った。率直な性格らしい。

　大体、現状の俺を貶おとしめるメリットは誰にもない。今は誰の手でも借りる必要があった。

　それより気になるのは秘書の眉まゆで、手入れをしていないのか、長い眉毛が散見される。竜の髭ひげのようだ。引っこ抜きたい。後で落ち着いたら頼んでみよう。

「何人集まっているんだった？　あ、クレーム以外の連中な」

　上の階へ向かうために非常口の階段を歩きながら、秘書に尋たずねる。

「十二人ですね。未だ倉科康一を信望している連中からすれば、恨うらみの方が強いでしょう。あれだけの演説でその数が集つどうのは順調な方じゃないですかね」

「そりゃそうか。やっぱり早めに護衛がほしいな。雇う金も、アテもないけれど」

　俺に興味を持ち、話を聞こうと思ったのは十二人か。シラサギも最初はこんな少人数を相手にしていたのだろうか。あいつだって、最初は自身の光の翼つばさしか頼るものがなかったはずだ。

　あいつにできるのなら、俺にできる……とは言わない。

　できる、できないではなく。やらないといけないのだから。

「この場を煙けむに巻いたとしても、今後のアテはあるので？」

「あるにはある。あなたに頼ることになるが」

「へぇ？　私？」と黒くろ飴あめのようなつぶらな目がぱちくりする。ふくよかな頰ほおに押されているのか目は小さいものの愛あい嬌きようがある。カメレオン顔の倉科康一よりはずっと好感が持てた。

「調べてほしいことがあるんだ。それは後で話すよ」

　今は初演説のことで頭がいっぱいだった。あぁいや、演説じゃなくて説法だったか。これから俺は、大人たちに信望され、尊敬される人格を作り上げねばならない。第三の人格を己に宿す必要があるわけだ。そうして段々と顔を作っていくと、どれが本当の自分か分からなくなる恐れはある。だが、悩む必要はない。そのどれもが俺の選んだものなのだから。

　階段を上がり、九階の広間へと急いだ。皆が集つどっているのは倉くら科しな康こう一いちが簡易集会を行う際に使用していた場所だと秘書から説明を受ける。ということは生はえ抜きの信者さんはわざわざこのビルまで通っていたのか。シラサギのところと違って田舎の山奥にあるのに。

「………………………………………」

「おや、どうかしました？」

「いや。子供が腹を空すかしていただろうなと思っただけ」

　答えを聞いて尚なお、秘書は腑ふに落ちないようだった。そりゃそうだろうな。

　九階へと上がり、広間の扉を秘書が押し開ける。中には秘書の話通り、十二人の大人が控えていた。用意された二脚の長椅い子すに腰かけて、その視線を一斉に俺へと向ける。

　規則正しく間隔を空けて、六人ずつ並んで座っている列が二つ。

　学校の父母会みたいだな、とまず思った。それと気になったのは普通、待つ間は雑談でもしていそうなのに一言も発していた様子がないこと。波紋を広げないよう、水面に顔を覗のぞかせずに湖底で身をひそめるような態度だった。さすが訓練されているなぁと感心する。この大人たちも恐らく、合宿か強化訓練にでも参加したことがあるんだろう。

「こんにちは。今日は来てくださってありがとうございます」

　人当たりの良さを意識した笑え顔がおを浮かべつつ、大人たちの正面へと回る。広間は会社の会議室を縦に長くしたような作りで、特別に壇だんが設置されているわけでもない。ホワイトボードも用意されているので、益ます々ます会議室だった。灰色の絨じゆう毯たんの敷かれた床を踏ふんで、独り立つ。

　秘書は部屋の隅、内線用と思おぼしき白い電話の置かれた机の横に待機していた。

　注目されていないからか、ニヤニヤと俺を眺ながめている。お手並み拝見ってところか。

　軽く深呼吸して、笑顔を絶やさないよう努める。

　さぁ、始めるぞ。始まるぞ。

「まずお尋たずねしますが、昨日の講演会に来ていた方はどれほどいるでしょうか」

　全員が一斉に手をあげる。それはいいが、大人っていうのはもう少し恥はじるように、小さく挙手するものじゃないだろうか。真っ直すぐ伸びた右腕が揃そろいすぎていて、シンクロみたいだ。

「では皆様知っていると思いますが改めて自己紹介を。私の名前は五い十か川がわ石と竜か子げ」

　とかげ、という部分に大人たちの関心が集う。シラサギと違い、高潔なイメージは湧わかないだろうな。偽名でも名乗っておいた方がよかっただろうか。昨日の自分の浅はかさを恨うらむ。

「これが親から与えられた名前です。……そう、私には親がいます。全能の主でも、生まれつきの神でもない。初めに言っておきますが、私は神ではないのです。その証拠にこれです」

　包帯をぐるぐる巻きにしてある人差し指を立てる。見せびらかして、照れ臭くさそうに笑う。

「料理をしていて包丁で切ってしまいました。少し大げさに巻いてしまいましたがこのとおり、私はケガをします。刃物で指を切ったら痛いですし、死んだら生き返ることもできません」

　倉科康一の教祖の姿勢は、全能感を打ち出すのではなく同じ目線を持つ、簡単に言えば庶しよ民みん派を謳うたっていたと聞いた。そういう路線を打ち出してそれに騙だまされてきた大人を相手にするのなら、最初はそうした態度で接するのが利口だろう。拡大するにつれて、路線を変えていけばいい。

　信心さえ得ておけばどれだけ主義主張がコロコロ変わっても大丈夫。

　こんな宗教にはまるやつは、献身的に神を信じる、『自分』がなにより好きなのだから。

　にこにこ笑いながら、一番近い位置にいた、パーマのきついオバチャンの肩に手を重ねる。オバチャンは触れられてびくりとして、更に俺の顔の傷を見て二度、肩を跳はねさせる。それでも笑え顔がおで正面から見つめ続けていると、満更でもない様子になってきた。

　このときばかりは、それなりに見られる顔で生んでくれたことを両親に感謝する。

「この顔の傷も、すべては自みずからの不徳により生じたものです。ですがその喪そう失しつと痛みが、私に今の生き方を教えてくれました。そしてこうも考えます。この傷があったから、私はあなた達に出会えたのだと」

　ここでとびっきりの笑顔を見せておく。緩く口もとを微笑ほほえませて、目を潤うるませる。流す涙の色が変わることを知ってから噓うそ泣きの練習を必死に練習した時期があって、以来容易たやすくできる。俺は算数の公式を覚える代わりにそんな修行ばかりしてきたのだ。正気じゃない。

「私にも多くの傷がある。だからこそ、あなたたちの痛みを感じることができる」

　そこまで言ってから目を瞑つむる。何色に変えるか悩んだ末、無難に赤くしておいた。

　ばちっと勢いよく瞼まぶたを開くと、オバチャンが三度、ビクリとした。

「この目はそのために、本当の神様が私に授さずけたのです」

　両親に悪魔の目と断じられたそれを人目に晒さらすとき、俺の頭の中ではちゃんと効果音が鳴っている。こいつも現実のものとできたらと願ってやまないが、そういうレベルアップすらない。

　オバチャンだけでなく他の人にも見えるよう、屈かがめていた腰を伸ばして正面を向く。昨日よりずっと間近で眼球の変化を見たためか、多少のどよめきが生まれる。シラサギの光の翼つばさよりは小規模で目立たないが、これも確実に超常現象の類たぐいであることは理解できるようだ。

　引き返して、秘書がいつの間にか用意していた椅い子すに座る。固い椅子で尻しりが痛い。

　さて挨拶あいさつも終わったし、質問コーナーでも設けるか。

「質問がありましたら、幾つでもどうぞ。そのすべてに答えたいと思います」

　座り方は少し考えたが足を組むこともなく、無難にしておいた。こんな胡う散さん臭くさい俺にいきなり摑つかみかかってくるやつはいない。まぁ俺に興味があって集つどった連中だからな。

「よろしいですか」と手をあげて、立ち上がる大人がいた。後ろの列に座るオバチャンで、いい歳としだが短いスカートをはいて足を露ろ出しゆつさせている。肌は青白いから、それの自慢かね。

　オバチャンは名前を最初に名乗ってから、こちらがどうぞと言う前に質問してきた。

「あなたは倉くら科しな康こう一いちさんとどういったご関係でしょうか。そもそも関係あるのでしょうか」

　もっともな質問だった。だが誘ゆう拐かいされてズタボロにされました、とは言えまい。

　倉くら科しな康こう一いちの遺体は発見されていない。恐らく、というか確実に殺されているのだが世間はその死の証拠を持っているわけではない。となれば生死については言及しない方がいいな。

「彼を断罪することが、私に課せられた使命でした。彼があの後、自みずからの過ちに気づけたかどうかは私も関心を持っています。彼の罪の量はただごとではなかった……あの指の折れ方を見れば分かります。おいたわしいことです」

　涙を一滴流して、嘆なげく真ま似ねをする。赤い涙は衝撃的なのか、そこに視線が集つどう。

　話題をすり替えてごまかすためにも、昨日の指折り現象を思い出させることにした。

「私に触れる勇気のある方はいますか？　己の罪が肉体の破損という形となって現れるのを見たいという、蛮ばん勇ゆうをふるう方はいらっしゃらないでしょうか」

　本当に触れてくるやつがいたら困るが。『心が清いから折れませんでした』は、その前にこの場で折れるやつがいてこそ効果を持つ。最初からそんな調子だったら疑われるだけだ。

　幸い、誰も名乗り出ようとはしない。他人の顔色を窺うかがうばかりで立とうとする者はいない。昨日、倉科康一が相当な苦く悶もんの表情を浮かべていたからな。あれが印象に残って危ない橋を渡る気になれないのだろう。あいつに助けられるとは、人の縁とは不思議なものだ。

「ないようでしたら、他の質問に移らせていただきます。どなたかいませんか？」

　間を置いてとち狂ったやつに名乗り出られても困るので、焦あせっていると感じ取られないぐらいの速度で次の質問に移行する。するとすぐに手をあげるやつがいた。またオバチャンだ。

　というかここに集った十二人に男性はいない。庶しよ民みん派目線を装って信者を獲得するには、主婦層が狙ねらい目ということなのだろう。専業主婦の仕事の内容を馬ば鹿かにしている旦だん那なは多い。俺の両親がマトモだった頃、親おや父じが母親にお前は楽でいいなぁと何度も言っていたのを覚えている。

　そうした認められない部分に鬱うつ屈くつを感じている主婦は確実にいる。そう、目の前に。

「その目は一体なんなのでしょうか」

　オバチャンが俺に問う。俺は大真ま面じ目めに答えた。

「神の英知を授さずけられた、真実を見通す目です」

　笑え顔がおを絶やさずにこれを言いきるのは意外と難易度高いと思う。日頃の生活の賜たまものと言えよう。

「シラサギに神の翼つばさが与えられたように。私にも相応の『役目』があります」

　ここらへんで一つ、心に訴えることを言っておこう。椅い子すから立つ。

　痛む尻しりを撫なでそうになるのを自省して、また微笑ほほえむ。

「私はすべての者を救うことなどできません。この目が届かない場所で、知らないことを知らない者が成そうとしているとき、私は無力なものです。ですがそんな私だからこそ、こうして集ってくださる方は救ってみせます。それがこの目の意義、意味なのだと信じています」

　例えば、物語の主人公。主人公は自分に課せられた物語を果たそうと動き、多くの人間を救うかもしれない。しかしそれと同時に、遠く離れた世界のどこかで起きている不幸を止めることはできない。自みずからの物語にない出来事に関与することは、神に等しい存在でも不可能なのだ。

　人であるなら、現実なら。それは尚なお更さら叶かなわない。

「ここに集つどった方たちは始し原げんの者。すべての始まりを司つかさどるに相応ふさわしい方々です」

『特別』を認める者を人は求めている。そして俺はそれになろうと言うのだ。

　俺自身が特別であると、担かつぎ上げられるために。

　全員の顔を眺ながめ回した後、右手を差し出す。招くように、呼び寄せるように。

「さぁ。世界と自分を救う毎日を、今日から始めましょう」
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　あの後巣す鴨がもはソファでもう一度横になって、そのまま寝てしまった。白ヤギが何度か頰ほほを引っ張り、尻しりを叩たたいたがぐずって、まったく起きる気もなさそうだった。

「すみません、昨日はゲームで遊んで夜よ更ふかししていたので」とは白ヤギの弁解だった。成なる実みとしてはどう反応していいか分からず、曖あい昧まいに頷うなずくしかなかった。ソファにだらしなく横になる巣鴨を眺ながめながら、隅に座ってジッと待つが、その間も成実は時間を気にしていた。行かないと思っていても学校の登校時間を気にかけてしまうようだった。

　やがて巣鴨が起きたのは、それから二時間か三時間も経過してだった。成実はその間、同じ位置に座って動かないまま待ち続けて、こちらもうたた寝しそうになっていた。巣鴨が伸びをして声をあげたことで、微睡まどろんでいた意識が引き戻される。同時に、胎たい動どうしていたそれも目覚めの瞬しゆん間かんを見失って底へと引っこんでいったのだが、成実自身は気づいていない。

「んー、いー、いーいーいー」

　巣鴨の上半身がぐねぐねと踊る。そうしている間に白ヤギがやってきて、巣鴨の側そばに控えた。巣鴨は伸びが終わった後、腰を捻ひねってぺきぽきと鳴らす。そしてようやく成実の方を向いた。

「あれ、なるぴーだ。もう来たの？」

「『もう』十時過ぎです、お嬢様」

　白ヤギが皮肉を放つが、巣鴨にはまったく通じない。「ふーん」と目を擦こするだけだった。

「で、なにしに来たの？　あ、話だったね。話……ご飯食べながらでいい？」

　巣鴨がパジャマの上から腹部を摘つまんで尋たずねる。成実がそれに返事する前に白ヤギを見上げた。

「白ヤギ、ご飯」

「すぐに用意できます」

　白ヤギが淡たん々たんと言う。巣鴨はソファの背もたれを飛び越えるように床へ下りて、食卓があるであろう方角へ歩き出す。成実の返事を待つ気は一切なさそうだった。

　巣鴨の後を追おうとした白ヤギが思いあまったように成実に振り向く。

「よろしければ一いつ緒しよにどうですか。昼ご飯には少々早いですが」

「え？　あ、い、いえー。いいです、ここで待ちます……」

　しかし断ったはずの成なる実みは五分後、なぜか食卓の椅い子すに縮ちぢこまって座っていた。

　食卓に置かれたテーブルは学校の教室いっぱいに収まるか怪しいほど縦横に大きい。そんな広いテーブルに多くのなにかを載せるわけでもなく、目の前にちんまりと皿があるだけだ。

　巣す鴨がもはトーストされたデニッシュパンを指でちぎって、口に運んでいる。成実は未だ手をつけていない。トマトジュースをちびちびと飲みながら、胃が萎縮する緊張を感じていた。

　病院へ石と竜か子げの見舞いに行き、食堂で巣鴨に昼飯を奢おごらせたときの自分が、別人に感じられていた。向き合ってパンを囓かじっている巣鴨の平然とした顔つきは変わらない。数日前にたこ焼きを食べていたときもそうだが、美う味まいのかまずいのか表情からまったく読み取れない。

　パンを食べても、ジュースを飲んでも。味に興味がなさそうだった。

「で、話ってなに？」

　フォークでサラダのレタスを突き刺しながら、巣鴨が成実を見る。成実は首を引っこめながら、上目遣いで話題を切り出した。

「トカゲちゃん、のことなんだけど」

「うん。石竜子くんがどうかしたの？」

　レタスを嚙かむ、ぱりぱりと小気味いい音が聞こえてくる。

「昨日あいつ、なんか変なことやり出してさ」

「石竜子くんはいつも変だよ」

　率直な石竜子評に「いやまぁそうだけど」と成実が頰ほほを搔かく。そのやり取りを眺ながめていた白ヤギが巣鴨に耳打ちする。巣鴨はマジメに聞いているのかも怪しく、「ふんふんふんふん」と異様な回数頷うなずいていたが、白ヤギが顔を離すとすぐに成実に話しかけてきた。

「じゃあ石竜子くんに聞きに行こうか。なんで変なカツラ被ってるのって」

「え、そこ？」と成実が困惑する。しかしそうした巣鴨の言動から、白ヤギが昨日の件について説明してくれたことを理解する。一いち瞥べつすると、白ヤギが細い顎あごを引いた。助かると思う反面、あの場にこの人もいたのかと思い、成実の愛想笑いは引きつった。どんな危険も目に映らない内は対処できないことを痛感する。しかしそれは同時に、恐怖を感じないということでもある。

「カツラはそこまで変じゃないけど、あの服変だよね。見るといつも笑っちゃう」

「そ、そう……かなぁ」

　成実はあの服装に対して複雑なものがあった。夏休みに一度、あの白装束と白髪のカツラを纏まとった少年と出会ったことを覚えていたからだ。そのときはなにかのコスプレかと簡単に考えていたが、石竜子がその格かつ好こうをして壇だん上じようへと上がったことで少年となにか接点があったのだろうかと思ってしまう。

「石竜子くんの場所分かる？　あのビルにいるかな？」

「少々お待ちください」

　白ヤギが足早に部屋を出ていく。巣す鴨がもはその後ろ姿を見送りながら、ぱくもぐと急いでサラダを食べ始める。成なる実みも釣られたように、サラダに手をつけた。味はよく分からないまま、次々に飲みこんでいった。

　食べ終わった巣鴨は、白ヤギの後を追うように部屋を出る。成実は手付かずのパンをそのままに、慌あわてて鞄かばんを拾い上げながら巣鴨を追った。部屋の外、大広間では白ヤギが階段の脇わきに待機していた。裸足はだしの巣鴨がてってこと近づいていくと、白ヤギがまたなにやら耳打ちした。

「ふぅん……それなら歩いていけそう」

「ですが、いいのですか？　私は付き添いができませんが」

　今日、白ヤギは巣鴨の父親に命じられて彼に同行しなければならなかった。そういう場合、極力巣鴨を外に出さないようにとの言いつけだったが、当の巣鴨が「いいの」と肯こう定ていする。

「お父さんには黙だまっててあげるから」

　なぜ私が悪者扱いなのだと眉まゆをひそめつつも、白ヤギは『まぁいいか』と横を向く。

　巣鴨が死んだのなら別の雇い主を探すだけであり、更に言うならこの少女が誰かに殺される姿など想像もつかなかった。むしろ心配なのは、と巣鴨の隣の少女に目をやった。

　その目に憐れん憫びんのようなものが浮かぶ。他人といえど、不幸を喜ぶ趣味はなかった。

　巣鴨が「着替えるから待ってて」と自室へ向かったのを見てから、白ヤギが成実に声をかけた。成実が恐れることを考こう慮りよしてか、距離は詰めないままに少し声を大きくする。

「これは老ろう婆ば心しんのようなものですが」

「は、はい」

　成実がかしこまる。白ヤギは少し言葉を選ぶように逡しゆん巡じゆんし、そして。

「白い少年だったら、ちゃんと話し合いをすれば穏便に対応してくれるかもしれません。しかしもし白い女に出会ったら、迷わず逃げることを勧めておきます」

「……は？」

　白い少年に白い女。怪談かなにかのように語られる存在への警告は唐とう突とつで、成実の心に警けい鐘しようをもたらさない。白い少年の方には心当たりがあったが、自分と接点があるとは思えない。

　白ヤギもそれは認めているようで、『難しい』という顔つきだった。

「できれば一生、意味が分からないままでいられるとよいですね」

　思わせぶりで、具体的なところをはぐらかすような白ヤギの態度を、かつての成実なら石と竜か子げの仲間と笑ってしまったかもしれない。しかし今は、それが不気味の波紋を広げる。

　人を踏ふみ潰つぶすことを躊躇ためらわない浴衣ゆかたの女性にあの白い少年と同じものを感じて、その深しん淵えんの薄気味悪さに成実は自身の腕を抱き寄せた。
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　ナメクジが「行こう」と言って立ち上がったのは時計の針が十時を過ぎた頃だった。ホテルへ入るにはそれでもまだ早かったが、部屋でジッとしているのも限界だった。

「旅行前でソワソワする子供みたいですね」

　そう言って笑え顔がおになる猪い狩かり友ゆ梨り乃のに、ナメクジが反論する。

「あんたの方がよっぽど浮かれているように見えるけど」

「久しぶりに友達ができたのが嬉うれしくて」

「へぇよかったね」

　否定するのも面倒になってナメクジが流した。荷物を詰めた鞄かばんを摑つかむ。猪狩友梨乃も読んでいた本を置いて、鞄を取る。猪狩友梨乃の荷物は鞄と中身、どちらもマンション内を回って搔かき集めたものだった。本人の私物はすべて燃えてしまったので、なにも残っていなかった。

　二人で部屋を出る。扉の鍵かぎをかけるか悩んだが、開けっ放しにしておいた。他の部屋も鍵がかかっていないので、合わせることにした。廊下を行き、エレベーターを待つ間に最寄りのタクシー会社へ電話する。タクシーを別のマンションに二台来るように呼んだ。

「あれ、どうして別々に乗るんですか？」

　横でそのやり取りを聞いていた猪狩友梨乃が小首を傾かしげる。勿もち論ろん、猪狩友梨乃はわざわざ口頭で聞く必要などない。しかし敢あえて尋たずねたのは、ナメクジにそれを言わせたいからだった。

　ナメクジもそこまで読んだ上で無視してエレベーターに乗る。猪狩友梨乃は返事を待って、横でにこにこしている。ナメクジは意図してそちらを見ないようにして、真っ直すぐ扉を睨にらむ。

　エレベーターが一階に到着すると、黙だまっていた猪狩友梨乃が痺しびれを切らす。

「あのぅ。ずっと笑っているのも疲れるんですけど。そろそろ答えてほしいなと」

　あんたの都合なんか知るか。

「あんたといるとうるさいから」

「あ、麻ま衣いさんと一いつ緒しよだと危ないから気を使ってくれているんですね」

「へぇそうなんだ」

　ナメクジが早歩きになる。無人のマンションの床を蹴ける足音が、天井まで硬質に響いた。

　まさかこのマンションに車を呼ぶわけにもいかない。外に出て、近くのマンションまで歩く。

　外は少々肌寒いが、気持ちのいい日差しに満ちていた。冬に近づきつつある空にはまだ秋の余よ韻いんが残り、青空は色が薄くありながらも高く感じられる。鱗うろこのような雲が広がり、時々、太陽がその裏へと隠れて日を遮さえぎられていた。

　他の部屋から拝借したサングラスをかけて、ナメクジが空を見上げる。楕だ円えん形の薄いレンズを通して太陽を見つめると、子供の頃を思い出す。ナメクジは同年代の他の子と異なり、外で遊ぶことを好んだ。夏など日に焼けすぎて二回は皮が剝むけていた。その残ざん滓しを太陽に見る。

　太陽はかつての少女も、人殺しも等しくその光で浮かび上がらせる。

　最寄りのマンションの前に到着して、道の端に寄ってタクシーを待つ。微び妙みような距離を保ったまま二人は立って、道の左右それぞれを向いていた。

「成なる実みは今、学校ですかね。いいなぁ学生。羨うらやましい」

　猪い狩かり友ゆ梨り乃のはなにか喋しやべっていないと落ち着かないのだろうか。ナメクジが呆あきれる。

「麻ま衣いさんは部活とかやってました？」

「さぁ。あんまり覚えてない」

　いつも通りのナメクジの素っ気なさに、違う手応えが隠れていた。普段は自然体で流すそれの奥に、身を縮ちぢめるような硬さがある。触れられることを強く拒こばむ、閉ざした壁があった。

「嫌いなんですね、昔の話」

「……自分が嫌いだから」

　ナメクジがはっきり口にすると、猪狩友梨乃もそれ以上は話を振ってこなかった。

　五分も経った頃、タクシーがやってくる。二台が縦に並んで停車した。同じ会社の車を二台同時に呼び寄せて、大人数なら分かるが待っているのはたった二人。不思議に思われただろう。

「前の車に乗っていいですか？」

「勝手にどうぞ」

　猪狩友梨乃が腰を屈かがめて後部座席に乗りこもうとする。その途中で、振り向いた。

「あのですね、『ナメクジ』さん」

　わざとらしくその名前で呼ばれて、「なに？」と訝いぶかしむのを隠さないまま続きを促うながす。

　猪狩友梨乃は運転手にすいませんと断りを入れた後、少し長く喋った。

「あなたは嫌いやがっていま……いると思いますけど、私はあなたと出会えてよかったと思っていますから。それまでに嫌なことがたくさんあったとしても、です」

「………………………………………………あ、そ」

　長い間の末、ナメクジがこぼした反応はそれだけだった。猪狩友梨乃の苦笑も無視して、後ろのタクシーに乗りこむ。目的のホテル名を告げた後、後部座席に深く座りこんでから、ナメクジが息を吐はく。サングラスを外しながら猪狩友梨乃の意見を反はん芻すうして、本当だよと認める。猪狩友梨乃とは自分が右腕を失わなかったら、恐らく出会わなかった。

　その奇縁を素直に受け入れられるほど、ナメクジの恨うらみ辛つらみは柔らかくない。

　途中で割りこまれて、信号待ちに引っかかり、前を走っていたタクシーだけが先行していく。どうせ目的地は一いつ緒しよなので慌あわてる必要はないし、たとえ違っていても無理に追うことはない。

　そもそもなぜ、一緒に行動しているのかはっきりとした理由があるわけではないのだ。

　普段はバスで通っていた道を車で行くと、また違ったおもむきがある。風景を見る高さが異なるだけで、見えてくるものに差があった。自分の知らない町を走っているようで、眺ながめていて飽きない。そうして追われることを意識して焦あせる心境をなだめすかしながら、心を落ち着かせようと努めた。

　二十分ほど走って、道路に掲げられた青い案内版から、巣す鴨がもの住む町へ入ったことを知る。市街地の景色が移り変わるのを眺ながめて、ホテルにももうじき着くだろうと思った。信号待ちの会社員たちの前を通りすぎる際、その中の一人と目があう。

　作さ務む衣えを着た老人が歳としに似合わない挑発的な笑えみを浮かべながら、真っ直すぐ見つめてきた。

　そして。

　車内が前触れなく激しく傾き、ナメクジが側頭部を窓ガラスにぶつける。乱暴な運転に文句を言うより早く、運転席で悲鳴が上がった。なんだと助手席に手をかけて覗のぞきこむ。

　運転手の人差し指が、手の甲に触れるほど反り返っていた。

　紙が風で煽あおられて舞い上がるように、抵抗なく指がへし折れている。その不ぶ格かつ好こうに描えがかれたジェットコースターの一部のような光景に、ナメクジが戦せん慄りつする。

　人差し指。

　思わず、その名前を口にする。

　ミミズ。

　悲鳴は車内だけでなく、外を歩く人たちにも感染する。暴走する車に道行く人が巻きこまれて、轢ひかれ、引きずられる。そうして運転を誤って行き着く先。

　大きく逸それたタクシーがビルの端に激突した瞬しゆん間かん、ナメクジの視界に火花が走った。
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「いやぁ、具体的な言及を避けるのだけは見事でしたね」

　最上階の倉くら科しなルーム（仮名）に案内した後、秘書が俺の弁舌をそう評価する。ニヤニヤと笑い通しで時折、腹を押さえるほど受けていたようだが、話自体はちゃんと聞いていたようだ。

「そりゃあ、語ったら終わりだからな。この目の機能なんか特に」

　目の色を変えられます、終わりではお話にならない。倉科康こう一いちが使っていたであろう肘ひじかけつきの椅い子すに座りこむ。立派な黒こく檀たんの机があり、来客用のソファがあり。背後の棚にはどこで取得してきたのかトロフィーのようなものが飾られて。社長室という感じそのものだった。

「初めてにしては慣れた感じでしたね。練習でもしていたんですか？」

「いや、別に。参考にしただけだよ。……嫌いなやつの」

　それも経験といえばそうなるのだろうか。たとえ唾だ棄きすべき悪夢であったとしても。

　十二人の大人たちへの演説が終わって、本日は解散となった。彼女らはまだ俺を完全に信用しきってはいないだろうが、元から意志の弱い連中なのは間違いない。そうでなければインチキ宗教に縋すがるものか。今度は誰かの手を借りて奇跡の一つも実演すれば、信じきることだろう。

「そういえば、頼みたいことがあると言ってましたね」

　ソファでだらけきった秘書が俺の方を向く。その出っ張りのような腹に苦笑しながら言った。

「人類の始祖の血を引く連中を探してほしいんだ」

「始祖？」と秘書が首を傾かしげる。だがすぐに思い当たったようで、「あぁ、あぁ」と頷うなずく。

「というと、アレですか。二千七百年前云うん々ぬんの」

「そう。あれの直系の人間が現存しているのか知らんが、信者を得るには丁度いいと思わないか。そいつを立ててその血統を大々的に主張する。確実に求心力はあるはずだ」

　人はそういう言葉に弱い。すべての始まりとか、砕くだいて言えば本家本元、初代。ブランド品に目がないのは大人も子供も変わらないわけだ。

「こういう信仰の強化は、シラサギも手をつけていないだろ？」

「そりゃやらんでしょう。そいつに中心に取って代わられたら堪たまったもんじゃない」

「だろうな。けど、俺はシラサギや倉くら科しな康こう一いちと違うから」

　自分を頂点に置きたいと願っているわけじゃない。シラサギの宗教団体を瓦が解かいさせるのが当面の目的なのだ。そのためなら他に『王』が何人いても一向に構わない。

「目的を果たしたら全部、あなたに譲ゆずると約束してもいいぐらいだ」

「遠えん慮りよしておきます。私はね、幹みきになりたかないんです。甘い汁が吸いたいだけでして」

　秘書が毅き然ぜんとした態度で辞退する。はっきりと目指すものがある点は気に入った。そしてそれに相応ふさわしい人間であろうとすることも評価できる。

　そんな秘書だからこそ率直に答えるだろうと、一つ聞いてみた。

「俺、目の色を変えられるだけだぜ。詐さ欺ぎ師は荷が重いと思わないか？」

「背伸びしすぎで、いつ転ぶかヒヤヒヤはしますね」

　だよなぁ。世の中、本当は相応ってものを考こう慮りよしないといけないわけで。

　努力だけでは越えられないことがあるし、才能だけでは説明できないものがある。

　俺はそのどちらも望むほどには持ち合わせていない。

　ただ、ゼロではない。それは誰にも譲ゆずれない、俺の正義だった。

「とにかく、頼まれたことはすぐ調べますよ。悠ゆう長ちようにやっていられませんからね、このビルの維持費だって捻ねん出しゆつしないといけないわけですから」

　金かぁ。切実な問題だな。

「おや、内線だ」

　室内の備えつけの電話が鳴り出す。ソファに埋うもれかけていた秘書がゴム鞠まりのように飛び跳はねて起き上がり、電話に飛びつく。椅い子すにもたれかかって、横目でそれを見守る。

　秘書が何事かをやり取りして、受話器の下側を押さえる。そして俺の方を向いた。

「あなたに面会したいと、お客様がお見えになっています」

「どちらさん？」

「心の友だと言っています。名前は巣す鴨がも涼りよう」

「あー……通していいよ。最上階までどうぞって言って」

　むしろ俺から下りていこうかとも思ったが、他のやつに見られるのもマズイか。秘書が内線の電話を置くのを見てから、部屋を出るように頼んだ。

「ちょっと席外してくれないか、終わったらすぐ連絡する。初日から醜しゆう態たいを見せたくない」

「は？　はぁ、ちょっと意味分かりませんが」

「気にしないで。ただの、学校の友達だからさ」

　この紹介に噓うそはないが、巣鴨の本質をなに一つ伝えられていない。分かりかねるという態度だったが、秘書が部屋を出ていってくれた。それから机に突っ伏して、巣鴨を待った。

　なにしに来たんだろうと考えること約三分、エレベーターの上がってくる振動を床越しに感じた。そして部屋へと姿を見せた自称心の友は、見知らぬ女だった。

　どう見ても、心当たりがない。

「……誰？」

　茶髪のショートヘアに、黄色い派手なサングラス。プリーツスカートに細いベルトを斜めに巻いて、そこまではいい。問題のジャケットというか、上着がフード付きのローブだった。真っ白で、ゲームの魔導師が使いそうなローブを着こんでいる。そこだけ妙みように浮いていた。

[image: ]

　ムダにヒラヒラして、ムダに厳げん粛しゆく。そしてそれを台無しにするのがセンスの悪いサングラス。

　着こなし最悪だ。そしてまかり間違っても巣す鴨がもじゃない。巣鴨ならもっと肌を出す。

　なにこのオネーチャン。最初に思いついたのは倉くら科しな康こう一いちの娘。だが隠しようがないほどの口もとの緩みが、そりゃないよなぁと思わせた。そのいやらしそうな口が開かれて声が発せられたところで、そいつの正体を知る。

「はぁーい、カス野郎くん」

　その嫌いやみな声と、慣れきっている調子の嘲あざけりを忘れようがない。

　ひらひらと手を振ってきた。

「シラサギ、」

　唐とう突とつな仇きゆう敵てきの登場に呆ぼう然ぜんとその名を呼ぶと、つかつか早歩きで寄ってきた。そのまま勢いは衰おとろえず、足を机に載せて、襟えりを締め上げてくる。ほとんど、いや、完璧にチンピラだ。

　近所のたこ焼き屋のねーちゃんとタメを張りそうだった。

「さん付けしろっつったでしょ」

「つける前に、首を絞しめられて、せっかちさんちょ、死ぬ、死ぬ」

　シラサギの手をタップする。そうすると案外、あっさり離してくれる。ニヤニヤと俺の言葉を待っているのが見て取れて、渋しぶ々しぶ、呼び直す。

「……シラサギさん」

「よろしい」

　足を上げたことで乱れたスカートを直しながら、シラサギが頷うなずく。机にはブーツの踵かかとの跡がくっきりと残っている。それを指で拭ぬぐいながら、シラサギを見上げた。

「あんたを心の友とした覚えはないが。それに、いつから巣鴨になった」

「有名人って辛つらいのよ。気軽に名前も名乗れないわ」

　そう言いながらサングラスを上にずらす。ライトブラウンの瞳ひとみは笑いながら俺を見下していた。正体を知ると魔法使いの如ごとき格かつ好こうにも納得がいった。好きそうだもんな、そのヒラヒラ。

　頭は茶髪のカツラでも被っているのだろう。好きだねぇと思ったが、俺も被っていた。

「カワセミの真ま似ねなんかして、センスないわね」

　俺の服装を指差して嘲ちよう笑しようする。それを認めるのはやぶさかではない、が、お前にセンス云うん々ぬんを語られたくない。シラサギは肩にかけている鞄かばんを背負い直して、室内を見回す。

「この程度のビルを建てるのが限界のやつが、よくも私に挑いどんだものね」

「倉科康一のことか」

　俺の言葉をシラサギは無視する。代わりに翼つばさを背から生はやして、ぱたぱたと動かす。

　舞い上がった光の粒子が照明に吸いこまれていくようだった。

「カワセミは一いつ緒しよじゃないのか？」

「今日は別件で使っているの。私一人よ」

　今度は答えた。それから部屋の中を歩き回って壁に手をつく。落ち着きのないラスボスだ。

　しかし、一人で来た？　噓うそだろう、不用心すぎる。護衛の一人もいないなんて。

　こいつがトカゲの尻しつ尾ぽを付き添わせずに外を歩くなんてあり得ない。と、思う。

「あんたなにしに来たんだ。社会見学なら下の階でしてくれ」

「多忙な私が来てやったのに、頂けない態度ねカス野郎」

　誰が来てくれと頼んだ。「はいはい」とあしらいつつ、いいから答えろよと再度問う。

「そのお忙しいあんたが、こんな山奥までなにをしに来たんでしょうかね」

　嫌いやみを込めて用件を尋たずねる。勿もち論ろん、シラサギにその程度の攻撃が通用するはずがない。

　額ひたいにかけていたサングラスに指を添えながら、「あぁそうそう」とこちらへと振り向いた。

「これから私とデートしなさい」

「……はぁ？」

　思わず、俺にも相手を選ばせろと言いたくなった。
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　ナメクジは人を殺した後に殺し屋となった。ある一家を子供含めて惨ざん殺さつした後、偶然に知り合った殺し屋に拾われる形で仕事に就くことになった。死体の処理を請け負ってもらった縁もあり、家出同然に地元を離れた後はその殺し屋のもとへ身を寄せることを決めたのだ。

　当時はまだカエルたちとも出会っておらず、名無しの殺し屋だった。

　一方、ナメクジを拾った男は業界でもそれなりに名が通っていた。

『一度人を殺したやつは、なにがあっても人殺しだ。相応の場所で生きた方がいい』

　殺し屋がナメクジを誘ったとき、最初に話した内容はそれだった。

　思い当たるフシもあり、ナメクジは家族と絶縁することを決意した。

『でも悲観するなよ。人間、幸せになるために悪いことしてるんだぜ』

　それが殺し屋の哲学だったらしく、折に触れてナメクジにそう語った。そう語るとき、殺し屋が仕事を済ませた後なのだとナメクジが気づくのは出会ってから三週間後のことだった。

　出会ってから一ヶ月後、殺し屋はナメクジにある試験を課した。殺し屋として初仕事が舞いこむ前のことで、昼間の繁はん華か街がいの中央へ連れていき、ナメクジにこう命じた。

『あそこにいる婆ばあさんを殺してこい。どんな方法を使ってもいいが、お前が殺したと絶対にバレないように戻ってくるんだ。あ、勿もち論ろん自宅とかはダメだぞ、町中で殺すんだ』

　交差点の向こうで信号待ちしている老ろう婆ばを、殺し屋が控えめに指差す。腰の曲がった姿勢で、機能していない外灯に杖つえ代わりにしがみついている。口もとの曲がり具合から、偏屈そうだとナメクジが勝手な想像を抱いだいた。信号待ちの人混みに紛まぎれて今にも見えなくなりそうな老婆を睨にらんだ後、殺し屋を見上げる。殺し屋はナメクジより頭二つ近く背が高かった。

『道具は好きなものを貸してやる。拳銃でもナイフでも自由に使っていい』

　殺し屋は主に拳銃を獲物とする男だった。ナメクジは少し悩んだ末、首を左右に振る。

『自分のナイフだけでいい』

『あ、そう。じゃあがんばれよ』

　殺し屋が手を振ってナメクジから離れる。背後にあった銀行の支店の壁に寄り添い、人の流れに目を向けている。そちらを一いち瞥べつした後に前を向くと、歩道側の信号が青に変わっていた。

　老婆を見失わないようにしながら、ナメクジは思考する。バレないように殺す方法。老婆を人目につかない場所へ連れていき始末する。まずはそう考えたが、殺し屋の求めるものがそういうことではないと判断する。人の目がある場所で殺害し、尚なお、自身の無事を確保せよというのだ。

　どうやってだよとナメクジが愚ぐ痴ちる。鈍重な足取りで歩いてきた老婆が、突っ立っていたナメクジの横を通っていく。十数えた後、ナメクジが振り返って老婆の後を追う。二十は待たないとダメだったと後悔するほど、老ろう婆ばの歩みは遅い。歩幅を調節して、適度に距離を取った。

　拳銃を借りなかったのは間違っていない。ナメクジはそう判断する。素人しろうとが身を隠しながら、距離を取って拳銃を撃うったところで標的に命中するとは到底思えなかった。だが素人というなら、当時のナメクジは獲物であるナイフの扱い方も手慣れているわけではなかった。

　ナメクジが考えた方法は一つ。物陰に隠れながらナイフを投とう擲てきして老婆の急所を狙ねらい、刺殺する。それぐらいしかないだろうと思った。問題は、当たるかどうかだった。ナイフを投げる練習など日課なわけもなく、命中精度には不安しかない。それにナイフを投げるということは、刺さってしまえば回収不可能を意味する。それも勿もつ体たいないとナメクジを躊ちゆう躇ちよさせる。

　狙うのなら、老婆の足を止める必要がある。だがどんな方法で止めればいいのか思いつかず、老婆はどんどんと離れていってしまう。地元でない以上地理にも詳くわしくなく、死角になる場所も把は握あくできていない。圧倒的に情報が不足していた。

　結局このとき、ナメクジは老婆を仕留めることができなかった。諦あきらめたのを見て取った殺し屋に『お疲れ』と肩を叩たたかれると、悔くやしさで奥歯を嚙かみしめた。苦い汁が込み上げる。

『やっぱり無理だったか。色々と考えていたのは分かったがねぇ』

『あなたならどうする。参考に教えてほしい』

　ナメクジが教えを請こうと、殺し屋は右手を広げながら一笑に付した。

『馬ば鹿かだなぁ、簡単じゃねえか。超能力を使って殺すんだよ』

『……は？　ちょうのう？　馬鹿はそっちじゃないでしょうか』

　ナメクジはこのときまだ、超能力が実在することを知り得ていなかった。それ故ゆえ、からかわれているかはぐらかされているのだろうと怒いかりで頰ほほが紅潮する。殺し屋はそうした無知を笑うばかりで、本当のところを教えようとはしない。この業界に身を置けば、百聞は一見にしかずとなるのが明らかだからだった。

　ナメクジは消えゆく老婆の背中を睨にらみ、殺せなかったことを後悔する。

　同時に殺さなくて済んだことに安あん堵どしている自分を、冷ややかに思いながら。

　それから一週間後、その師というべき人物は別の殺し屋の返り討うちにあう。

　ナメクジには知るよしもなかったが、その相手は『ミミズ』と名乗る殺し屋だった。
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　できたら食わせてやるからと砂場で遊んでいた子供を巻き込み、山なりに土を盛る。慣らした後、日の字を描えがくように添え木を置いて、その上に水をかけて湿らせた。それが終わると鞄かばんから取り出した丸めた新聞紙を幾つも転がした。

　今は添え木と土の間に隙すき間まを作ろうと、子供と一いつ緒しよに素手で土を掘り返している。

　世間の神様、シラサギ（19）のいやに慣れた手際のよさに呆あきれるばかりだった。

　倉くら科しな康こう一いちのビルから大きく離れて、町の方の公園へとやってきていた。市の金が余っているのか公園はよく整備されている。噴水もあるし、子供がサッカーをできるくらいの広場もある。ベンチの脇わきにはもれなく外灯が設置されて、昼前なのに時折、勝手に点灯していた。

　段差を上がって奥へ行くと扶養な川の流れを一望しながら歩ける散歩道も用意されていた。丁度、サウナスーツを着てジョギングする爺じいさんが段差の上を走り抜けていく。道の脇には植えこみが列を成して、外からはあまり人目につかない作りとなっていた。

　ただ砂場はあるが、めぼしい遊具がない。精々ブランコぐらいで、今どきの子供にとっては退屈な場所だろう。実際、遊んでいる親子連れが二組いるだけで、他に子供の姿はない。平日とはいえ、公園は閑散としている。今どきの公園なんていつもこんなものかもしれないが。

　立地の悪さもあるかもしれない。入り口から出てすぐに繁はん華か街がいの通りがあるような場所なので、結構騒さわがしい。車の排気ガスの臭においも強いので、落ち着いた雰ふん囲い気きは望めない。

　それと珍しいところで、変な楽器を弾ひいているやつがいる。長髪の男だ。ボロを纏まとい、深く帽子を被って表情を窺うかがわせない。誰も聴いていないのだが、独りで盛り上がっているようだ。遠くの木陰で気取って演奏しているが、柔らかい指遣いは見て取れた。

　さて。そんなスカスカな空気が流れる公園の雰ふん囲い気きをぶち壊す女、シラサギ。自称『文武両道』とのことだ。確かに、人を騙だます程度には小こ狡ずるく、公園内を子供のように動き回る体力もある。どちらも高水準に収まっているのだが、それでも印象として俺と同じく『カス野郎』なのは、やはりその身に宿した矮わい小しような奇跡のせいだろうか。俺もこいつもミソッカスだ。

　そのミソッカスの片割れが拾ってきた枯れ木を並べながら俺に命令してくる。

「バケツに水汲くんできなさい。手伝わせてあげるわ、カス野郎」

　手で俺を追い払うような仕草つきで命じてきた。ふざけんなこの野郎と反感を抱いだくには十分な態度だった。一いつ緒しよに土を弄いじっている幼児まで「いけいけー」と便乗しているのがやるせない。

　さすがにあの格かつ好こうはないだろうと外出する前に着替えてカツラも外してきたのだが、やはり教祖様スタイルのまま来るべきだっただろうか。それなら子供も一目、置いてくれるか？

　俺が「がんばれー」と中指を立てながら応援してやると、競歩のような速度で距離を詰めてくる。そしてラスボスに胸ぐらを摑つかまれた。

「助けて、これは暴行です。恐喝行為です」

　世間にこの暴力を訴えてみるが、誰もお節介を焼いてくれない。くそ、女じよ尊そん男だん卑ひだ。違うか。

「言うこと聞きなさい負け犬。左目もえぐるわよ」

　人の目をえぐるぐらいの元気があるなら一人で頑張れよ。ここまで来て分かった。今日はカワセミが本当に同伴していないようだった。とはいえ調子に乗ってはいけない。人の作った石橋など絶対に渡らないこの女がなんの保険もかけずに外を歩くはずがなかった。

　例えばここでサングラスを奪うばって『シラサギだー！　こいつはインチキ教祖で有名なシラサギだぞー！』と叫さけぼうものなら、俺の首と胴体が泣き別れになることも、十分あり得た。

「俺、一応けが人なんだぞ。ほら、人差し指が折れてる」

「ふーん。分かった分かった」

　さっさと行けとバケツを押しつけてくる。なにも分かってないぞこいつ。

　結局古臭くさいバケツを持って、噴水の水を汲くみに行く。噴水周辺は夏場なら涼すずしいだろうが、今の季節では上半身が身震いしてしまう。水面に落ち行く水が跳はねて服にかかり、これが嫌いやだから俺に行かせたのだと理解した。濡ぬれた服の冷たさに鳥肌を立てながら戻る。

　水の入ったバケツを持っていくと、「かみさまー、かえってきた」と子供がシラサギに言っているのを聞いた。短時間で、しかも神様呼ばわりさせるとは。この子たちの将来が心配だ。

「ありがとうカス野郎のおにいちゃん。か、す、や、ろ、う」

　露ろ骨こつに子供たちに教えこむように、『カス野郎』を連呼してくる。美人は性格がいいって誰が言ったんだ。俺の周囲にその法則は当てはまらない。たとえば巣す鴨がもとか以下略。

　バケツを受け取るシラサギの白い指と爪つめの間は土だらけだった。自分の手を汚す性格ではないと勝手に考えていたので、たとえこの程度のことであっても多少の衝撃を受ける。

　こいつが色々と準備したのは焚たき火をするためだ。そして、その火で芋いもを焼く。らしい。

　シラサギがライターを用意しながら「下がっていなさい」と子供二人を遠ざける。俺には「燃えちまえ」と悪態を吐つくだけだった。どちらに対しての反応も、声色や態度がまったく変わっていないのがこいつの性格を象徴しているのかもしれない。

　新聞紙に着火することで派手に燃え上がるとさすがに親が飛んできた。子供を焚き火の周辺から引っ剝ぱがし、シラサギに文句をつけてくる。子供の方は親に怒られると思い泣き顔だった。

「危ないじゃないの！　火を使わないで頂ちよう戴だい！」

「じゃあ子供をちゃんと見ていなさいよ、親同士でお喋しやべりばかりしていないで」

　シラサギにしては正論だった。いや、こいつの表向きの言い分は綺き麗れい事ばかりだが。無論、その程度で怯ひるむ母親ではない。むしろ反発してより一層、強固な態度でシラサギを批難する。

　木陰にいる吟ぎん遊ゆう詩人みたいな格かつ好こうをした男も今は楽器演奏の手を休めて、こちらの騒さわぎに注目しているようだった。俺たちより火に目線が向いているように見える。

「大体ねぇ、こんなところで焚き火なんてなに考えているの。それにあなたなに、昼前からこんなところにいてなにやってるの？　そっちの子も、学校にも行かないで……」

　なんか俺までとばっちりを受けた。仲間じゃないですアピールいっぱいしているのに通じていない。この際、母親に便乗してシラサギにデベソとか言ってやろうかと思ったが、焼けた灰を砂かけ婆ばあさんのようにぶちまけてきそうだから自じ粛しゆくした。シラサギは母親をまったく相手にせず、火から目を離さない。それでもあまりにうるさくて耐えかねたのか、バケツを摑つかんで母親に水をぶっかけた。母親が歳としに似つかわしくない黄色い悲鳴をあげて仰のけ反ぞる。

　こいつならやるかなぁと思っていたので驚きはしなかったが、おいおいと一歩引く。

「それだけずぶ濡れなら火の粉こが降りかかっても安心ね。よかったよかった」

　服の端と、セットした前髪が潰つぶれて重そうなオカーサマが顔を真っ赤にして怒いかり狂う。警察を呼ぶとかどうとかぎゃーすか喚わめいて、公園を後にした。子供と、もう一組の親子連れも逃げるようにその後を追う。子供たちは報酬の焼き芋いもが食べられなくて俯うつむいていた。

　シラサギが空になったバケツを俺に向けて突き出す。

「水」

「……あのな、あんた両親の仇かたき」

「いやいつ殺したのよ」

　などとやり取りがありながら結局汲くみに行くところに、俺の負け犬ムードの温おん床しようがあるのだろうか。

　また噴水で水を汲んでくると、戻る途中におかしなものを見た。散歩道の方から、楽器を弾ひいていた男がやってきた。さっきまで正反対の木陰にいて、それ自体も少しおかしいのだがなにより変なのはずぶ濡ぬれのところだった。さっきの母親は上半身が主だったが、こっちは全身くまなくだ。奥の人工池にでも飛びこんできたのだろうか。帽子を取って頭を振り、顔を拭ぬぐいながら歩いている。そいつと目があった。

　男が恥はじをごまかすためか近寄ってきて、水滴だらけの顔を微笑ほほえませる。水も滴したたるなんとやらにも限度がある。滴りすぎて優やさ男おとこが鼻水を垂れ流しているようにしか見えない。

「一曲どうです。リクエストにお応えしますよ」

　楽器を掲げる。一応の分別はあるのか、楽器は濡れていなかった。

「結構です。それよりなんでずぶ濡れなんですか」

　他ひ人と事ごとではあるが尋たずねてみると、男が困ったように目を逸そらす。

「いや、私もなぜこうなったのか分からないんです。残念なことに」

「は？　あぁ、そうですか……」

　ヤバイ、この人『も』変人なのか。出会うやつ、ほぼ例外なくそんなのばっかりだ。

「もしかすると……」

　そう言って男が焚たき火を一いち瞥べつする。側そばには『早く来いカス野郎』と手招きするヤンキー座りの神がいる。男の目線がなにを意味しているのか分からない。まさか服に火が燃え移ったわけでもあるまいに。だがよく見ると服の端に焦げた跡がある。……なんか、妙みようだな。

　なにかと不可解な男は俺に会え釈しやくして、説明もなく離れていった。

　服を乾かすためか木陰には入らず、ベンチに座って楽器を弄いじっていた。どうせなら焚き火にでも当たって乾かせばいいのに。シラサギも『燃えちまえ』と歓迎してくれることだろう。

「芋をあの子供たちに分けなくてもよくなったから、あのババァには感謝しないと」

　バケツを受け取りながらシラサギがウキキキと陽気に笑う。それよりも人に水をぶっかけたことが楽しくて仕方ない。そんな顔をしているのが、俺が横から見ての印象だった。

　燃え盛る火をしばらく眺ながめる。鎮ちん火かして、灰だらけとなったところでシラサギが鞄かばんからアルミホイルに包まれたサツマイモを取り出した。五個、六個と出てくるがそんなに食べるのか。

「ところで今更だが、なんで焼き芋いも」

「秋には一度くらいやっておきたいのよ」

「あぁそうかい」

　芋を灰に包むように入れていく。鞄かばんの中身は焼き芋用に準備してきた道具しかないようだった。まぁもしかすると深く漁あされば拳銃の一つぐらい出てくるかもしれないが、こいつの立場からするとそれも焚たき火のために必要なものなのだろう。そんなシラサギを、黙だまって睨にらむ。

　仇きゆう敵てき。五い十か川がわ家を崩壊させた原因の一つ。元凶ではないが、多くの罪を秘めた者。本来ならこの場で殴なぐらなければいけないぐらいの因いん縁ねんはある相手だ。だが俺は手を出せない、なぜか。

　簡単である、こいつが女だからだ。元々、追いつめられなければ人を殴るほどの度胸もないのは認めるがそれ以上に、性別の違いというのは大きい。卑ひ怯きようである。

　それと情けない話になるが、俺とシラサギに明確な体格差はない。こいつのことだからこれ見よがしに負傷している人差し指をへし折るぐらいは平気でやりそうだし、その、取っ組み合いで勝てない気がする。むしろ確実に負ける。さすがラスボス、手て強ごわい。

「焼けるのに三十分ぐらいかかるのよね。待ち遠しいわ」

「……ただの暇人じゃねえか」

　あの母親が戻ってきたらどうするんだ。

　これで三度目の質問になるが、ここまで来て尚なお分からないので聞かざるを得なかった。

「あんた、なにしに俺のとこへ来たんだ」

「焼き芋を作るだけなら一人でやるわ。用があったに決まっているじゃない」

　膝ひざに肘ひじをつき、顎あごを手で押さえた姿勢でシラサギが見上げてくる。

「カワセミから聞いたのよ。あんたが私に対抗して宗教やるって」

「へぇ。祝いにでも来てくれたのか？」

　俺の軽口を無視したシラサギが立ち上がる。

「私はどんな些さ細さいな恐怖も砕くだくのが信条なの、だから」

　まだ灰の下に埋めていない芋を持ったまま凄すごんできた。

　正面から俺と対たい峙じして、嫌いやみと自信に溢あふれた口もとが牙きばを剝むく。

「あんたの復ふく讐しゆうをここで終わらせてあげる」

「……まさか」

　周辺を見渡す。誰か潜ひそませているのか、やはりカワセミか、と怯おびえ竦すくんだのを見計らってか、シラサギが俺の手を摑つかんで自分の方へ引き寄せる。そして自分の胸に、「はぁ？」

　指が沈んだ。シラサギの豊満な胸もとに、俺の指先が沈む。ぐっと、手のひらの跡がつくんじゃないかというほど、強く押しつけられた。お、おおぅ？　おぅぅ？　頭が一気に熱の洪水に見舞われて錯さく乱らんする。なんで触さわっている俺の方が異様に恥はずかしがっているのだろう。
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　触さわらせているシラサギは、ニヤニヤしている。俺の腕を操あやつって、なに、え、こいつ。ていうか柔らかい。すげぇ。しかも、なんだこのふつふつと込み上げる、熱のようなものは。

　ぐにゅぐにゅと、最後に強く俺に胸を握らせてから、シラサギが手を離す。俺は逃げるように飛び退のいて腕と身体からだを引いた。そのとき、一いつ瞬しゆん、『え、もうおしまい？』と残念になった自分を殺したくなった。シラサギがそれさえも表情から見抜いたように、意地悪く笑う。

「はい。これであんたの憎にくしみは終わり」

「な、なんだ、そりゃあ」

「これであんたは私を心底嫌うことができない。私を憎にくもうとしても、先に今の記憶が浮かび上がって完全なものにならない。あんたの中で、私はおっぱいを触った女となったのよ」

　さっきまでシラサギの胸を摑つかんでいた、俺の左手を指差す。なにをバカな、と言いたかったがわきわきと自然に曲がる指先に一いち抹まつの不安を抱いだく。顔を上げてシラサギを睨にらみつけるが、頰ほほが熱いままだ。その変化は表にも出ているらしく、シラサギが余裕綽しやく々しやくに笑っている。

「洗脳ってこういうものよ。よかったわね、こんな美人の胸を触れるなんて。中学生なら色々と使い道のある有意義な体験だったでしょう、ぷーくすくす」

「あんたなぁ！」

　叫さけんで反発してみたが、言葉が続かない。なにを言えというんだ、こんなときに。

「なに怒ってるの、親切のつもりだったのに。私って基本的に性格クズだから、人に親切にするのは三日に一度ぐらいなのよ。しかも童どう貞ていの中学生には最高のサービスだと思うけど」

「……ビッチめ」

「私、処女だもーん。って、信者はみんなそう思ってるわね、間違いなく」

　くけけけとシラサギが気味悪く肩を揺ゆらす。うわぁにあぅ。

「お取り込み中失礼」

　いきなり肩を叩たたかれる。驚いて身を引きながら振り返ると、さっきのずぶ濡ぬれ男だった。まだ帽子の端から水滴が垂れて、地面に跡を作っている。服の端を摘つまみながらにこやかに窺うかがう。

「服を乾かせてもらっていいでしょうか。こちらの方が少しは早く乾きそうなので」

「……ええ。いいわよ」

　シラサギがあっさり受け入れた。意外だな、と感じる。芋いもを分けなくていいと喜ぶようなやつが、他のやつが近づくことを認めるなんて。お人好よしなどと呼ばれたこともないような性格のこいつが、なぜ。男が好みの見た目だったからか？　いやまさかな。

「……ん？」

　表通りが騒さわがしいな。ここからでは様子は窺えないが、なんか悲鳴の類たぐいが聞こえてくるぞ。シラサギや男も聞き取ったのか入り口に目をやる。シラサギがなにかしているのかと勘かん繰ぐったのだが、表情からするにその線はなさそうだった。

「そうだあなた、少しここの番をしてもらっていていい？　彼が一いつ緒しよに町を歩きたいってうるさいの」

　シラサギがいきなり俺の腕に抱きついてくる。腕を組んできて鳥肌が立った。ふざけんなと言おうとしたがシラサギはじゃれあうフリをして巧こう妙みように頭部を押しつけてくる。髪を擦こすりつけて俺の口を塞ふさいできた。男はなにが微笑ほほえましいのか、俺とシラサギを見て笑っている。

「すぐ戻るから、中の芋をよろしくね」

「えぇいいですよ。仲がよろしくて羨うらやましいですね」

　もっとしっかり見やがれと言いたかったが、シラサギに強引に引きずられてその場を後にする。急になにしてるんだと文句を言おうとして、その前にシラサギの早歩きを感じた。一直線に公園の入り口を目指している。足早に去る姿勢から、逃げていることをすぐに理解した。ここへ戻ってくる気はないらしいというのも、腕越しに察する。

「さっきのやつか？」

　小声で確認を取るとシラサギが頷うなずく。

「あれは超能力者よ。……確か」

「確か？」

「相手がこっちを覚えているか、気づいているかは微び妙みようだけど。逃げるのが賢明ね。あんたは別に死んでもいいけど、私のことを白状する可能性があるもの。助けてあげるわカス野郎」

「そりゃどうも……」

　曖あい昧まいな言い方だった。どういう形で出会ったのかは分からないが、友好的なものではないようだ。そもそも、こいつと友好のあるやつなんかいるのか怪しいもんだがね。

　多分こいつは自分以外の人間を見下して生きているから。

　或あるいは、光の翼つばさを生はやすことしかできない自分も低い存在だと考えているのかもしれない。

　何事もなく公園から出る。振り向いてみると、あの男は焚たき火の側そばで屈かがんでいた。追ってくる様子はないが、シラサギは歩調を緩めない。恐らく俺よりも超能力者の怖さを学習しているからだろう。痛い目見たのは間違いなく俺の方が多いだろうけどな、見た目からして。

「おい、迎えの車はどこだ」

「車……？　そんなもんないわよ、なに言ってんの」

　公園の外になにも停まっていないので尋たずねたら、予想していない答えが返ってきた。ここまでは車で来たのに、それも見当たらない。シラサギが平然と言う。

「室内ランニングの代わりに走って帰るつもりだったもの」

「俺はどうなるんだ。あんな山奥に戻らないといけないんだぞ」

「あなた私の仇かたきなんでしょ。なんで考こう慮りよしてあげないといけないわけ」

「……おい、いつから立場が逆転した」

　表通りに出たらこいつを腕から引き剝はがそう。そんなことを考えて、公園から覗のぞけない位置まで出ようとして、その雰ふん囲い気きに気づく。交差点の周辺に、あまりに多くの人垣ができている。野次馬の集団みたいだが、女の多くが口もとを押さえてわーきゃーと悲鳴をあげていた。男たちの方は友人たちと騒さわぎながらマジやっべ、やっべと分かりやすく驚いている。中には笑っている者もいて、あぁなにか不幸なことでもあったんだろうなと理解した。

　人身事故かもしれない。シラサギと一いつ緒しよにその現場を見ようと、車道にはみ出しながら回りこんで、大通りを見渡せる位置まで移動する。そうして見えてきたのは、予想よりずっと大だい惨さん事じの事故現場だった。まだ起きて間もないらしく、被害者が挟はさまれたり、泣いたり、流血したりと各所で忙しい。詳細に現場を把は握あくしようとする前に、吐はき気が来て背中が折れそうだった。

　さすがのシラサギも面食らった様子で、呟つぶやく声も地に足が着いていない。

「随ずい分ぶん、派手なことになってるわね」

　通りのビルに突き刺さるようなタクシーを中心に、大規模な事故が発生していた。

　そしてその惨さん状じようから這はい出て逃げる、見慣れた隻せき腕わんの女の姿を見た。
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「ヘイ、ラッシャイ！」

　金髪碧へき眼がんの娘、海うみ亀がめ産うみ太た郎ろうが手をパンパンと叩たたく。シンバルを叩く猿さるの玩具のような動かし方で客引きしているつもりらしい。なにが気に入ったのか、巣す鴨がももそれを真ま似ねしていた。

　二人が向かい合って手を叩たたき合うのを、成なる実みが微び妙みように俯うつむいて見守る。

　巣す鴨がもと共に屋敷から出て、石と竜か子げがいるという公園へ向かう途中のことだった。大通りに面した予備校の脇わきのスペースに停車したたこ焼き屋で、知った顔が焼いていた。知り合いであるたこ焼き屋の娘が先に成実たちを発見して声をかけた。車の窓からはその娘以外にもう一人が顔を覗のぞかせて、それがナメクジではなく海うみ亀がめ産うみ太た郎ろうという碧へき眼がんの娘だった。

　まだ新人らしく、呼び子以外は担当していない。ひたすらカタコトの調子で「ヘイラッシャイ」と繰り返している。巣鴨はそれを真ま似ねして「ラッシャイ」と発音も似せていた。

　成実も以前の明るい性格だったら真似したかもしれないが、今はそんな気になれない。

　自分はそこに戻れるのだろうかと不安がる。なにもかも解決するか、忘れて、元の暮らしに。

「いやぁ今度の新入りは働き者だ。前のやつをクビにして正解だった」

「え、マイマイねーさんクビ？」

　成実が顔を上げて驚く。たこ焼き屋の娘が「おうよ」と頷うなずく。

「しょうがないだろ、あいつ無断で帰ったりするし。個人的に気に入っていようと、そんなやつは雇えん。商売だもん」

「へー」

　横で聞いていた巣鴨が笑う。そういえば、と成実はそこで思い出した。ナメクジが巣鴨を殺す云うん々ぬんと言っていたことを。二人は知り合いなのだろうか。恨うらまれているのなら友達ということはなさそうだが。しかしその理屈が正しいなら、自分の場合も姉が『姉』でないはずだ。成実はそう考えて、また沈むように俯いた。たこ焼き屋の娘はそうした成実の消沈に首を傾かしげる。

「どーした。お前が学校サボってんのも変だけど、なんかあった？」

「あ、うぅん。別に……ないっすわ」

「厚着しているし。風か邪ぜか？　それなら外ウロウロする……のも分かるが」

　娘がうーむと頭を搔かく。自身を省かえりみて、その振る舞いから忠告しづらいようだ。

「まぁ程々にな。トカゲといい、お前ら素行不良になっちまうぞ」

「ヤンキーねえさんに心配されても……」

　成実が多少無理して、うぇへへと笑う。石と竜か子げの名が出たことで、巣鴨が横目で一いち瞥べつした。成実自身も石竜子の存在、取り分け自在に色を変える『目』を意識することで、ざわつくものがあった。抱かかえている重い土つち塊くれから、気づかない間に植物の芽が生はえてきたような。

『超能力者』というものを認識することで、呼び覚まされるものは感じる度に大きくなる。

「お、そうだ。お前らに一個サービスしてやる」

「え、なにを？　たこ焼き？」

　娘が海亀に顎あごで指示する。海亀はそこでようやく呼び子を中断して、脇わきに置いていた箱を成実たちへと差し出す。箱の中には不可思議に伸びきったタコの切り身が転がっていた。

「新商品たこガム。一個三十円なり」

「なにこれ。すっごい伸びてる」

　巣す鴨がもが興味深そうに手に取り、ぶら下げる。ぷらんぷらんと、二十センチ弱の長さを誇るタコが揺ゆれる。タコの足そのものではない。小さい切り身が引き伸ばされているようだった。

「あ、それ早めに食えよ。いいかささっとだぞパパッと」

　娘が念を押すと、巣鴨が「なるぴー食べて」とその口に押しつけてくる。毒味かよと思いつつも成り行きで、成なる実みがたこガムを口に含んだ。長いので巻いて押しこまれる。

　巣鴨の指が抜けた後にぐにゅぐにゅと嚙かんで、成実が感想を呟つぶやいた。

「たこでひゅ」

「そりゃあそうだろ。ただのタコだし」

　娘が大笑いする。巣鴨もたこガムを口に入れて、もぎゅもぎゅと強く嚙む。「ふひひ（ふしぎ）」と真顔で言って、海うみ亀がめを見つめた。髪を押さえているわけでもなく、まったく無意味に捻ねじりはちまきをつけている。日本文化を誤解している外人のような出で立ちだ。顔が瘦やせるどころかやつれているが、巣鴨の視線を受けて浮かべた愛想笑いには独特の華はながあった。

「ラッシャッシター」

「違う、混ざってる」

　娘が海亀の額ひたいを叩たたく。まだ教育がなっていないようだった。

　たこガムを嚙みながら、成実がふとその横に目をやる。恐らくはたこ焼き屋が用意したのであろう、簡素な赤いベンチに腰かけてたこ焼きを食べている黒い髪の少年がいた。

　仄ほのかに濡ぬれているような艶つやのある黒髪、覗のぞきこむと沈むような感覚を味わう深い色の目。小柄で、服も目立った箇所はないが、手足に付属する白いリングが浮いていた。

　口に青のりをつけた少年が顔を上げて、巣鴨に目をやった。

「あ、やっほー」

　少年が気安く挨拶あいさつしてくる。奇しくも巣鴨と類似していた。だが声をかけられた当の巣鴨は最初、相手が誰か分からないように首を捻ひねる。しかし視線が傾かたむいたことでなぜか気づいたらしく、「おー」と手を打つ。成実は見覚えあるなぁと感じつつも、まだ思い出せなかった。

「今日は服も普通だから分かんなかった」

　たこガムを頰ほほの奥にやって、顔を膨ふくらませながらも口の自由を確保して巣鴨が喋しやべる。

「衣装が返ってこないからねぇ。あいつはきっと、借りた漫画を返さないやつだな」

「あ」

　話し声から、成実もようやく相手が誰か悟さとる。夏休み、白装束を着ていた少年だった。

　服の方にも既視感があると思ったら、石と竜か子げの服だった。以前と印象の大きく変わる少年、カワセミが最後のたこ焼きを二人に差し出してくる。成実はそれよりも石竜子との関係性が気になって困惑するが、巣鴨は「あー」と口を開けて、雛ひな鳥どりのように顔を突き出す。

　まだタコがあるところに、更にたこ焼きが入って巣鴨の口はこんもりと膨れあがった。まん丸な、独特の愛あい嬌きようある顔で顎あごを上下に動かす。

「僕の知り合う女は、あれだな。口を開かないとマシなのが多いな」

　巣す鴨がもを見上げていたカワセミが率直な意見を述べる。巣鴨はなにか言いたげだが、咀そ嚼しやくに忙しくて声を出せない。食べ物を与えておくと静かになるなんて、幼児みたいだなとカワセミが笑う。それからカワセミが成なる実みに目を向けた。成実はたこを嚙かむのも忘れて、目を泳がせている。

　さてと、と口の中で呟つぶやいてからカワセミが立つ。そして成実の前に動いた。

「きみが成実ちゃん？　お、予想よりかわいいじゃん」

　カワセミが馴なれ馴れしく成実の肩を叩たたく。色々と不可解で、気軽に触さわられることも嫌いやだったがかわいいなどと面と向かって言われて、つい照れてしまう。慌あわてて、口の中のたこを飲みこんでしまう。成実は平面的な顔つきで青白く、同級生の男子に対するウケは芳かんばしくない。それ故ゆえ、容姿を褒ほめられる経験などなかった。

　一いつ緒しよにいると姉の方ばかり容姿を評価されることが多く、成実の姉への苦手意識はそうして培つちかわれた部分もあった。

「実はきみに用があって、会いに行こうと思っていたんだ。手間が省はぶけたよ」

「え……」

　今までほとんど接点のない少年に、会いに来たと言われても成実は混乱するばかりだ。

　たこ焼きを飲みこんだ巣鴨が横から口と顔を出す。

「なるぴーに用事なの？　なんでなんで？」

「あ、きみはいいです」

　カワセミが淡たん々たんと巣鴨を追い払う。「ちぇー」と巣鴨が引いて、距離を取った。

　過剰とも思える、大またの二歩を。まるで巻きこまれないようにするために。

　カワセミがその足取りを一いち瞥べつした後、成実に微笑ほほえみかける。

「きみにどうしても会わせたい人がいてね。その人の代理で僕が遣わされたわけだ」

　会わせたい人と聞いて、まずは姉を想像した。姉は一体、どんな知り合いがいるんだと呆あきれそうになる。しかしそれとは別にふと、カワセミという少年のもう一つの姿を思い出していた。

　先程の白ヤギの話にあった、白い少年。

　まさか、と成実が目を見張る。

「あの、あなたは」

「あぁ僕？　カワセミって変な名前なんだけど」

「エスパーなんだよ」

　巣鴨が説明を付け足す。「いや言わなくていいから」とカワセミが困惑する。そんな素す性じようを語っても成実からの信用を失うだけと危き惧ぐしたのだろう。

「えす、ぱぁ」

「あはは、エスパータイプってことだよ。スプーン曲げもできないけどね」

　つまり超能力者。なぜそんな人物が周辺に次々と現れるようになったのか。

　まさか、と思う。しかし、とも思う。そして、鼻血の出るようなむず痒かゆさが強まって。

「あれ、信じちゃった？　でもあいにくと僕は『インチキ』なんだよ。みんなそう言ってた」

「あ、へぇ、あの、」

「ま、取り敢あえずついてきてくれるかな。すぐ近くだから」

　そう言ってカワセミが詰め寄る。距離を詰められた成なる実みは無意識に一歩下がり、口もとを引きつらせる。カワセミも巣す鴨がももニコニコと笑うばかり。本心の笑え顔がおには到底思えず、しかしその深しん淵えんを覗のぞき見ることも叶かなわない。分からなければ誰を信用していいか決めきれず。

　友人と思っている石と竜か子げでさえも、その心境は今や計り知れない。

　覗ければ。

　見えざる心を見渡すことができれば、なにもかも決められるのに。

　心臓の動どう悸きが増して、自然、熱が高まる。内燃機関が稼働したように、成実のなにかが動き出す。溜ため込んでいたものが暴発し、心の水面を大だい蛇じやが泳ぐ。急浮上の感覚に吞のまれていく。

　成実の震える唇くちびるを目め聡ざとく見抜いたカワセミが、なにかを言おうとして固まる。目線が成実の背後、道路の方へ固定された。釣られて成実が振り向いた瞬しゆん間かん、真っ直すぐ走っていたはずのタクシーが急にカーブした。まるでタイヤが滑すべったような回転を描えがき、歩道に乗り上げる。前触れがなく、無音の世界で行われた実験かなにかのように、滑なめらかに道を外れた。歩道を歩いていた会社員数名が突とつ如じよの暴走に対応できず、跳はね飛ばされる。酷ひどいものでは車の前面に巻きこまれて、そのままビルとの間に挟はさまれて潰つぶされてしまう女性までいた。ビルの側面と車の右側、運転主の席が激突すると豆腐の端が砕くだけるように車がひしゃげて、間にいた女性など説明するまでもなく、万力に潰されたアルミ缶のようだった。はみ出ていた頭部と右手、右足が伸びきって、残りの部分はお察しの通りとなる。

　信号待ちの人や、自転車に乗っていた学生風、全員が足を止めて息を吞む。

　一拍置いて、混迷の波紋が広がっていく。悲鳴が上がり、その声を聞きつけた野次馬が遠くからやってきて人の波が生まれる。後続車も走行が乱れて、横の道路から入ってきた事態を把は握あくしきれていない車と衝突する。しだいに収拾つかなくなっていく。

　人身事故の類たぐいを見かけることが初めての成実は、加速する被害の広まりにただ呆ぼう然ぜんとするほかない。反対側の歩道を歩いていれば、今頃は自分も巻き込まれていた。道路を挟はさんで、しかし他ひ人と事ごとと割り切ることはできない。ここまで鬱うつ々うつとしていたこともあり、間口を広げた感受性が余計な傷まで抱かかえようとしてしまう。それが成実の『開花』を強制的に促うながそうとしていた。

　一方、惨さん状じようにもまったく動じていない巣鴨はカワセミを見る。カワセミがなにか疑われているのかと、「む」と渋しぶい顔になる。

「いや僕は知らんぞ、無関係」

　視線を受けて、弁明するようにカワセミが手と首を振る。なんでも僕の仕業にするな。実際、カワセミにとっては想定外の出来事であり、『仕事』の邪じや魔まとなるものだった。厄やつ介かいな事態かもと焦あせったところで、事故現場に動きがあった。内側より現れた人物に、二人の目が集つどう。

「「あっ」」

　二つの声が重なる。ニュアンスは異なれども、意表を突かれたのは同様だった。

　二者ともに関かかわりのある女、ナメクジが事故車から離れて路地裏に逃げこむ。

　そして作さ務む衣えを着た老人が人混みから密かに離れて、ナメクジの背を追って動いた。

　しかしその動きの中で、残る一人はまったく違う場所に目をつけていた。

　巣す鴨がもの目が、人垣の向こうで目立たない茶色の髪を捉とらえる。

「あ、石と竜か子げくんだ」
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　右腕のちぎれるような痛みが覆い被さってきた。それは容易たやすく意思の防波堤を乗り越えて、ナメクジの中ちゆう枢すうを刺激する。車の回転に振り回されて、側頭部を窓ガラスに叩たたきつけたところまでは記憶にあった。その後は混こん濁だくして、鈍痛に神経が蝕むしばまれて動けない。

　川で溺おぼれて沈むように、上下の感覚を失って暗くら闇やみをさまよう。

　しかしナメクジはふと気づく。自分はとっくに、右腕を失っているのだと。

　瞬しゆん間かん、視界が憎ぞう悪おに埋うめ尽つくされる。交こう錯さくする感情が心に亀き裂れつを生み、そこから溢あふれ出す赤い苦汁がナメクジを奮ふるい立たせた。様々な臭においに鼻が過敏に反応しながら、瞑つむっていた目を開く。シートに埋まった身体からだを起こそうとすると引っかかりがあった。右の袖が潰つぶれた車内に挟はさまっている。引っ張っても抜けそうにない。上着を捨てていくということは右腕を世間の目に晒さらすことになり、躊ちゆう躇ちよする。しかし命にはかえられないと、上着を脱いでその拘こう束そくから逃れた。身体を引き抜くと、重心の偏かたよった左側へと傾かたむいた。

　タクシーは右側面を派手に潰つぶしていたものの、ナメクジの乗る側は原形を保っていた。しかし頭部の激しい負傷と流血は無視できるものではない。その血が垂れて目に入りそうになり、霧む散さんしていた意識が輪りん郭かくを取り戻す。

　血を拭ぬぐって、運転手が潰れた車体に挟まれていることを確認してからドアが開くかを試す。運転手を助けようなどという意思は一切持たず、一刻も早くここから離れなければいけないという思いがあった。この場所をミミズが監視している。どう考えても、自分が狙ねらわれていた。

「次から、次へとっ、」

　別の殺し屋、トンボを退けてから一日しか経っていない。しかも狙ってくる殺し屋が順当に上等なものへと変わっていく。いつからそこまで大層な殺し屋になった、と怒いかりを込めて扉を蹴けり飛ばした。車体が歪ゆがんで素直に開かない扉を蹴って、強引に引っかかりを破壊した。

　身体からだを引きずり出すように車外へ出てから、外の惨さん状じようと向き合って舌打ちをこぼす。

　ナメクジの意識が数秒失われている間に、大だい惨さん事じへと発展していた。あみだくじを四方から同時に始めて、各おの々おのの辿たどる線が絡からまってしまったように道路上で事故が発生している。横から追突された車に、側転してタイヤだけが空回りしている車。歩道も例外ではなく、自動車の暴走に巻きこまれて血を流す人、乗り上げられて轢ひかれたままの人がぐったりとしていた。

　ナメクジは目を凝らし、他のタクシーが事故に巻きこまれていないかを確認した。先行していた猪い狩かり友ゆ梨り乃のの乗った車は無事に道を曲がり、この騒さわぎと無縁のようだった。息を吐はいてから、ナメクジは血を拭ぬぐうことも後回しにしてビルの間の路地へ逃げようと決めた。

　ナメクジはミミズの姿を知らない。それでは人ひと垣がきを搔かき分けて、打って出ることもできない。そもそも超能力者と正面から対たい峙じするなど考えられなかった。

　ミミズの姿形は分からなくとも、能力は知っている。人差し指を操作する力。運転手のように指をへし折られるわけにはいかない。折られればまともにナイフを握ることもできない。

　それを危き惧ぐしての、必死の逃亡だった。

　しかし。

　路地に入って半ばのところで、壮そう絶ぜつな違和感を与えられることになる。風が指の表面をなぞるような、最初はそれぐらいの感触にすぎなかった。もし見向きもせず意識しなければ、数秒は走り続けていられたかもしれない。だがナメクジは自動的に、それを見下ろしてしまう。

　人差し指が勝手に、急激な角度へ回れ右していた。付け根からまるっと、全部である。

　掘り返した土を盛っていくように、下から積み重ねた激痛が噴出した。強制的に足を止めて、血のように汗を噴き出しながら目を見開く。患かん部ぶを押さえて支えようにも、ナメクジに右手はない。ビルの壁に肩を打ちつけて、悲鳴を堪こらえる。歯を食いしばるナメクジの顔は真っ赤に染まるが、指の関節は一気に青黒く変色した。自然、涙がこぼれて血に混ざった。

　その混合物がべちゃりと地面に落ちると同時に、路地へと踏ふみいる足音が背後より聞こえてくる。ナメクジは振り向かず、前へと駆かけた。腕を振ると人差し指が揺ゆれて、その度に背筋に電流めいたものが走る。走り方もぎこちなくなるが、それでも距離を取って隠れようとした。

　めぎょごぎょごぼ。

　人差し指が更に変形する。粘ねん土どをこねるように自在に動く。主あるじであるナメクジの都合など一切を無視して。人体の構造に逆らった大胆な動きに、ナメクジの足がまた止まった。

　頭皮の裏側まで駆かけ上がる激痛と絶ぜつ叫きようの種を、それでも飲みこむ。

　まだ、前へ進もうと足を踏ふみ出す。

　その後ろ姿を作さ務む衣えの老人が顎あごを撫なでながら眺ながめて、距離を無む慈じ悲ひに詰めていく。

　途中、声なき賞賛を彼女にこぼした。

　我が慢まん強いねぇ。
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「さて、どっちに逃げようかしら」

　まるで次、どこへ買い物に行こうかと悩むような口ぶりでシラサギが首を左右に振る。未だ腕を組んできているが、それを拒否する余裕がなかった。今回俺は関係ない、はずなのだが。

「まぁまずはこれか」

　シラサギが鞄かばんに手を突っこむ。恐らく電話で連絡を取るつもりだろう。護衛と迎えの車ぐらいはすぐに用意されるはずだ。せめて車ぐらいはこのまま流れで乗せてもらえないかな、と淡あわい期待を抱いだく。むしろここからは俺がシラサギにしがみつくべきではないだろうか。

「その電話、ちょっと待っていただけますか」

　背後から急に声がかかる。さっきと同じように。振り向くと、楽器を背中に担かついだ男がシラサギの真後ろに立っていた。シラサギは振り向かず、鞄から手を出して降参のように小さく掲げた。不思議に思って男の手もとを見ると、シラサギの背中にナイフの先端を添えていた。

　大事故に遭遇して浮き足立っているところに、更に戦せん慄りつが追加される。

　頭が処理能力の限界を超えて、考えることを拒否しそうになった。

　そもそもいつの間に背後を取った？　あの後、公園からずっと追ってきていたのか？　いやあり得ない、俺はここまで何度も振り返った。公園から表通りまで身を隠すような死角はなかったはずだ。舗装された道路をブチ砕くだいて地面の底にでも隠れて移動しているというなら話は別だが、男は泥だらけというわけじゃない。まだ服は濡ぬれたままで、それと奇き妙みようなことに腕に刺し傷が増えていた。刺されたばかりなのか出血が止まっていない。

　そしてシラサギの背中に構えているナイフは、自分に刺さったもののようだった。他の人からは見えないように隠しているが、俺には辛かろうじて刃の先端を覗のぞき見ることができた。なんなんだ、この人。本人だけでなく、その身に起きていることも不可解だ。

「酷ひどいよなぁ。多分、あなたが躊ちゆう躇ちよなく刺したんですね」

　男がなんだかよく分からないことを言い出す。シラサギは表情を変えず、平然と答える。

　さすがに肝きもは据すわっているようだった。

「私じゃないわ。ナイフなんか携帯しないもの。それに嫌いやよ、自分の手で人を刺すなんて。そんなことして返り血がついたら、私の翼つばさが汚くなってしまうもの」

　シラサギらしい意見が後半にくっついていた。だが奇き妙みようだ、私がいつそんなことをした、ではなかった。俺と理解の度合いが違うような、一歩先を行く反論。ひょっとするとシラサギはこの男の能力になにかしらの知識がある、もしくは見当がついているのかもしれない。

「うぅん、じゃあ通り魔でもこの辺にいたのかな」

　男も妙みように自信がないようだった。シラサギの言葉を噓うそと捉とらえていないようだ。

「あなた、一号……とかいう名前だったわね」

　それ、名前か？　疑問に思うが、『一号』と呼ばれた男の反応は顕けん著ちよだった。なにかを恐れるように目が泳ぎ、ケガしている方の腕を厭いとわず動かして帽子を深く被る。

「ま、とにかく動かないでください。できれば人殺しにはなりたくないですから」

　一号が会話の流れを無視して行動に制限を求めてくる。その話しぶりからするに殺し屋ではないようだ。本物の殺し屋だったらとりあえずシラサギを刺して行動不能にしてから話し合いを始めるからな。純粋な超能力者、海うみ亀がめと同じような立場なのかと推測する。

「ところで、お二人で盛り上がっているところに水を差すようだが」

　ここに来て、ようやく発言してみる。男は紳士的に対応してくれた。

「なんでしょう」

「俺、そろそろ帰っていい？」

　ぼく無関係なんスよ。割とマジで。

「酷ひどいわ、私を見捨てるのね」

　などとぬかしてシラサギが腕にしがみついてくる。逃がさねぇぞって感じ。見つめる瞳ひとみはうるうると涙目だが、内心では『お前が死ね』と考えているに違いない。

「さっきおっぱい触さわらせてあげたじゃない」

「あ、あれは痴ち女じよが勝手に触さわらせただけです」

「どっちにしても羨うらやましいですね。というわけで一いつ緒しよに来てください」

　一号も俺を見逃す気はないようだ。そりゃそうだよな。いくら仲間じゃないと訴えても信じちゃあくれないか。交通事故の方もまるで収まっていないのに、忙せわしない。

「私の誘導に従って移動してください。逃げる素振りを見せれば刺します」

「そんなことを言い出すということは、今まで人を刺したことないのね」

「当然でしょう。私は善良なんですよ」

　平然と宣のたまった。あまりに自称すぎて噴き出しそうになる。が、刺されたくないので自制した。

「ふぅん……感心するわ」

　心にもないであろうことを口にして、シラサギが笑う。しかし誘導には大人しく従うようで、背中を一号に押されながら、事故現場から離れるように移動する。こいつのことだからなにか考えがあるのだと思いたい。俺の方にはない。精々、シラサギが刺されたらその隙すきに逃げ出そうと考えているぐらいだ。人が目の前で刺されて冷静に行動できるとは思いがたいが。

　俺とシラサギは歩道から離れてすぐ、露ろ出しゆつの激しいオネーチャンの写真がいっぱい飾られた店の入ったビルへと歩かされる。そこの裏手へと回らされて、人目につかない位置で壁に正面を向く形を取らされた。そうして背後を取り続けている一号がシラサギに尋たずねた。

「質問があります」

「はいどうぞ」

「あなたはまだ、辰たつ野の浅あさ香かと関係を持っていますか？」

　たつのあさか？　口の中で反はん芻すうしてみたが、知らん。

「ええあるわ、っづぁ、」

　言葉は途中で途切れた。

　俺の腕を摑つかんでいたその両手から、するりと力が抜けて。

　シラサギが前のめりに、倒れた。受け身も取らず、顔面から。サングラスごと。壁に顔面を叩たたきつけるように倒れ伏して、そのままの姿勢で、ぐにゃあと。

「……え？」

　噓うそだろ。

　いやちょっと待て。

　なにをそんな、あっさり。刺したことがないとか言っていたから、平気とタカをくくっていたのか？　余裕ぶっているだけだったのか？　呻うめき声もあげずに、微み塵じんも動かない。

　おいおいおい。おいおいおい！

　俺のラスボス、刺されて倒れちゃったぞ。
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　あーあーひでぇなぁ。ナメクジを追いかけてた、ミミズの爺じいさんの仕業か？

「心痛むねぇ。こういう現場に出で会くわすと」

　多分、運転手の指をへし折ったんだろうな。ここまでの事故になるとは予想していなかったかもしれないけど、なんにしてもやりすぎだ。ニュースで報道される前に、ここら辺から逃げるのが賢明だな。テレビに映るのはもっと別の形がいい。

　声が聞こえる。二重に、同じ人物の声が。口に出すものと、出さないものが。

　カワセミの表に溢あふれる声。内に潜ひそむ本音。そのどちらも成なる実みの『脳』が聞き取っている。

　それが頭の中に直接響く度、成実は自分がおかしくなったかと目を白黒させる。

「あ、どっか行っちゃった」

　巣す鴨がもが額ひたいに手を添えて、背伸びしながら事故と関係のない場所を目で追う。成実は巣鴨に目をやろうとして、びくんと怯おびえた反応を示す。すぐに目を逸そらして見ないよう努めた。見れば巣鴨の心を覗のぞいてしまう気がしたからだ。

「うわっちゃー。こえーなー、おい」

　なんか手伝った方がいいのかね。でもしゃしゃり出ても邪じや魔まになるだけかな。

　それよりここで商売しても今日は売れんよなぁ。人通りは多くても誰も買わんだろ。

　たこ焼き屋の娘の内なる声まで聞き取ってしまう。心配の声は小さく、打算的な部分が大きく聞こえて成なる実みはどう反応していいか分からない。人の心の声が聞こえる。そんな力に芽め生ばえたのか、それとも、全部が成実の空想にすぎないのか。考える隙すき間まが頭に生まれる余裕もない中、周囲は動き出す。カワセミが「まぁそれはさておき」と事故を笑え顔がおで流してしまう。

「ここに僕らがいても、野次馬でしかない。邪じや魔まになる前に移動しようか」

　連れていくのも面倒だし。

　ここで殺してしまっても、いいんだけどなぁ。

「ひっ、ぇ」

「ん？　どうしたの？」
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　随ずい分ぶん怯おびえているな。これを説得するのは骨が折れそうだ。ここは喉のどでも一発えぐって。

　そこまで読み取った段階で、成実は踵きびすを返して駆かけ出していた。自分の足を交差して引っかけて転びそうになりながら、鞄かばんも放り捨てて走る。カワセミと巣す鴨がもは一いつ瞬しゆん、呆あつ気けに取られる。

「成実？　おーい、成実、どうしたー！」

　たこ焼き屋の娘が車の窓から身を乗り出して叫さけぶ。その叫び声で我に返ったカワセミが能力を用いて足を狙ねらうが、成実の足は黒タイツに包まれていた。踵かかとの一部分を吹っ飛ばすに留とどまり、その直後、人混みに入りこまれることで追撃が不可能となってしまう。

　タイツ一枚で防がれる能力か。カワセミが心底愉ゆ快かいに自じ嘲ちようしてしまう。

「なんだあいつ……思春期ってあんなもんだったか？　で、あんたはなんで隠れてるの」

　たこ焼き屋の娘が車内で屈かがんで身を隠している海うみ亀がめの首を摘つまむ。「嫌いやな顔が見えたので」と海亀が言って、カメの甲こう羅らでも模したように体育座りで身を硬くした。

　そうしたやり取りから距離を取って、巣鴨がカワセミに暢のん気きに話しかける。

「逃げちゃったね、なるぴー」

「うん……なぜ急に怯えて逃げたんだろうね。まるで、こちらの考えを察したように」

「隠していた邪よこしまなところが顔に出たのかなー」

　こいつにだけは言われたくない。そうした思いを込めて、カワセミがジト目で巣鴨を見る。巣鴨の方は事故現場に目をやり、横からの視線など無視していた。

「ねぇねぇ、なんでなるぴーを欲しがってるの？」

　そのまま巣鴨がカワセミに質問する。カワセミも巣鴨から目を逸そらし、肩をすくめた。

「さぁ。僕はなにも知らされてないから」

　大おお噓うそだった。シラサギが普通の中学生を狙ねらう理由など、自己保身しかない。

　雉きじ間ま光ひかるというシラサギの過去を知る人物を『多少』締め上げた結果、その情報を吐はき出した。己が助からんがために、必死に、本当のことしか喋しやべっていないと主張もしたので、その情報を疑うことはなかった。シラサギの本名と過去を知ってしまった人間が、他にもいると。

　雉きじ間ま光ひかるがあげたのは自分をシラサギのもとへ連れてきた白ヤギ、トンボと名乗る殺し屋、ハヤブサという女に、成なる実み、そして名前は知らないが右腕のない女の殺し屋。この五人が本名を知ったという。シラサギの本名、宇う白しろ要かなめを。

　白ヤギに対しては去る前、公表しないという約束を交わしていた。その能力の有用さと厄やつ介かいさを評価して、放っておくつもりらしい。ハヤブサという女は既に殺されたことが判明し、トンボの方は行方ゆくえ知れず。残る右腕のない女殺し屋も同様だった。その殺し屋は無名すぎて、調べようとしてもすぐにシラサギのもとへ情報が届くことはなかったのだ。腕を失った後、一切の仕事の成果をあげていないこともあって隻せき腕わんの殺し屋という存在自体認知されていなかった。

　勿もち論ろん、カワセミはその殺し屋の名前が分かっていたし、白ヤギも同様だった。しかしどちらもナメクジという名前をシラサギに教えない。白ヤギはそこまで教えるほどの恩義をシラサギに感じていないだろうし、カワセミの方は個人的な関心と因いん縁ねんからだった。

　あの殺し屋が、巣す鴨がもを殺せるか。カワセミとしてはその最後を見届けたかった。

　そうしてシラサギの名を知る者で残るは、鹿しか川がわ成実。

　ただの中学生という、簡単に処理できる相手を放っておくはずがなかった。

　ちなみに雉間光は当然、その後に始末した。死体は欲しがる者へ流れたと聞く。

「まぁつまりあの女、どっかのギャングのボスと一いつ緒しよなんだよな」

　徹底して過去を封じこめようとする。自分の正体を知ろうとする者、知ってしまった者を許さない。名前を知れば、調べは進む。凡人の過去を掘り返される。それが崩壊に繫つながる。

　シラサギはそうした連れん鎖さの根本を絶とうと躍やつ起きになる。

　頂点の景色はさぞ絶景で、そして落下することを恐れるような高さなのだろう。

「さて、追わないと。きみはどうするんだ」

「んー」

　巣す鴨がもがぐるぐると首を回す。行き先を決める矢印を回すようだった。

「まずなるぴーを追いかけようかな。ちょっと、面白そうだし」

　成なる実みに生じた変化を察したように、巣鴨が目め尻じりを緩める。奥底を読み取るまでもなく愉ゆ悦えつを表し、同級生を助けようなどという気概は微み塵じんも感じられない。それを横目で眺ながめるカワセミが成実にできる精一杯の忠告は、『友達はちゃんと選ぼう』だけだった。
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　人差し指を切り落とすしかなかった。

　ミミズに抗あらがう方法はそれしかない。迫せまり来る超能力者に、ナメクジの技術や殺し方というものは根本から否定される。相手を傷つける方法の質があまりに異なっていた。

　涙に顔を濡ぬらしながらも即断して、しかしそれを即座に実行に移すことはできなかった。人体の一部を喪そう失しつすることに対する抵抗もあったが、なにより右手がないナメクジには、人差し指を切り落とすことが存外に難しいことになっていた。

　切り落としさえすれば、ミミズの持つ大きなアドバンテージは消失する。超能力さえ封じれば後は単なる老人だ。しかし、その後はどうなる。人差し指を失って、今度は左手も満足に使えなくなるのか。指が一本欠けても、ナイフを今まで通りに振るうことはできるはずがない。

　投げて殺せれば、と別の考えが浮かぶ。振り向いてナイフを放ち、ミミズの急所を貫くことができれば。そんなナメクジに都合のいい希望を見み出いだすが、まやかしの光明であるとすぐに否定する。相手の位置を確かめる暇いとまも、距離を測る時間もない。しかも正面から投げても急所を腕で隠されたらお終しまいだ。唯一の武器であるナイフを手放すのも愚おろかしく思える。

　逃げるにしてもこのままではどうにもならない。しかし、しかし指だ。切ってすぐつけ直すわけにもいかない。できる医者がいたとしてもナメクジにそのツテはない。もう繫つながらない覚悟が必要だった。そんなものが勇気や怒いかりのようにぽんぽんと用意できるはずもなく、折れて言うことをきかない人差し指が孤独に震えた。ふるふると、死を恐れるように。

　ナメクジが葛かつ藤とうする間にも、一定距離を保ったままミミズが指を操作してくる。無力な子供が嘆なげくように震えていた人差し指がまた蹂じゆう躙りんされる。ともすれば吐はき気を催すほどの痛みで、無理な軌き道どうを描えがいて皮と肉が弾はじけ飛ぶ。即死することはなくとも、痛みが途切れない。

　この場を凌しのいだとしても指を失い、巣鴨に復ふく讐しゆうできないまま余生を終える恐怖。

　永遠に人差し指を破壊され続けて、ここで殺されることへの反発。

　葛かつ藤とうはナメクジ自身の血と汗が混じり合うように、どろどろと脳を流れる。だが結局いくら考えても他の打開策などなく、ナメクジは『恐怖』と戦うことを選ぶ。

　あぁ、もう。邪じや魔まだ。

　ナイフの柄つかを下へ向けて、地面へ落とす。そしてナメクジは左手を広げて、ナイフの先端へと手を振り下ろす。倒れこみながら、地面に落下した直後のナイフへと左手の人差し指を叩たたきつける。へし折られるのとはまた違う、鋭するどく、そして宙を舞う感覚がナメクジの背筋を震わせて、喪そう失しつの涙を溢あふれさせた。繫つながっていた。指は吹っ飛んで壁にこつんと当たって地面に転がるまで、ナメクジと感覚を共有していた。その痛みと、転がる感触を腕の端で感じていた。

　根元からへし折られて緩んでいた骨ごと切断して、ナメクジが吐はきそうになる。右腕を奪うばわれた際の記憶と混在して湧わき出す胃液と戦いながら、地面のナイフを拾い上げた。

　左手の指四本で、不ぶ格かつ好こうに柄を握りしめる。荒げた息をそのままに、ナイフをミミズに向けた。そこで初めて、ミミズと正面から向き合う。ナメクジはすぐに、その老人が文化祭でたこ焼きを買いに来たことを思いだした。あそこで殺さなかったのは余裕か、と奥歯を嚙かみしめる。

　流血と発汗で、水を被ったように肌と服が濡ぬれている。乾いた瞳ひとみの眼光は指を失ったことへの怒いかりからか冴さえ渡り、彼女のパーソナリティである『復ふく讐しゆう』を果たそうと光が滾たぎる。

　他の指が暴れ出すことがないのを確かめてから、ナメクジが一直線に駆かけ出す。

　指一本分の殺意を知れと、老人の首を目がけて満身創そう痍いの身体からだを引きずる。

　それに対して、ミミズは笑っていた。余裕綽しやく々しやくに、そして、嘲あざけるように。

　その目が路地の奥に一いつ瞬しゆん向けられたことの意味に、ナメクジは気づかない。
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「今頃、ミミズのお爺じいちゃんとナメクジちゃんちゃんが殺し合っているのかな」

　繁はん華か街がいを歩きながら、巣す鴨がもがカワセミに話を振った。世間話の類たぐいのように。

「いや、それはちょっと違うだろうね」

　話ながらもカワセミの目は成なる実み捜索に動いていた。カワセミは、成実を『こちらの考えを読んだうえでの』動きをすると仮定して、その居場所を推測しようとしていた。心を読むということもカワセミにとっては荒こう唐とう無む稽けいではない。過去一度、似たような能力を振るった相手がいたこともあり、想像の範はん疇ちゆうに留とどまる相手だった。

　といっても今は、巣鴨と二人で歩道をぼんやり歩いているようにしか見えない。

「殺し『合い』にならないよ。ミミズの爺さんが一方的に殺して終わりさ」

　歩きながら、巣鴨は成実の放り捨てた鞄かばんを漁あさっている。中身は教科書と筆記用具類だけの、無難な通学用の鞄だった。「重い」と巣鴨が鞄を道の途中で投げ捨ててしまう。

　おいおい、とカワセミもその扱いに同情してしまう。

　そして今更ではあるが、巣す鴨がもの露ろ出しゆつ過多な格かつ好こうを見て『寒くないのかよ』と呆あきれる。

「そうかなぁ。お爺じいちゃんの能力、人差し指を切り落としちゃえば弱いと思うけど」

「それはあの爺さん相手に一番やっちゃいけないことだよ」

　カワセミが一笑に付す。巣鴨は深く考えずに言っただけなのか、「そう？」と相づちも薄い。

「結構やるやついるんだよ。相あい討うち覚悟で両指を切って殺そうとしたやつもいたみたい。でも全員返り討ち。下策ってことだ。なまじ指をへし折られると勘違いするんだろうなぁ」

　それしかないと思うからいけない。成なる実みについても同様のことが言える、とカワセミは推理していた。もし心を読んでいるなら、読める範囲で行動しようとするはずだ。有効距離は不明だが、あれだけ怯おびえていて能力にすがらないはずがない。そうしてこだわることでむしろ、選択が狭せばまって追いつめられるとは考えないのだ。

　中学生である以上、逃げる距離に限界があるのでやむなしという面もあるが。

　カワセミが車道を挟はさんだ、反対側の歩道に目をやる。その路地のどこかで対たい峙じするナメクジとミミズの姿を思い浮かべながら、恐らく例外とはなり得ないナメクジに向けて言い放つ。

「ミミズの能力の『底』を見誤るやつばっかりなんだよ。あれはね、その気になれば、」
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　指を切るという絶望の中には、ある種の達成感もあった。

　乗り越えたという感覚だった。課せられた試練を。その先に、未来があると錯さつ覚かくした。

　ナメクジが判断力を欠いて正面からミミズへ立ち向かったのも、そのまやかしに満たされた故ゆえに、勝利を誤解した部分が大きい。ミミズは既に無力であるという思いこみだった。

　普段のナメクジであったなら、ミミズが逃げないことに疑問を抱いだき、距離を取っただろう。

　ナメクジの四本指で構えたナイフが身体からだごとミミズへ迫せまろうとして、その最中さなか。

　どぷりと、首もとを貫く衝撃が襲った。その勢いに堪こらえきれずナメクジは転倒し、身体を庇かばうように肩から地面に当たる。自分のナイフで身体を傷つけることはなかったが、突き刺さったそれのもたらす激痛に思わず大量の息を吐はく。そして噎むせて、傷口から血が溢あふれた。

　なにが刺さった、と虚うつろな目で確かめようとする。目を必死に端へと寄せて、首の様子を焦しよう点てんがあわないまま見下ろす。視界の端に映ったのは、指だった。

　見慣れた指の形。ナメクジが切り落とした、人差し指だった。

　それが更に深く埋まろうと捻ひねられて、押しこまれていく。

　その浸食される痛みに目を見開きながら、ナメクジは遅まきに、理解する。

　ミミズの能力の本質を。

　絶対の確信を込めて、ミミズが不敵に口を開く。

「どうして、繫つながっている指しか操あやつれないと思うのやら」

　　[image: ]

　ひょっとしたら、と考えていた。

　俺の生しよう涯がいの敵となりかねないそいつには秘中の秘としている真の力があって、窮きゆう地ちに陥おちいればそれを駆く使しするのではないかと、希望に似たものを持っていた。その可能性は同時に、俺の力の深しん淵えんを覗のぞく行為でもある。自みずからを鏡に映しながら念じ、祈る心がそこにあった。

　だが現実は、俺たちが地べたに横たわる運命しか紡つむがない。なにをしても倒せないと思っていたシラサギがいとも簡単にナイフで刺されて、路地に倒れこんでいる。

「おいおいおい！」とシラサギの身を案じるように屈かがんで、肩を支える。そうして激しく動転する姿を一号に注目させながら、左手ではシラサギの鞄かばんを漁あさっていた。一つ一つ意識していたわけではない。生きるために、自動的に動いていた。

「どいてください」

　ナイフを構えたままの一号が退しりぞけと命じてくる。俺はシラサギを支えたまま見上げて、一号と目が合うや否や言うとおりに引いた。一号も動どう揺ようしているのが瞼まぶたの震えから見て取れる。人を刺した経験はないようだった。その動揺が静まる前に、慣れる前に。隙すきを見つけないと。

「てっきりあなたが護衛かと思っていたんですが、違うみたいですね」

　ほんと、こいつの護衛はなにをしているんだ。いないのか？　いやまさか。それとも他に優先すべきこと、或あるいは妨害でもあったのか。表通りの大事故にその可能性を見み出いだしている間に、一号がシラサギの側そばに屈んでナイフを逆手に持ち、突き下ろそうと構える。

　シラサギを更に刺して、殺しきるつもりらしい。

　その行動に思わず、待ったをかけた。

「止やめろ」

　言葉で制すると一いち瞥べつはしてくれる。そして一号の動きが、俺の手もとを見て止まる。

「それ以上続けるなら、連絡を取るぞ」

　シラサギを案じるフリをしながら、鞄から携帯電話を取り出していたのである。そこまではいいが、我ながら死ぬほど情けない脅おどし方だった。『俺のセンパイ、マジ裏モンと付き合いあるんだぜ』と小こ粋いきに自慢するヤンキー級に他人頼みだ。しかし背に腹は替えられない。このままだと俺が刺される。そして相手が誰であれ、目の前で滅多刺しにされそうなら、助けるだろう。

「そいつを殺すことがあんたの目的じゃないだろう？」

「しかし生きていると、結果として私の身が危険になりますからね」

「ここで連絡されて、殺し屋を総動員されるよりは危険じゃないと思うぜ」

　その意見は一号も一考に値するらしく、すぐに返事をよこさない。俺はハッタリを畳みかけるべく、切り札を用いる。たった一枚の俺の手札、そう左目の小さな奇跡にすがる。

「それに、俺はそいつと違うんだよ」

　そう前置きして、左目を変化させる。赤よりもっと深く濃い緋ひの色へと変へん貌ぼうさせた。日の当たらぬ路地の薄暗さの中、不気味に、世界の法則を無視して煌こう々こうと輝く緋の目を生み出す。

　一号はその変化にギョッとして、中腰になって後ろへと一歩引く。

　ナイフを手にして圧倒的に有利な男が警戒する。

　断言してもいいが世界最弱の超能力、リペイントを前にして。

「発現に時間がかかるんでな。……刺す順番を間違えたな、あんた」

　俺だって目が緋の色に変わったら真の能力を発揮してみたかった。オーラの量が増えるとか。

　オーラってそもそもなんだという限りない疑問を胸に、不敵を装う。

「俺はあんたと確執があるわけじゃあない。このまま去ってくれるなら見逃すし、誰かに告げることもしない。シラサギに他言無用を認めさせることも任せてもらおう」

　シラサギが生き残る保証もないが、オプションをつけて交渉してみる。

　一号がシラサギの側そばに屈かがみ直す。その視線はあくまで俺の目に集つどっていた。

「彼女を放置はしておけません。私が連れていくことをそちらが吞のむなら、このまま引きます」

　シラサギを連れていく？　自分で始末する、ということか。

　それが俺の目標の決着、結末となる？　……なんだかなぁ。

「……そうだな、それが一番妥だ当とうか。吞もうその条件」

　しかしリペイントは継続中。

　怯おびえるな、怯えるな、怯えるな。

　電話を持つ手を汗ばませて、動どう悸きが激しくて気持ち悪くなりながら、己を鼓こ舞ぶする。

　能力をオフにすることで一号が俺から目を離し、シラサギを一いち瞥べつする。

　その一いつ瞬しゆんのよそ見に乗じて、携帯電話を思いっきり投げつけた。

　手汗で電話が滑すべることがなかったのが幸いだった。

　一号が反射的に俺の方を向いた直後、携帯電話が顔面に直撃する。右目付近に全力でぶつかった電話は人間というクッションを経て路地の向こうへと跳はねて転がっていく。一号の方は顔の右側を押さえながら仰のけ反ぞり、帽子を頭から落とす。間かん髪はつ入れず、その無防備に見せつけている顎あごを蹴けり上げた。無我夢中で身体からだ運びを焦あせりすぎて、こっちも派手に尻しり餅もちをついた。

　猛烈に痛むが尻を撫なでている暇はない。むしろその尻を酷こく使しして地面を跳ねる。一号に飛びかかって右手に嚙かみついた。食いちぎる思いで顎を動かす。指の根っこに歯を食いこませてその自由を咀そ嚼しやくし、ナイフを奪うばい取る。構えたナイフを、怯おびえるなと一号の腕に突き立てた。

　つもりだった。

　振った腕は空気を切って、なにもない空間へ俺がつんのめるだけだった。

　目の前から一いつ瞬しゆんにして、一号とナイフが消えたのだ。

「消え、た……？」

　ナイフを刺した手応えもなく、空気を手の中で丸めたように。なにも感触の残っていない手のひらに安あん堵どする面もあったが、不安の方が勝まさっていた。前方、後方、更には上まで確認したがあの吟ぎん遊ゆう詩人の姿はない。忽こつ然ぜんと、物音一つ立てずにいなくなってしまった。

　煙か空気にでもなる能力を持っているのかと思ったが、そんなことができるなら俺の背後を簡単に取って刺し殺すことも容易だったはずだ。……分からん。透明人間になる力ではないし。

　とにかく襲撃がない以上、遠くへ逃げてしまったのは確実のようだ。

　シラサギもそのまま路地に倒れている。放置すれば多分、死ぬ。

　人に暴力を働いて、命を繫つないで心臓が暴れ回っている。目も回って今更、気の動転が酷ひどくなっていた。思わずすぐ逃げ出そうとする。しかし腰が抜けていて、地面にへたりこんでしまう。

　その上、今更だがへし折れていた人差し指が猛烈に痛みを発した。ずきんずきんと骨に響くそれが脳まで揺ゆさぶるほどの激痛となる。どう使ったか記憶にないほどだが無理をしたツケが一気に回ってきて、涙が溢あふれる。色んなことがどうでもよくなりそうなほどの痛さだった。

　そのおかげ、というのも妙みようだが踏ふみ留とどまって、シラサギのもとへ歩み寄る。

「……くそっ、こうじゃない。こうじゃないだろう、なぁ」

　なにやっているんだ、俺は。人差し指を気遣いながらシラサギを背負って、担かつぐ。心臓の鼓こ動どうが伝わる。まだ生きている。どうしてこいつを助ける？　助けようとする？　理由は簡単で、ひょっとするとこいつは予言でもしているんじゃないかと思うほど適確に、俺に餌えさを撒まいていた。

　そう、おっぱいだ。おっぱいのせいなのだ、間違いなく。

　走り出す。まずは投げ飛ばして転がっていた携帯電話を拾い上げて、液晶にヒビは入っているが壊れていないことを確かめた。普段使っている機種と勝手が異なるので苦労するが、電話帳を閲えつ覧らんして、「あ、いや救急車。呼べばいいのか？　でも、」通りの事故を意識する。今、救急車を安易に呼んでも来てくれるだろうか。そうしたものに頼るよりはこいつの側近にでも連絡をつけた方が迅じん速そくに対応してくれそうだ。消しかけた電話帳をスクロールさせる。

　だがどこに連絡を取ればいいのかさっぱり分からない。登録名が『Ａ』『Ｂ』『Ｃ』。バカにしてんのかこいつは。すべての登録名はアルファベットが一文字割り振られているだけで、他に情報がない。ビルの隙すき間まを走って人通りの少ない方へ、交通渋滞の起こっていない方へと移動しながらだと余計に頭が回らない。別の通りへと出て、側そばに建っている大きな立体駐車場の裏側へ回った。他の建物との間に生まれたその隙間のような道は薄暗く、汚く、人目につかなくと三拍子揃そろっていた。そこに潜ひそみながら携帯電話と睨にらめっこ。

　情報があまりに少ない。ここは『Ｋ』がカワセミだと信じて連絡を取ってみる。壁にシラサギを寄りかからせて、その隣に座りこむ。大した距離を運んだわけじゃないが、膝ひざと息がガクガクだった。体格に極端な差がないこともあるが、シラサギが異様に重いのだ。

　電話が繫つながる。不審に思われないよう極力、息を押さえて相手の声を待った。

『もしもし。珍しいわねぇ、そっちから電話してくるなんて』

　出たのは穏和な女性だった。声の調子から中高年ぐらいの年齢と思われる。

「え、はぁ。いえ実は、」

『あら？　カナメじゃないのかしら』

　かなめ？　シラサギの本名か？　女性の喋しやべり方、接し方の節々から『母』を感じる。もしかして『Ｋ』って母さん、『Ｋａｓａｎ』なのか？　せめてマザーにしておけよ！

「あーそのー、ですね。かなめ？　さんは今、ちょっと寝ていて。俺、いえ私は代理で、」

　シラサギを横目で見る。ちょっとどころではない寝入り方だが、説明は省はぶいた。

「特に用事はない……というかかけ間違えました。すいません」

『そうですか。てっきりカナメの彼氏かと思いました』

「ハハハー」

　次のやつに急いで電話をしないといけないので、すぐに切ろうとする。が、呼び止められる。

『あ、そうそう』

「はい？」

『みかんを火曜日の昼に指定して送っておいた、と伝えてください』

「わ、分かりました」

　いやに普通の言こと伝づてで、シラサギのそうした面を知らない俺からすると違和感しかない。

　通話を断って、次の相手を探す。この流れだと『Ｔ』は父か？　別のアルファベットを選んだ方がよさそうだ。『Ａ』は兄か姉、『Ｉ』は妹、『Ｏ』は弟……と選択を潰つぶしていく途中、「意外すぎる」と呟つぶやく。こいつのことだから親兄弟も皆殺しにしたかと思っていたけど。

「……生きているんだな、母親は」

　そこだけは評価してやってもいい。

　同じカス野郎として、偉そうにそう思った。
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　なに食おう。一日で昼飯選ぶのに一番悩んでね？　俺。

　あれ、なんか事故っぽい？　うわ、人死んでね？　グロイわー、キモイわー。

　テレビとか来ていて映ったらどうすっかな。打ち合わせとかぬかして映画見に行ったのがバレかねない……。

　町の中を走り抜ける間、声はひっきりなしに成なる実みに届く。醜みにくいもの、欲望を露あらわとするもの。わけの分からないもの。人の本音が加工抜きで成なる実みに直送されるのだ。その中には成実のように潔癖性な者からすれば、吐はき気をもよおすほど品のないものもあった。

　そのゲスな欲望から顔を背そむけるように、成実が口を押さえて俯うつむきながら走る。そうしていると前方不注意となり、同じく不注意だった女性と正面からぶつかってしまった。

「おっと、っと」

　ぶつかった女性の方が目を白黒させて驚く。成実は「すいませんっ」と反射的に頭を下げる。ぶつかった相手は目鼻がくっきりと彫りの深い顔立ちで、ブロンドの髪は地毛のようだった。町中ではあるが大きい白衣を着て、腕をポケットにねじこんでいる。

　あのお嬢ちゃんと同じ制服だな。つーことは中学生か。なんでこんな時間にいるんだ？

　そんなことを女性が考える。そして一拍置いてから思いついたように、唇くちびるを素早く動かして喋しやべり立ててきた。まったく意味不明に。

「ラウアキュシフィッシェウィユアー！」

　まるで異国の言葉で怒鳴られているようで成実がびくつく。しかし聞こえてくる心の声は、『早口で言えば英語っぽく聞こえんだろ』というものだった。心の声は完全に日本語で、流りゆう暢ちようなものである。思わず拍子抜けして、足を止めてしまう。なにこの人。

「……なんか言えよぅ」

　いじけたような口調で成実にジト目を向ける。普段の成実ならノリよくわけの分からないなんちゃって英語を返しただろうが、今はそれどころではない。白衣の女性が頭を搔かく。

　しかしミミズのやつ、一人でどこ行ったんだか。連絡もつかねぇし。

「と、電話だ」

　噂うわさをすればなんとやら、かな。お、ビンゴ。ミミズ爺じいと。

「おぅおぅ。……駐車場の方？　へいへい、分かる。それと……あー？　あいつと会った？　うそぉ、マジで。こんな近くに住んでんのかあいつ……というか生きてたのか、そりゃいいや」

「あの、それじゃ」と電話中の女性に頭を下げて、成実がまた走り出す。ミミズという言葉、名前に聞き覚えがあって、そこに危機感を持ったのもあった。そしてなにより、あの白い少年が怖かった。あれは絶対に追ってくる、と振り向き、まだ見えないことにかえって不安になる。

　成実は信号の側そばの通りで足を止める。無計画に距離を取るべきじゃなかった、と後悔し始めた。隠れつつ一定の距離を取って心を読んでいる方が、安全に行動できたのではと思ったのだ。

　これでは成実の方も、白い少年を見失ったようなものだった。そのことに気づいて急速に心細くなる。引き返すことはできなくても、物陰に隠れて心の声が聞こえるのを待とうか。

　成実が膝ひざに手を突きながら、そんなことを考える。その途中、タイツの踵かかとの部分がちぎれていることに気づく。一いつ生しよう懸けん命めい走ったから切れてしまったのかと思う。しかし形が規則正しくて変だった。まるで最初からそういう模様があったようにも見えた。

「きみ、ちょっといい？」

　俯うつむいていたら、正面から声をかけられて、肩を叩たたかれる。カワセミかと思い悲鳴を飲みこみながら顔を上げると、青い制服とベストを着用した警官が立っていた。それはそれで成なる実みの絶望を助長する相手だった。

「きみ、中学生だよね。学校の時間じゃないかな」

　制服を着てきてしまったことを激しく後悔する。警官は肩に置いた手を離しそうにない。表面上穏やかではあるが、その内面では成実の顔立ちや体つきを観察していた。

　どこも薄っぺらで、色気のない子だなあ。

　成実の頰ほほが、かぁっと熱くなる。自身のコンプレックスをみんなが内心で指摘している、ということを知って、恥はずかしくていたたまれない気持ちだった。一切、外を歩きたくなくなる。

　だが今はそれよりも、警官が邪じや魔まだった。事情を説明しても分かってもらえないだろうとは理解している。頭の中で殺そうと思っているんですと言って、誰が信用してくれるものか。

　成実しか心を読めないのである。なんの証拠も作り出すことができない。

「学校は、あの、文化祭の振り替え休日で、」

「じゃあどうして制服を着ているのかな」

「あ、外、出るときは制服着用って、手帳に書いて、」

　成実が苦しい言い訳をする。その態度から、やましい部分があるのは心など読めなくとも警官の目にも明らかだった。「ちょっと話を聞いていいかい」と、連行しようとする。

「あ、いたいたー。おーい、なる？」「なるぴー」「そう、なるぴーちゃーん」

　そこに陽気に手を振って、悪夢の元締めがやってきた。成実が今度こそ、卒倒しかける。

　カワセミと巣す鴨がもが鼻先を赤くしながら駆かけてきた。まるで友達との待ち合わせに急ぐように。

「やっぱり近くにいると思ったよ。ただまぁ、補導されかけているとは思わなかった」

　カワセミの方に見覚えがあるのか、警官が目を剝むく。「シラサギ様……シラサギさん、の」と微び妙みように言い直す。「そう側近、みてーなもんです」とカワセミが肩書きに笑う。警官は教団の信者らしい。シラサギの側そばに立つ者として、カワセミを当然のように敬うやまっていた。

　巣鴨の方は、息が切れていた。顔を真っ赤にして「ちかれた」と舌を出している。走り疲れたようだ。警官は巣鴨の方を一いち瞥べつして、その格かつ好こうと発育に好色な評価を持つ。

　警官の注意がそっちに向いていることは察する。だが今度はカワセミの方が成実を捉とらえて離さない。警官を「いいからいいから」と退しりぞけさせて、この場から遠くへ行かせてしまう。

　あいつ、ほんと人気あるなぁ。まぁ性格以外は最高だからな。

　カワセミがここにいない相手を評価するのが聞こえる。それを区切るように「さてと」と、成実に微笑ほほえみかける。人当たりのいい笑え顔がおだが、その目にはどこか薄暗さがつきまとう。

「そういえば、さっき浅あさ香かちゃんいたよね」

「あぁ、いたいた。外でも白衣なのな、あの人」

　巣鴨の世間話にカワセミが答える。その間に、成実の足は後ずさる。

　白ヤギの語った白い少年。目の前にいる相手は、間違いなくそれだった。

　その白ヤギの忠告も忘れて、成なる実みは再び逃げようと走り出した。
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　ミミズが悠ゆう々ゆうと、懐ふところにしまっていた包みを剝はがした。巻物のように閉じられていたそれが開かれると、中身がぽろぽろと地面に落下する。中に入っていたのはすべて、人差し指だった。

　首もとに突き刺さった自身の人差し指を摑つかんだまま、ナメクジが血相を変えて立ち上がった。これからミミズがなにをやろうとしているか、すぐに見当がついたからだ。だが負傷の酷ひどいナメクジより、ミミズの方が圧倒的に早い。その能力は身体からだを動かす必要がないからだ。

　地面に転がった指が次々に、浮上する。糸で吊つり上げられるように、しかし種も仕掛けもなく浮遊する。ミミズの腰の高さまで、中腰のナメクジの目線にあわせるような位置で固定されたそれの指先はすべて、正面を向いている。黒く変色しつつある指が、ナメクジを指す。

　そしてミミズの微かすかな指示のもと、一斉に人差し指が突撃してきた。この世のものと思えない光景に面食らう間もなく、ナメクジはそれを避さけるために地面を転がった。肩を地面に叩たたきつけるように身を伏せて、一斉に飛んできたそれをやり過ごす。しかし一度、首を刺されて冷静になったのか安易にミミズのもとへ飛びこまない。恐らく、と嫌いやな予感を信じて振り向いた。

　ナメクジの予想通り、人差し指たちが高速で引き返してくる。今度は高低差まで存在してナメクジに飛びかかってきた。狭せまい路地、既に壁際に立つナメクジは避ける場所がなく、咄とつ嗟さにナイフを振るう。四本の指で不ぶ格かつ好こうに振るったナイフは勢いがないものの、目を狙ねらってきた指を弾はじき飛ばす。しかし切断はできない。そしてすべての指を防ぐことなどできず、飛来する残り六本の指がナメクジに突き刺さる。服の上から貫通して腕、腰、鎖さ骨こつとナメクジの身体を深々とえぐる。突き刺さった後はミミズの指示を受けて、捻ねじるように奥へ差しこまれていく。

　更に弾き飛ばした指も空中で激しく回転した後、再びナメクジ目がけて一直線に進む。ただでさえ苦く悶もんの声をあげて仰のけ反ぞっているナメクジの目が、その絶望を捉とらえた。先程同様、左目を狙ねらい澄ますその指の先端を忌いま々いましく睨にらむ。ナメクジは力を振り絞しぼって顔を背そむけ、指の当たる場所を頰ほほへずらした。指先に頰を激しく擦こすられるものの、なんとか目を守ることに成功する。

　だが状況が好転したわけでもない。刺さらなかった指は何度でも距離を取り、加速してナメクジを狙ってくるのだ。ナイフを振り上げようにも、腕に突き刺さる指がそれを邪じや魔ましようと関節を折り曲げて、腕を下ろさせようと働いてくる。寄生虫に体内を操作されるような感覚にナメクジが総毛立つ。敵かなわない。まったく、通じない。

　これまでの経験も、生き方も。なにもかも瓦が解かいし、通用する見込みのない相手。

　業界で最さい高こう峰ほうと称されるミミズの能力に、ナメクジは畏い怖ふする。

　ミミズが包みからこぼれ落ちなかった人差し指を更に用意して、トドメを刺そうと宙に浮かす。勢いをつけさせるために、後方へと下がらせた。操あやつれる数に制限はないものの、指自体に特別な力や硬度があるわけでもない。対象との距離を取って加速しなければ効果的な威力は発揮できなかった。

　ナメクジが飛来する指を摑つかみ取り、押さえこもうとする。指一本と必死に格闘しながら見上げると、ミミズの背後に絶望的な光景が広がっていた。ミミズ自身も、ナメクジを見下ろす。

　残念だったねぇ、ここで終わりなんて。

　目と口がそう語った瞬しゆん間かん、ナメクジのただでさえ流血で失われた血の気が引く。歪ゆがむ。ここで終わることを客観的な自分が受け入れてしまい、思考が錆さびつく。停滞して、まばたきを失う。なにをすればいいのか、理性も、本能も答えを見つけることができなかった。

　そうしてミミズが、いざ、その指の大群を飛ばそうとした瞬間。

　どさりと。人の倒れるような音が、ミミズの背後から聞こえてきた。

　次いで苦汁の呻うめき声。漂う血の臭におい。

「いっだ、ぁぁ……！　あの、少年、油断した……参ったな、まいった……」

　右腕にナイフの刺さった男が路地裏を派手に転がる。背後に突とつ如じよとして現れた男、『一号』に巻きこまれる形で指が地面に落下してしまう。ミミズもつい振り向き、目を点にする。

　長髪で隠されていた横顔が露あらわになると、「おや」とミミズが懐なつかしいものを見る目となった。

「きみは……」

「げっ！　……あぁ、いや。お久しぶりです」

　一号が露ろ骨こつに嫌いやそうな顔をしながらもミミズに挨拶あいさつする。ミミズも面識があるようだが、今はそれよりとすぐに正面を向く。その間に、一いつ瞬しゆんにして背後の一号の姿が消えたことにも気づかないまま、「あぁやはり」と派手に頭を搔かいた。

　ナメクジは既に走り去り、ミミズと大きく距離を取っていた。人差し指がナメクジの『手もと』にない以上、咄とつ嗟さに足止めすることはできない。突き刺さった指を操作しても、ナメクジは必死に走り続けて能力の効果範囲から逃れる。指を切り落としたことは、まったくのムダというわけでもないのだ。

　振り返ることなくナメクジは駆かけて、終わりを遠くに感じていた路地から脱出する。人目につけば悲鳴をあげられる、凄せい惨さんな外見となっていたがなりふり構わず通りを走り抜ける。深く考えることもできず、人の少ない方向を直感的に選んで道を曲がった。

　その頃には指が肉体をえぐることはなくなっていた。走りながら首に刺さる自分の指以外を引っこ抜き、通りがかったコンビニの燃えるゴミへ叩たたき捨てた。店員や、入ろうとした客がナメクジを見て仰ぎよう天てんしていたが、その口や目撃を塞ふさぐ余裕もなかった。

　小さな時計修理屋の前を通り、巨大な立体駐車場の角を曲がる。中に飛びこんで隠れようかと考えたが丁度出てくる青い車があり、運転手の若い男がナメクジの様子に信じがたいものを見る目を向けた。その視線を嫌って前を通り抜けて、再び別の路地へと入る。

　そうして転がりこんだ物陰には二人の先客がいた。

　奥にいる少年のその見知った顔を睨にらみながら、力尽つきたようにナメクジは倒れこんだ。
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　ナメクジだかマイマイだか呼ばれている殺し屋がいきなり飛びこんできて、電話中だったが思わず尻しりが浮いた。「うぇひぃっ」とか電話の向こうに聞こえてしまっただろう。

　前転でもするように転がって、地面に倒れ伏す。すぐに起き上がって俺を睨んだが、地面について身体からだを支える腕が震えていた。立ち上がることはできず、シラサギと似た姿勢で壁に寄りかかって、大きく息を吐はく。こちらに危害を加える余裕もないようだ。

　ナメクジは満身創そう痍いだった。頭部からの出血で髪の先端が赤色に染まり、固まってしまっている。髪留めも赤黒くなって昨日見かけたときと印象が大きく異なる。頰ほほには涙の通過した跡がうっすらと残り、発汗も酷ひどい。上着を脱いできたのか、右腕が丸出しだ。

　更に一番異様なのは人差し指が失われて、しかもその指が鎖さ骨こつの近くに突き刺さっていることだ。以前の俺なら一目見ただけでゲロを吐くところだが、今は酸っぱい汁を舌の上で味わうだけに留とどまった。指の断面図を見せないように配はい慮りよしているようで、そのお陰だろう。見たら洪水が訪れる。

　他にも何カ所か、指と同じ太さのものが突き刺さったような穴が服と身体からだにあった。

　人差し指の被害ということで他ひ人と事ごとに思えない。これもあの爺じいさんの仕業だろうか。

『もしもし。話を聞いていますか』

　電話していた『Ｒ』が若じやつ干かん苛いら立だった声でせっついてくる。「あぁはいはい」とナメクジを横目で警戒しながら返事した。Ｔの次に選んだ相手はシラサギさんと呼んだので、状況を説明して救援を依頼した。その途中、ナメクジが現れたというわけだ。

『すぐに迎えが行くと思いますので、それまでシラサギさんをお願いします』

「……分かった」

『うぇひぃっ』

　最後に俺の奇声を真ま似ねして電話を切りやがった。こいつ嫌いやなやつだ、絶対。

「なにか、来るの」

　虚うつろに霞かすんだ目で空を見上げながら、ナメクジが尋たずねてくる。敵か、敵。譫うわ言ごとのように唇くちびるが動いている。こいつが逃げてきたのだとするなら、ここにいるとヤバイかもしれない。

「こいつの迎えだよ。さっき刺されたんだ、急がないと……」

「必要、ないでしょ」

　喋しやべり方がぎこちなく、しかも言い終えると噎むせている。魚の骨が喉のどにでも引っかかるように、突き刺さっている指が邪じや魔まなようだ。引っこ抜けば血が溢あふれるので、そのままなのだろう。

「狸たぬき寝入りしている、だけ、だから」

「……え？」

　ナメクジが鼻を鳴らす。俯うつむいているシラサギの顔を覗のぞきこむと、舌打ちが聞こえてきた。

「嫌いやなやつね、勝手に種明かしして」

　シラサギの目と口が開く。顔を上げて、鬱うつ陶とうしそうにカツラを剝むく。

　露ろ出しゆつさせた豪快な長髪を搔かき上げて、俺を睨にらんできた。

「もっと丁寧に運んでくれないかしら。あなた、誰を背負っていると思っているの」

　壁に打ちつけた額ひたいが真っ赤になっている。その患部を撫なでつつも、平然としていた。

　シラサギがこちらの驚きよう愕がくを見て取り、鼻で笑う。

「伊だ達てにぶかぶかのローブを着て余裕持たせてないわよ。中に鉄板ぐらい仕込んであるわ」

「てっぱ……あ！」

　色々と納得のいくことがあった。

「血が出てないことに気づかないなんて、とことんカス野郎ね」

　シラサギが背中を向ける。確かに、気が動転してろくに見ていなかったが、出血は一切していない。ローブの中に染みこんで隠れてしまったかと思っていた。というか鉄の板を身体からだに張り付けたまま平気な顔で動き回っていたのか。どれだけ体力あるんだ、こいつ。

　そして道理で、見た目よりずっと重いわけだ。内臓脂肪でも多いのかと思った。

「人を刺したことがないのなら手応えも知らない。だからすぐには分からないと思ったわ。後は二回、三回と刺して悟さとられる前に隙すきを見てナイフでも奪うばうか転ばして蹴けり潰つぶそうかと考えていたんだけど」

　最初から刺されることを織り込み済みだったらしい。いやにあっさり刺されるとは思ったが。

「やっぱつけとこう」とカツラを被り直す。ついでにセンスの悪いサングラスもかけた。それからナメクジを一いち瞥べつして、「こないだ、会場で暴れていた女ね」と言った。

「随ずい分ぶんと個性的なファッションじゃない」

「少し、休んでる。話しかけないで」

　ナメクジが目を瞑つむる。いいのだろうか。休むどころか寝入って、そのまま目覚めない雰ふん囲い気きなのだが。呼吸を忘れたように身体の動きがない。……この人に脅おどされたこともあったなぁ。

「なぁ。その鞄かばん、他になにか入ってないのか？」

　携帯電話を返しながらシラサギに聞いてみる。シラサギは自分の鞄を摑つかみ、口もとを曲げる。

「なにか？　なにがほしいの」

　まるでどんなものでも取り出せるような言い回しだった。

「じゃあ、包帯と消毒薬」

「巨万の富とか言わないのね、バカバカしい」

　どんな形でも俺を罵ば倒とうするのが趣味なのか、この女。しかも鞄かばんを漁あさると本当に出てきた。ド○○○○のご先祖様かなにかだろうか。その二つを手のひらに載せて、シラサギが問う。

「こんなものどうするの？」

「とりあえず譲ゆずってくれ。あんたになにか借りるのは嫌いやだから、くれ」

　手を突き出す。シラサギが「死ねカス野郎」と二つを放り捨てた。大して遠くはない。拾いに行くつもりもないようなので、俺が勝手に使うことにした。拾ってから、ナメクジの側そばに屈かがむ。左手が弱く握っていたナイフを奪うばってから、それで包帯を適度な長さに切る。ガーゼはないので包帯に消毒薬を吹きかけて頭部の傷口に塗ると、その刺激でナメクジが目覚めた。

　薄目を開けて、「いてぇ」と文句を言ってくる。なんか、まだ死にそうにないな。

「なに、やってんの」

「あんたには聞きたいことがある。それまで死なないように助ける」

　前にもこんな風に瀕ひん死しのやつを手当てしたことがあったな。ビルで、瘦やせ細った男だったか。あの男と出会って気遣ったせいで顔面は大だい惨さん事じとなった。俺はあのときからなにも成長していないのか。

　血を拭ふき取ってから、その包帯は破棄する。次の包帯を切ろうとしたところで、自分のナイフが手もとにないことにナメクジは気づいたらしい。「返せ」と腕を振り上げるが、俺でも避よけられる鈍重さだった。しかも途中で引っこめて、くたっと地面に下ろしてしまう。

「キャー、カス野郎くんカッコイー」

　シラサギが腐った棒読みの声で賞賛してくる。勿もち論ろん、褒ほめる気など微み塵じんも感じられない。

「あなた、それで善意を振りまいているつもり？」

「俺はあんたと違ってスッゲーいいやつなんだ」

　こちらの返事も心にもないことだった。シラサギが嘲ちよう笑しよう混じりにぼやいた。

「いいことしたって幸せになれないのにねぇ」

　当たり前のことを言っているので聞き流した。むしろナメクジの方が反応する。思うところがあるのかシラサギを見つめる。こら、治療中なのに頭を動かすな。緩みそうになる包帯を再度巻きつけて、端を縛しばって固定した。包帯が白い髪留めのように機能している。

　自分の包帯を巻いているせいか、手当てが上達してしまった。誇ほこらしくも悲しい。

　他の箇所、空いている穴も覆っておいた方がいいだろう。また消毒薬を吹きかけて傷口に塗ると、ナメクジがしかめ面つらになる。鉄てつ面めん皮ぴかと思っていたが案外、表情豊かなようだ。

　でも今までを振り返ると軽く頭おかしいからなぁ。心を許すのは止やめておこう。

　その頭おかしいナメクジが話しかけてきた。愛想の欠片かけらもない声だった。

「聞きたいことって、なに」

「巣す鴨がもを恨うらんでいる理由を聞きたい」

　あいつが側そばにいることも多い以上、必然、気になる。

　そこに加えて人の『復ふく讐しゆう』に興味があった。

　世界には多くの悪意がある。敵意がある。その歪いびつな心の形が、目の前に一つある。

　ナメクジの目がぎろりと、力を取り戻したように大きく動いて俺を睨にらむ。

「あいつは、右腕を奪うばった」

　ナメクジが右腕を水平に掲げて見せつけてくる。段々、目が濡ぬれるように輝いてきた。

「許しておけない。絶対に、殺してみせる」

　後ろ向きではあるがそこに決意があり、精気が宿っている。活気を取り戻したように呼吸が盛んになり、腕に触れているだけで分かるが血流が速くなっていた。少年漫画のお約束、怒いかりでパワーアップを実際に見たことはないが、こうして生きる気力が肉体を突き動かすのは似たようなものかもしれない。怒りで頰ほほが紅潮して血色も悪くないものとなっていた。

「右腕か……あぁそりゃ、怒るわな」

　俺自身が安易に同情できるような見た目でもないので、適当に頷うなずく。しかし巣す鴨がもが自分の手でやったとは思えないな。右腕を切り落とすなんて重労働、疲れるからやりたがらないだろう。

「巣鴨、ねぇ」

　シラサギがその名前に反応する。そういやぁ、巣鴨の親おや父じは教団のお偉いさんだったな。知っていても不思議じゃないか。腕や身体からだの穴を包帯で巻いて塞ふさいだ後、首に目をやる。

　こいつも引っこ抜いて、傷を包帯で覆った方がいいだろう。しかし、あまり触さわりたくない。ただでさえ指の断面図を見るのも嫌いやなのに。そう躊ちゆう躇ちよしていると、救い？　の声があがった。

「私がやってあげるわ」

　静観していたシラサギが嬉き々きとして立候補する。こんなときだけしゃしゃり出てくるなよ。

　意見を待たずにシラサギがナメクジの首もとに手を伸ばす。さすがにナメクジの肩が上うわ擦ずって身構えるが、シラサギの方は委細構わず「そーれ」と指を摑つかみ、引っこ抜いた。

「けぷっ」とナメクジが唇くちびるの端から吐と血けつする。ずるずると指が抜ける感覚に鳥肌が立っているようだ。指と首の隙すき間まから血の泡が漏もれて、ぐぷぐぷと空気の抜けるような音がした。見ているこっちも気分が悪くなる。シラサギが指を完全に抜いてから、すぐに傷口の治療を始めた。

　ナメクジは消毒薬の刺激に泣きっ面つらを浮かべながら、四本しかない指をシラサギに突き出す。

「返せ。それ私の指」

「言われなくてもこんなもの持っていたくないわよ」

　シラサギが指を放り投げる。ナメクジは器用に中指と薬指だけでそれを受け止めた。振動で断面が揺ゆれて、血が滲にじみ出す。うぇぇ。俺も指が全部吹っ飛んだことはあったが無我夢中で、まじまじと眺ながめる機会はなかったからな。こうしてみると、人間って美しくない。

　包帯を首にぐるぐる巻きにする。それで包帯を使い切ってしまうつもりだった。どこもかしこもナメクジは包帯だらけで、ミイラの失敗作といった風ふう貌ぼうだ。俺も顔面の半分は包帯巻きなのだから、これでミイラ仲間が増えたことになる。こんなのばっかりか、裏世界。

「しかし、こっちは静かね。向こうの通りは酷ひどいものなのに」

　腰に手を当てて、シラサギが通りを覗のぞこうと背伸びする。確かに言う通り、事故現場に溢あふれかえる阿あ鼻び叫きよう喚かんは聞こえてこない。駅前のデパートの屋上が妙みように静かなことに似ていた。

　意識の外に位置すれば、人の流れや悲鳴から逃れることができるのだ。

「所しよ詮せん、惨さん劇げきも一歩離れれば死角の風景にすぎないわね」

「……………………………………………」

　ご高説の最中さなか、ナメクジは指を握りしめたまま無言で、シラサギの鞄かばんを見つめていた。俺もその視線が気になって鞄をちらちらと見ながら、包帯を結び終える。こうしてみると包帯を巻く姿はファッションのようだ。駅で半年に一回ぐらい、こういう痛い自己主張の格かつ好こうをした女の子を見るような気もする。さすがにそこに加えて指がぶっ飛んでいるのは見ないが。

「……感謝はしない。でもあんたに借りは作っておく」

　ナメクジが俺の手から用済みのナイフを奪うばい返した後、首の包帯に触れながら礼を言ってきた。一応礼ではあるだろう。いかにも無愛想なこの女の言い回しだった。予想通りである。ここでツンデレさんめ、と頰ほほを指でつっついたら普通にナイフの柄つかで殴なぐってきそうだから、「おぅ」とこちらも控えめに頷うなずいておいた。

「巣す鴨がもを殺したくなったらいつでも手伝うから」

「ネーヨ」

　多分。

　ナイフを構えているおねーさんの側そばにいたくないので、距離を取って座る。ここに留とどまる理由はないのだが、じゃあこれでと逃げられる雰ふん囲い気きでもない。それに、安全ではある。

「あんたに一応頼むけど」

　ナメクジがシラサギに声をかける。俺たちに背を向けていたシラサギが振り向き、首を傾かしげる。童女のようにあどけない表情を形作っていて、『あぁ嫌いやみを言うつもりだ』と察した。

「あら私？　ところで誰の持っていた包帯と消毒薬で治療したのか、あなた知ってる？　知らないならそっちのカス野郎に聞いてみてくれないかしら」

「……あなたにお願いがあります」

「はいなぁに？」

「その鞄をくれ」

　俺の頼み方を真ま似ねするようにナメクジが要求した。しかも、殊しゆ勝しような態度は一いつ瞬しゆんで引っこむ。

「中身はいらないから、鞄かばんだけほしい」

　シラサギが「ふぅん？」と眉まゆを吊つり上げる。今度は態度に言及せず、壁際に戻って鞄を摘つまみ上げる。「それ」とナメクジが頷うなずいた。シラサギが焼き芋いも用の道具を入れていた鞄だが、これにどんな価値があるのか。旅行用にでも使えそうな、口が大きめの鞄ではある。物を入れやすそうで、しかしだからどうしたという感じではあった。

「そうね……その前に質問があるわ」

　シラサギがナメクジの側そばに寄る。横に座りこんでから、ナメクジに何事かを耳打ちする。

　ナメクジは右目をシラサギの方へ向けながら黙だまって聞き、「ああ」と目を泳がせた。

「なんか言ってたな、そんなこと。どうでもいいけど」
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「私にはどうでもよくないわ」

「大丈夫。誰にも言わない、言う相手もいない」

　それはそうっぽいわねぇ、とシラサギが肯こう定ていする。シラサギにとって重要な話、ねぇ。

　こいつの過去のなにかを知ったとか、そういうことだろうか。恐れることなんてそれぐらいしかないだろう。シラサギが納得したのか、「ま、いいわ」と鞄かばんをナメクジに渡した。

　こいつにしては親切で、なにか裏がありそうだ。思うところでもあったのかもしれないが。

「中身はいいの？」

「もうなにも入ってないわよ」

「あ、そ」

　鞄を受け取ったナメクジが、通りの方を向く。点々と地面に残る血の跡を睨にらみ、

「さて。戦ってくるか」

　己を鼓こ舞ぶし、奮ふるい立たせるように宣言してナメクジが立ち上がる。逃げ出してきたと思ったし実際そうなんだろうが、そこからそんな発言が飛び出すのには驚いた。

　力なき俺が選んだら、愚ぐ行こうと笑われてしまう選択だったから。

「別に、無理して戦わんでも。逃げりゃあいいのに」

「大抵のボス戦は逃げられないものよ」

　シラサギが口を挟はさむ。例えとして間違っていないのかもしれないが、神様を気取るやつにしては俗すぎる気がしないでもない。ナメクジが「そんな感じ」と肯こう定ていして、髪を搔かき上げる。

「ここで逃げても追われる。そんなことしていたら、いつまで経っても巣す鴨がもが遠い」

　シラサギから譲ゆずり受けた鞄にナイフと指を放りこんで、駐車場の入り口の方へと壁づたいに歩いていく。この立体駐車場で決着をつけるつもりだろうか。それなら、離れておかないと。

　ナメクジを見送るシラサギが、わけの分からんことを言う。

「三人揃そろってザーボン、ドドリア、キュイって感じだったわね」

「どんな感じだ」

「勿もち論ろん、あんたがキュイね」

　どこにどう、『勿論』があるのか詳しよう細さいな説明を求めたい。一番弱いってことか？

「へいへい、あんたは美形のザーボンさんね」

「私？　なに言ってるの、ドドリアに決まってるわ。あの女の方が強いもの」

　シラサギが俺の見解を否定する。自分をドドリアとはっきり認める女も珍しかろう。

　色で考えると、ドドリアが一番女の子っぽいな。

「でも、大丈夫かね。手当てしたわけだし、ムダになってほしくはないんだが」

「さぁて……ま、『一人』だったら、殺されるでしょうね。でも一対一が二つだったら、或あるいは」

　シラサギが思わせぶりに言う。まるでなにかを知っている口ぶりだが、こいつの普段の行動を考えると単なる知ったかぶりで、根拠や意味はないかもしれない。ハリボテ人生だからな。

「そしてなにより、運があれば生き残るわ。……見たところ持っているわね、あの女」

「そうかぁ？」

　腕も奪うばわれて、指も切断して。痛い目ばっかり見ている気がするがね。

「すんなり殺されてくれるのが一番だけど、さて……それよりも」

　シラサギが携帯電話を確かめる。「ヒビ入ってるじゃない」と液晶に顔をしかめた。金持ちなんだからこれを機に機種変更でもしてくれ。

　……しかしこいつと二人きりって、考えたら凄すごい状況だな。信徒に知られたら大目玉だ。

「電話、すぐに迎えに来るって？」

「あぁ。後、みかんが明日の昼に届くってさ」

「あらそう」

　表情一つ変えない。少しぐらいは、知られて動どう揺ようするかと思ったんだが。

「あんたの母親、生きているんだな」

「本当に母親ならね」

　またも思わせぶりだった。これまでもそうして煙けむに巻いてばかりだったのだろう。

　畳む気のない風呂敷を広げ続けて、教団に属する者の足を掬すくってきた女。正義も悪も漂う空気のように透明で、本心をひた隠す。俺にとっては悪そのもの、諸悪の根源。

　そこにもし正義があっても。善良さがあっても、俺には見ることができない。

「なぁ、あんたが神様始めようと思ったきっかけってあるのか？」

　そういうことを聞く雰ふん囲い気きを感じ取り、それっぽいことを尋たずねてみた。

　返ってきた答えは簡素なものだった。

「退屈だったから」

「ど、どっかで聞いた理由ッスね」

　そんなこと言っていたやつと傲ごう慢まんさはよい勝負だが。

「力もない、志こころざしもない。なにもないのに、いつの間にか神様。人生ってチョロいわー」

　おちゃらけるが、本心も含まれているのだろう。きっとこいつの殉じゆんじるべき正義は透明で、本人にもその全ぜん貌ぼうを把は握あくできていないのだと思う。

　俺も似たようなものだ。今日だって、シラサギを助けてしまった。人助けは大抵善意の行動だが、それが正解とは限らない。俺の目的を考えれば、正義とはとても言い難がたかった。

　始まりと終わりを明確に定めた筒の中で飼わなければ、正義や目的は霧む散さんして見えなくなる。

「……………………………………」

　俺の戦いには始まりがあって、けれど未だゴールを見つけていないのだ。

　しかし軽薄に自己評価したが、シラサギにはなにもないわけではない。積み重ねた噓うそと、人心掌しよう握あくのための努力がある。人から褒ほめられるようなことではないが、そこには苦難が幾重も待ち受けていただろう。心の張り裂けるような選択と結末もあったはずだ。

　そうしたものをへらへらと笑いながら潰つぶし続けてきたシラサギは、『強い』。

「やっぱり、カス野郎よね」

　頰ほお杖づえを突いて俺の目を覗のぞきこみながら、シラサギが言う。

「しみじみと言われてもな。なんのことだ」

「私を普通に助けたことよ。もし私がその立場だったら刺されましたー、この人全知全能なのに刺されましたー。シラサギでーす、これ、神様気取ってるシラサギさんでーすとか担かつぎながら世間に言いふらして走り回るもの」

「……あー、そこは流してくれ。俺も後悔している感じだから」

「ところであんた、本当に今日は護衛抜きなのか？」

「いないわよ。お供はカス野郎一匹だけ」

「不用意じゃないのか、あんたにしちゃあ」

　指摘すると、『これだからカス野郎は』とばかりに鼻で笑われる。

「逆ね。信用できない殺し屋や超能力者を連れて歩く方がよっぽど危険よ。所しよ詮せんあいつら、金で動く人殺しだもの。いつ裏切るか分かったものじゃないわ」

「……なるほどな」

　一理あった。護衛をつけるときの意見として、大いに参考になる。

「私が信用して側そばに置くのは、他の理由で動くもの。あんまり、いないけどね」

　カワセミは金で動いていないのか。……あぁあいつ、テレビに出るって目的が一番だから。

　そこまで話したところでシラサギの電話が鳴る。液晶同様、着信音もひび割れて聞こえた。

「うん外ね、分かった」

　短い会話を済ませてシラサギが立つ。お迎えが到着したらしい。俺も秘書に電話すればよかったかと思う反面、大人を顎あごで使うことには慣れていないので抵抗がある。

「カス野郎……あれ。そういえばあんた、名前なんだった？」

　こいつに名前を呼ばれるぐらいならカス野郎で結構なのだが、ここは名乗っておいた。

　シラサギなんて偽名を名乗るお前とは違うぞ、という反発を込めて。

「五い十か川がわ石と竜か子げだ」

「分かったわ、カス野郎」

　見せびらかすように大げさに翼つばさを広げて、シラサギが光のある方向へ歩き出した。

「……結局、カス野郎じゃねえか」

　景色から浮いているように思えたローブ姿も、翼の庇ひ護ごの元では絵になる。見み惚ほれそうになる目の色をまばたきと共に切り替えて、ぶれそうな意識を統一する。

　俺もナメクジの戦いというものに巻きこまれないよう、表を通らないようにしてその場を離れた。あの一号とかいう詩人モドキは再び襲いかかってくる気配もない。逃げたのかそれとも、別の事態と直面して動いているのか。立体駐車場の一階にいる俺に、二階、三階は見えない。

　そして、その上層を覗のぞく資格もなかった。

　自分の弱さが憎にくい。もどかしい。戦いにおもむくことができず、ひっそりと物陰で息を殺す俺は物事の中心にしがみついているのも困難を極める。

　本来は、端役すら担当できない力なのだ。世界を見ろ、フィクションを見ろ。素晴らしき想像力から生まれる魔法を、奇跡を。それに比する俺の力は、あまりに現実に反逆していない。

　なにしろなにも起きない。周りになんの変化ももたらさない。人知及ばぬ天地の流れに一いつ矢しを報むくいる一滴の雫しずくにすらなり得ない。運命に屈し、便乗する他なかった。

　シラサギは翼を広げて、風を受け、運命の流れに乗った。

　翼がない俺の笹ささ舟ぶねには帆ほがいる。流れに乗り進むための、確かなる風を受ける帆が。

　俺たちの世界を始めた者の末まつ裔えいこそ、その帆に相応ふさわしい。

　頼むぞ秘書。俺は俺で、今すべきことをやる。

「嫌いだ、嫌いだ、だいっきらいだ……」

　シラサギに与えられた呪のろいを解こうと必死に、頑かたくなに右手に念じ続ける。

　放っておけば、恨うらみ辛つらみまで食われてなくなりそうだった。
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　立体駐車場の中へ逃げこみながら、ナメクジはぼんやりと昔を反はん芻すうしていた。

　老ろう婆ばを殺せなかった日のことだ。あのときは老婆に悩まされて、今度は老人に命の危機をもたらされている。亀かめの甲より年の功、とぼやいてから不気味に笑った。

「ジジババの相手は大変だよ、ほんと……」

　ミミズは確実に迫せまってくる。腕の穴や指、それに頭部からこぼれる血の跡を消してくる余裕はなかった。それを追ってくればナメクジのもとへ必ずやってくる。だからこそナメクジは駐車場を上っていく。近所のパチンコ屋と回転寿司屋の共同駐車場として作られたそこには、平日の昼前から大勢の車が停まっている。隠れる場所は十分にあった。

　大きな柱が四つあり、長方形を描えがくようにそびえている。その間に白線でしきられた駐車場があり、右手側には落下防止用のフェンスと、その向こうにうろこ雲と青空が広がっていた。

「………………………………………………」

　様々な車を眺ながめながら、駐車場の二階の奥に辿たどり着く。床の下に巡らされた電線を隠す鉄板を苦労しながら外して、鞄かぱんの底に敷いた。それが終わって壁に寄りかかり、大きく息を吐はく。

「巣す鴨がもを殺せれば、別に、もうどうでもいいのに」

　その後は自分の命さえ価値がない。ナメクジの人生はそこでお終しまいなのだから。

　新しい車が二階へ上がってくる。駐車場の空きを探してうろつく最中さなか、運転手である男とナメクジの目があう。左右を刈り上げてソフトモヒカンのような髪型の男はボロ切れのようなナメクジを見て、「うぁあああううああおおお」と開けていた窓から悲鳴をあげる。駐車場の薄暗い隅にいるので、幽ゆう霊れいの類たぐいかと思ったのかもしれない。

　ナメクジが投げやりに手を振ってやると他の車と衝突しそうになっていた。怪け我が人に駆かけ寄るほどお人好よしではないようで、車を出てこちらを警戒しながらも慌あわてて逃げ出す。それでも恐らくはパチンコ屋へ向かうのだから、ナメクジも思わず笑ってしまった。

　そうして、排気ガスの臭においの少し混じった風が吹くだけの静せい寂じやくが舞い戻る。風の音が波のように寄せては引き、ナメクジの血の臭いを換気していく。穏やかな昼間を迎えて、空も落ち着いた青色に満ちる。この空の下で自分が凄せい惨さんに殺される姿は、どうにも想像できなかった。

「あのとき、」

　老婆の足を止める方法だけは思いついていた。自分を使えばいい。セールスでもカラオケのキャッチでもなんでも装って、老婆に話しかければ足止めだけはできた。問題はその場合、近づかなければいけないしナイフを投げる方には手が回らない。一人での限界だった。

　一階と二階の中間、坂の直角に曲がる付近から男の声が聞こえてきた。ミミズかと思ったが声がずっと若々しいし、なにより一々騒さわがないだろう。ナメクジが警戒を解く。さっきの下りていった男が幽ゆう霊れいの自分を思い出して悲鳴をあげたのかもしれない。

「……………………………………」

　そして一つ思うことがあった。なぜ、ミミズはあそこにいたのだろうと。

　偶然にしてはよい場所で待ちすぎていた。まさか散歩中だったわけでもないだろう。となれば『なにか』があるわけで、ではその確信をもたらすなにかとは。例えば、内通者。

　例えば、誰かが事前にナメクジの行く先を教えていたら。

　そいつは今日より前にミミズと接触して、なにかしらの約束を交わしていたら。

　そいつは後続車が事故に遭うのは分かっていたので、先にタクシーに乗ったとしたら。

　疑う要素は何点かあった。タクシーを二台呼んだのはナメクジだが、心を読めるのならそれを簡単に知ることができる。それとそいつは『ミミズは人差し指を操あやつる』と事前に教えてくれはしたが、離れている指でも操れるという具体的な部分は教えられなかった。それは、先入観を植えつけてナメクジが人差し指を切り落とすのを期待していた、とも取れる。疑いだしたらキリがない。

　携帯電話は他の荷物ごと事故の際に紛失してしまったので、問いつめる術すべはない。

　ただ、もしすべてあっていたとしても、猪い狩かり友ゆ梨り乃のへの敵意は湧わかない。どうでもよかった。

　巣す鴨がも以外に殺意を向けて、熱の無む駄だ遣いをしたくない。これからミミズを殺そうというのはあくまで防衛、保身のための行為だった。純然たる殺意を出し惜おしみ、ナメクジの頭は冷える。

　視界の端でなにかが動き、変化を起こした。ような気がして、ナメクジが左右に頭を振る。だがなにも見当たらない。緊張しているのか、とナイフの柄つかで腹部を叩たたく。正直、打つ手がほとんどなかった。自分はここで死ぬのかという気持ちもあり、足もとに震えが来る。

「……超能力、を使えればね」

　そんなことを言っていた殺し屋を思い出す。今思えば大して腕のある殺し屋でもなかったが、教えられたことが一つある。その教えはナメクジに強く焼きつき、不動のものとなっていた。

　それはどんなに絶対的に見えるものでも、命を失う可能性はあるということ。

　どれだけの力を持とうと。権力に守られようと。超能力を駆く使ししようと。

　人間である限り、殺せないはずがない。
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「あ、また逃げた。なるぴーがんばるね」

「勿もち論ろん、今度は逃がしませんよっと」

　答えるカワセミの目が赤く染まる。人混みに紛まぎれて隠れようとする寸前の成なる実みの足もとに視線をやり、その露ろ出しゆつした踵かかとの一部をえぐり取る。血が一拍遅れて噴き出す。

　ぱひゅっと、水の入った袋が潰つぶれて中身を溢あふれ出させるような音がした。腰が抜けて地面に手をつくように走っていた成なる実みが悲鳴をあげてもんどり打つ。突とつ如じよ、足から勢いよく出血して転げ回る女子中学生に、周囲の注目が一気に集つどった。カワセミが舌打ちする。

「派手になったし、このままだと誘ゆう拐かいにもなってしまう。穏便に済ますつもりだったのに」

　だからこそ、表立って行動するのはカワセミ単独なのだ。実際は他にも配置されている者がいるだろうから、成実がどこへ逃げたところで捕とららえられるのは時間の問題だった。

　……いや、とカワセミはそうした自身の思考を否定する。

　或あるいはこの少女なら、自分さえいなければ逃げおおせたかもしれない。

「さて、どうしたものか……ここで始末するしかないかな、こりゃあ」

　無理に連れ去るよりは、距離を取ったまま喉のどでも飛ばして殺してしまった方が穏便だ。穏便の意味が常人のそれとは大きく異なった判断をカワセミが下す。シラサギの『連れてこい』という命令には常に、無理なら殺せという指示も含まれていた。しかし、とカワセミは思い留とどまる。今回は一つだけ気になる点があった。

「そういえば、一部分だけ飛ばすのは頭痛くならないの？」

　巣す鴨がもが尋たずねる。以前にナメクジの右腕を移動させた後、頭痛で悶もだえて起き上がれなかったことを踏ふまえての質問だった。カワセミが、指で摘つまむ仕草を取る。

「自分の肉に指を突っこんで、えぐり取るのを三週間ぐらい繰り返したらできるようになった。それまでは指や耳ぐらいしか無理だったけど、まぁ能力修行の賜たまものだね」

　石と竜か子げ少年の存在を踏まえて、修行という言葉を選ぶ。巣鴨もすぐにそれを察して、「今度石竜子くんに教えてあげよぅっと」と満面の笑え顔がおで言う。カワセミはそれに小さく笑った後、成実を見る。今は混乱して叫さけぶばかりだが、落ち着けばなにを口走るか分かったものじゃない。それに人混みが壁となり、成実をカワセミの視界から隠すようになってしまう。

「あーあー困ったね。これだけで僕の力は防がれてしまう。意外としょっぱいんだよな」

「ほんとだねぇ」

「気になるのは、能力……覚かく醒せいしたのかな。真実を口にする能力？　頭の上にフキダシでも浮かんで、それが見える能力？　未来を予知する能力、心を読む能力……可能性は色々あるけど」

　カワセミがパッと思いつくものを口にする。列挙したその能力を吟ぎん味みするように、口もとに手を添えたまま黙だまる。数秒の沈ちん黙もくの後、カワセミが前言を撤てつ回かいした。

「予定変更。やっぱり生かして一度、あいつのところに連れていこう」

「あいつ？　シラサギさん？」

「そう。きみ、友達のフリして駆かけ寄ってあの人壁を除のけてくれない？　あの子の顔が僕に見えるようにしてくれればいいから」

　カワセミが巣鴨に軽い調子で頼む。巣鴨はなにがおかしいのか、一笑する。

「フリ？」

「まさか、本当に友達なんて言うなよ」

　カワセミの呆あきれた物言いに、巣す鴨がもが肩を揺ゆらす。そして依頼を受ける気になったのか、暢のん気きにも取れる大またの走り方で人混みへ向かう。かっぽかっぽというマヌケな足音を聞きながら、「頼りがいのある背中で」とカワセミが横を向いて皮肉った。

「なるぴー、だいじょうぶー？」

　フリもしてねぇよとカワセミが思うほど、緊張感なく巣鴨が声をかける。人を強引に、大げさなほど押し退のけて、カワセミと成なる実みの間に直線を作ろうと動く。一応、頼まれたことはこなすつもりのようだった。

　そうして人を搔かき分けて現れた巣鴨を見た瞬しゆん間かん、騒さわいでいた成実の怯おびえた目が更に歪ゆがむ。驚きよう愕がくの表情、なにごとかをぶつぶと、読み上げるように呟つぶやく口もと。その果てに成実は巣鴨を否定するように、首を左右に振る。その様子を眺ながめて、カワセミが確信した。

「ふぅん……噓うそか心か知らないが、読んでいるみたいだな、ありゃあ」

　カワセミが巣鴨を行かせたのは、その確認の意味もあった。

　巣鴨の心中。一体、どんな悪夢を見たのやら。

　そして、巣鴨が横に退しりぞいて。

「生かしてはやるさ。ただし、」

　カワセミの目が険しく細められる。成実の固く閉じていた唇くちびるが突とつ如じよ、過程をすっ飛ばして開かれる。そして周りに、カワセミからすれば『見せびらかしている』と取れる無防備なそれを、慈じ悲ひなく奪うばい取る。

　直後、成実の悲鳴は途絶えた。白目を剝むいて気絶したこともあるし、なにより、物理的に叫さけぶこともできなくなっていた。その変化は音もないために、最初は周囲も気づかなかった。

　成実の『舌』が地面に落下する。半分ほど吹っ飛んだその赤い舌がぺたりと、纏まとっていた唾液で地面を濡ぬらす。そこでようやく周りの人間、心配する者も、野次馬もその異変を悟さとって、悲鳴をあげた。巣を襲撃されて這ほう々ほうの体ていで逃げ出す小動物のように、散っていく者もいる。

　人が少なくなって一石二鳥。カワセミは冷淡にそんな感想を持つ。

　たとえその力でなにを見抜こうとも、語る舌さえ切り取れば怖くはない。

「運が悪ければ出血死か、窒ちつ息そく死か……ま、病院に早めに連れていけば助かるだろ」

　カワセミが軽い頭痛を感じて、額ひたいを押さえる。かつては無制限に近い使用にも負担を感じなかった自身の能力が、今では四回使うだけで体調に異常を来きたす。その貧弱さに笑ってしまった。

　気絶している成実を置いて、巣鴨がカワセミの方へ戻ってくる。

「あーあ。なるぴーぼろぼろ」

　まったく嘆なげく素振りも見せずに成実の状態を評する。カワセミの能力は厳密には切断ではないので、切り傷というものは生まれない。それ故ゆえか、出血は普通の傷と比べて控えめとなることが多い。今回の成なる実みも本来は激しく出血するはずが、どろどろと、涎よだれ混じりに口の端から漏もれ出させるに留とどまった。それでも放っておけば命は危あやうくなる。カワセミが成実のもとへ歩き出す。

「なるぴーをどうするの？」

「さぁ。神のみぞ知るってやつ」

　ただ、とカワセミが口の中でだけ呟つぶやき、付け足す。

　その神がただただ残ざん酷こくである以上、末路は決まっているけれど。
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　ミミズの能力は、町中で拳銃を発砲される直前に発はつ露ろしたものだった。

　人差し指自体にこだわりはない。あのときの殺し屋が中指で拳銃の引き金を引こうとしていたのなら、中指を操あやつる力となっただろう。限定的ではあるが、他の制約が緩いために強力な力となっていた。この能力を駆く使しして殺し屋を返り討うちにしたことで、ミミズの名は知れ渡った。

　ミミズは運命というものが実在すると信じている。

　予兆はなかった。声をかけられたわけでもなく、背後からの不意討ち。しかしミミズが偶然にも振り向いて銃口が向いていることに気づき、こうして生き残ったことは運命である。

　その日以来、大きな流れというものが人を動かすという確信を持った。

　今日もまた一つの流れる運命が底へと沈む。一人の殺し屋の命が終わるのだ。

　地面を汚す血の跡を辿たどり、ミミズが警戒しながら町中を歩く。目標を逃してしまうと、不意討ちに注意しなければいけなくなる。乱入があったとはいえ、仕留め損そこねたことを後悔していた。同時に、その懐なつかしき乱入者のことを思い出す。

　一号。辰たつ野の浅あさ香かのもとで生まれた人工超能力者は、それ以外の名前で呼ばれなかった。出資者たるシラサギのもとから送られてきた人間に開花実験を行い、唯一の成功例として生き残ったのがあの男だった。研究の中で自身の能力を把は握あくした後は、それを利用して逃亡してしまった。

　ミミズも詳しよう細さいは聞いていないが、一号の能力が一見すると『ワープ』のような現象を起こすことは理解している。時間と空間、どちらに働きかけているかは分からないがその能力があるからこそ、辰野浅香のもとから逃げ出せたのだ。辰野浅香も熱心に探す気はなかったようで放っておかれていたが、偶然にも今日出会ってしまったので、先程の電話で報告はしておいた。

　血の跡は裏手への寄り道をした後、立体駐車場の入り口へと続いていた。この中でナメクジが待ち伏せしている。そう考えて間違いないが、一つ気になる点があってミミズの足が止まる。

　ここまでは血の跡が二つあった。だが駐車場付近から一つとなっている。その変化を見逃さず、なにを意味するのかと思い悩む。あのナメクジに止血を施ほどこし、治療する物好きな誰かがいたのかもしれない。そうでなければ道端で倒れていても不思議じゃない負傷だった。

　なにか罠わなでもしかけていないかと慎しん重ちように駐車場の入り口をくぐる。ナメクジの状態からすれば、不意を突かれなければ負けることはないという自信がミミズにはあった。

　血の跡を辿たどり、二階の方面へ向かう。その坂の途中でモヒカン男が倒れていた。殴なぐり倒されたようで頰ほほが腫はれ上がっている。腕と頭で山の字を描えがくような姿勢だ。そしてそこで血の跡が途切れている。まさかここに来てようやく血を追いかけられると気づいたのだろうか、とナメクジの頭を疑ってしまった。

　ミミズはモヒカン男の背を踏ふむ。反応がないことを確認してから踏み越えた。モヒカン男が狸たぬき寝入りで、ナメクジに買収されて襲いかかってくるかもしれないという可能性を踏まえて様子見したが、本当に気絶しているようだった。酷ひどいやつがいたものだ、と自分のことを棚にあげてミミズが心にもない同情を口にした。ただ、モヒカン男を起こして坂の端には寄せておいた。それなりに良心が働くときもある。坂の途中はなだらかな平地の部分もあり、そこからは青空と道路を挟はさんで向こう側の建物が見えた。落下防止にとかけられたフェンスをモヒカン男の頭部が揺ゆらす。

　そして二階か三階、どちらへ向かうかの選択が訪れる。下から確認したくなるのが心理だが、それを読んで待ち伏せる可能性も否定はできない。時間もなく荷物はすべて失っていたようなので、ナメクジに細工をする余裕はない。そう分かっていても慎重に慎重を重ねる。身体能力で自分が敵かなわないのを、ミミズは寄る年波から自覚していた。

　考えて、やはり三階から見て回ることにした。三階は本当に逃げ場がない。故ゆえに身を潜ひそめはしないと思うが、万が一だった。ミミズが坂を上りきり、それだけ上って軽く息が上がりそうな身体からだに苦笑いを漏もらす。熱心な警備員のように目を凝らして、三階の物陰を点検していく。

　地上に近い場所に停めたほうが楽という発想からか、一階、二階と上がるにつれて車の数は少なくなっている。点検もそこそこ手早く済んだ。終わる頃には緊張の冷や汗で作さ務む衣えと背中が張りついていた。何度も背後を振り返って確認したため、首も痛む。

　いっそのこと、首を後ろまで捻ねじることのできる能力でもほしいところだ。経験から病的に振り向く自分をミミズは笑い、三階を後にする。こうなるとナメクジがいるのは二階しかない。

　二階へと戻り、その入り口で立ち止まる。広さは車が一列に二十台置ける程度だろうか。それが右側と左側に二列、さして広いわけでもないが、端にはミミズの能力が届きそうにない。

　当然といえばそうだが、目につく場所にナメクジの姿はない。床に血の跡もない。三階と違い、死角に使える車の数も十分にある。迂う闊かつに動き回るわけにはいかず、ミミズが懐ふところから人差し指を取り出す。大量の指を投げあげて、操作の精度を確認する。いつものように自在闊かつ達たつといくことを確かめてから、指を飛ばした。こういうときに便利だ、と自身の能力の応用性を自画自賛する。同時に、欠点も自覚する。自身の目で指を見なければ、ろくに操作できないことだ。

　敵の目にも自分を晒さらすことになる。故にちゃんと距離を保たなければ、危険がつきまとう。

　物陰へと指を飛ばして、適当につつき回る。人差し指の触覚を感知することはできないが指がナメクジと接触すれば、なんらかの反応は見せるだろう。車の下や車体の影をびゅんびゅんと通過させる。指の優れた点の一つに、飛ぶ際に物音がしないことがある。気配を殺すことが容易で、まぁそもそも死人の指ばかりだとミミズが悪質な冗談に肩を揺ゆらす。

　羽虫のように飛び交う指が次々に隠れんぼの場所を潰つぶしていく。手前側の車両付近を調べても指が引っかかりを見せることはなかった。自みずからが生む異様な光景にも動じず、淡たん々たんとミミズは仕事をこなす。近くにいられると危険なので手前から確認していくのが基本だった。

　手前の柱の裏側も巡回させる。一人隠れるのに余裕な幅を持つ柱は、ナメクジの居場所としてもっとも怪しいところだ。指をぐるんぐるんと周回させて、異常なしを音なく証明する。

　そして次の車の方へ向かわせようとしたところで、ナメクジが自分から姿を現した。

　左奥の柱の影から、分離するようにふらりと離れる。こちらの様子を窺うかがった上での行動のように、落ち着いて姿を見せた。ミミズの正面に立つ。手もとには見慣れない鞄かばんを摑つかんでいる。頭部や首もとには包帯が仰ぎよう々ぎようしく巻かれて、応急ながら手当てを施ほどこされていた。なるほど、とミミズは血の跡を思い返して納得しかける。そこにはまだ違和感はあったが、それに明確な答えを出すことはできない。

　自分から出てきたのを妙みように感じて、一旦すべての指を引く。

　ミミズの考えとしては、隠れて、死角からナイフでも投げてくるかと思っていたのだ。それぐらいしか対抗策がないだろうと想像していた。そのために常時、ミミズの周辺には数本の指を待機させていた。纏まとめて飛ばせば壁になる。叩たたき落とすことはできなくても、急所への軌き道どうを変えられれば十分だった。ナイフを失えばそれで終わりだ。だから姿を晒さらすことでそれを狙ねらったのだ。

　だが予想は異なる。無策で道路の真ん中に立って自動車に挑いどむように、馬ば鹿か正直にミミズの前に立ち塞ふさがった。鞄の他にも中指と薬指にナイフを握ってはいるが、それだけで対処できないのは先程の競せり合いで承知のはずだ。鞄に秘密があるのか、と目をやる。

　先程は持っていなかった大きめの鞄。なんの変哲もないように見える。中身に秘密兵器が期待できるようには思えない。旅行でも行くつもりか、と危あやうく話しかけそうになった。

　本当は物陰に隠れながら相手したいが、正面から睨にらまれて、横を向きづらい。背中を見せることももってのほか。先手を打たれている印象を持ち、ミミズが失敗したと一いつ瞬しゆん感じる。

　つくづく、指の触れたものを感じられないのが悔くやまれる。ミミズはそれを痛感した。

　ナメクジも距離を保ったまま動かない。先程とは異なり、目の混こん濁だくが見られない。

　暗く、地底湖のように澄んだ瞳ひとみだった。

　互いに口上はない。信念を語る気も、自らの力を誇ほこる口も持たない。

　静止したような睨にらみ合いを数秒続けて、先に動いたのはミミズだった。十数本の巡回と護衛に使っていた人差し指を、一斉にナメクジへ突撃させる。ナイフ一本では四、五本の指にも対処しきれない。なにか策があろうとも数で押し切れる。様子見も兼ねて、全力で飛ばした。

　ナメクジは正面から見み据すえて目立った動きはない。正確には左の肘ひじがぴくりと動き、臨戦の準備を整えていた。ナメクジは指の一本ではなく全体を見渡すように努める。

　そして正面から飛んできた指が進路変更しきれない距離に達した、その直後。

　ナメクジが、ファスナーの開いていた鞄かばんの口を片手でめいっぱい開けて、正面に構えた。

　ミミズの目が点になる。

　キャッチャーミットのように構えた鞄の中へ、指がどかどかと入りこむ。更に覆い被せるような軌き道どうで振り下ろし、下側の指も中へと入れてしまう。全部は収められず、何本かは身体からだに突き刺さるものの堪こらえて、半数の指が入った鞄を床に叩たたきつけるように置き、ファスナーを一気に閉じる。そうしてから鞄を駐車場の端へと放り投げた。鞄は重いものでも入っているのか放物線を描えがかず、低空で離れていく。ミミズがその防ぎ方に動どう揺ようして指の操作を怠おこたっている間に、ナメクジが刺さった指を引っこ抜く。踏ふみつけて、床に固定すれば切ることはできる。

　まな板の上に置いた材料を切るように、他人の人差し指を切り刻んだ。

　全ての指を原形を留とどめないほどに始末し終えて、ナメクジの手もとに残るのは、自身のナイフのみとなる。

　実のところナメクジは自分の人差し指だけを懐ふところに隠し持っているのだが、ミミズがそれを知ることはない。まさか指を操あやつる自分を前に、そんなものを後生大事に持っているとは思っていないのだ。そうしてミミズ自身が認識できなければ、操作しようという発想も、また操作が及ぶこともない。鞄の中に閉じこめられた指は認識している以上操作可能ではあるが、したところでムダだった。

　種が割れればなんのことはない、対処法はある。鞄に閉じこめられた指は暴れても、助走距離がないために勢いをつけることができず、破って出てくることはできない。虫かごに自みずから入りこんでしまった蟬せみのようなものだ。

　ミミズはその対抗策に、素直に感心した。そうした発想で防ごうとする者は、今までにあまりいなかったのだ。指が飛ぶという異常に混乱を来きたし、満足に対処できずに喉のどをえぐられて死んでいく輩やからばかりだった。逃げられて時間を稼がれたこともあるが、ナメクジの発想に非凡なものを感じる。この場合、非凡というのは一般的ということである。人殺しに明け暮れた者が失う考え方、物の見方をナメクジはまだその頭に残していた。

　鞄かばんの底程度なら突き破れるのだが、底に強度のあるもの、鉄板かなにかを敷いてあったのだろう。ナメクジはナイフを下ろしたまま、側そばに停まるレモン色の車に身を潜ひそめる。車はミミズから見て右側に停まり、ナメクジの左手側を車体で隠す。ボンネット付近に立って、足もとが見えなくなる。もう小細工は種切れのように、棒立ちだ。

　ミミズは包みを開き、残る指を用意する。指のストックはまだあったが、敵の四方八方を囲むほどの数はない。精々、二手に別れて襲いかかるのが限界だった。懐ふところに違和感なくしまい込める数にも限界があるし、なにより、多くなるほど臭においが酷ひどくなる。臭いを嗅かぎ取られて警官に職務質問をされてはたまらない。しかし今はその制限を後悔していた。

　ミミズの顔にも余裕が消える。次の指を別の手段で拘こう束そくされれば、今度はミミズが逃げ出す番となるからだ。相手は相当の怪け我が人ではある、しかし自分は老体だ。逃げきれる自信はない。

　正面を向いたまま、ミミズが慎しん重ちように後退する。駐車場の入り口に、ナメクジ同様半身を隠す形を取る。これで投とう擲てきを防ぎつつ、相手の位置や駐車場の様子を覗のぞくことができる。

　残る八本の指を構えて、ミミズが真剣に観察する。なにか異常はないかと必死に探さぐる。意識していないが自然、歯を食いしばって形ぎよう相そうが険けわしくなる。ナメクジも口を噤つぐんで睨にらんではいるものの、血が不足しているのか足もとが時折よろめく。それを隠すように車の影に立っていた。

　硬直状態が続く。だが、駐車場に人が来て困るのはお互い様だった。特にミミズ側の光景は異質すぎて、どんな評判を呼ぶか分かったものじゃない。めだつことを好まない殺し屋としては最悪となる。それもあり、観察を終えたミミズが一斉に指を動かした。

　正面は車に隠れていることもあり、更に先程のこともあって避さける。右に三本、左に五本と二手に別れさせて、ナメクジを襲わせた。左を重視したのは、ナメクジに右腕がないからだった。ナメクジが口の中で『やっぱり』と、それを読んでいたように呟つぶやく。

　ナメクジを隠す車体が障害物となるため、左側の指は多少の迂う回かいを強しいられる。一方、右側は遮しや蔽へい物ぶつがないために左側より早くナメクジへと到達する。ナメクジの予想通りだった。

　ナメクジは右側を捨てるように、駐車場の真ん中へ飛び出す。自みずから指三本を身体からだに突き刺すような勢いだった。事実、激しく指が突き刺さる。だがナメクジは怯ひるまない。

　右目をえぐるように突き刺されても。

　首に激しく突き立てられても。

　右腕の断面に飛び込んで腕の中で暴れ回ろうとも。

　巣す鴨がも。すがも、すがも、すがもすがも、

「すがもぉおあううううぉぐぅいってぇぇぇぇなぁぁあああもうおおおおおぉおうううう！」

　ここにいない者への憎ぞう悪おと単なる本音を吐はき出して、それを乗り越える。

　左手側を置き去りにしてナメクジが走り出す。ミミズには既に守る指が存在しない。五本の指を操作するしかなかった。全力で引き返して、ナメクジの動きを阻害するよう指示する。

　そこでミミズは経験から、選択を誤る。咄とつ嗟さに逃げることを選ばず、ナメクジに刺さった指を操作して足止めしようとした。急所に突き刺さっている指をえぐるように動かせばナメクジも悶もだえて足を止める。今までずっとそうだったからこそ、そちらに確実を感じたのだ。

　だがナメクジはそうした確実性の通用しない相手だった。気など、とうに触れているのだ。

　叫さけび声も勢いも、なにひとつ留とどまらない。

　指にその背を追いかけられながら、ナメクジが全力で床を蹴けり、ミミズのもとへ駆かける。指の方が速度は勝まさり、距離を詰められていく。ミミズもそこでようやく身を引いて駐車場入り口から坂の方へと走るが、さすがに老人の足よりはナメクジの方が迅じん速そくだ。指とナメクジが、徐々に迫せまる。ミミズはこれまで一度も感じなかった、老いへの怒いかりと恐怖をその心身に見み出いだす。

　ナメクジが駐車場の二階入り口から飛び出し、坂を転がるようにミミズに肉にく迫はくする。

　間に合わない。少なくともナイフの一いつ閃せんがミミズに届く。

　そこまで来たところでミミズは覚悟を決めて、最後の手に出ることにした。

　ナメクジがナイフを振る直前、ミミズは片手を突き出してその刃を摑つかもうとしてきた。ナメクジは半ば自動的にナイフの軌き道どうを修正して、ミミズの親指以外の指を根元から切断する。直後、ナメクジは凍りつく。失敗に即座に気づいたが、対処できない。

　ミミズが汗と血を噴き出しながら、激しく笑う。宙を舞ったミミズの指の内、人差し指だけが物理を無視して空中で軌道を変えて、ナメクジへと飛んできた。切り離されたことで、自分の指までも『操作可能』となったのだ。

　ミミズの人差し指がナメクジの右目に突き刺さる。距離はほとんどないので完全に潰つぶすことは不可能だったが、ナメクジを仰のけ反ぞらせるには十分だった。ナメクジは悲鳴をあげながら後ろへと下がり、その重心の悪さから転倒してしまう。そうしている間に追いかけてきた指が、次々にナメクジに突き刺さる。ナメクジが呻うめき、長い悲鳴をあげる暇いとまもなく悶もだえ続ける。

　全身に指が突き刺さって身動きのできなくなったナメクジを、ミミズが息を乱しながら見下ろす。ナメクジの落としたナイフを奪うばって構えながら、口くち端はを吊つり上げた。

「感服した」

　短いながら、ミミズの最大の賛辞だった。同時に、口を開くのは勝利宣言でもある。

　ナメクジは賛辞を受けて、奥歯を食いしばる。痛みに耐えるようにも、絶望を嘆なげくようにも見えた。どちらにしても無念のようなものが滲にじんでいる。計九本の指が突き刺さった身体からだは手当ての包帯も破って出血を促うながす。右目は血でも混じっているのか、視界の右が真っ赤に染まっていた。
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　ぼちゃりぼちゃりと、ミミズの指の断面から血が迸ほとばしる。幸い、辰たつ野の浅あさ香かを電話で呼んである。すぐに治療を受ければ指も戻るだろう。ここまで苦戦したのも初めてだが、生き残るのは老い先短い自分の方だ。ミミズが勝ち誇ほこり、ナイフを振り下ろそうとする。

　そのぎらついた瞳ひとみより早く反応したのは、耳の方だった。

　タイヤが床と急速に擦こすれる音と、焦こげるような臭においがした。

　ミミズがナイフを振り下ろすより早く、駐車されていた白い乗用車が、二人のもとへ急速に走ってきていた。それに気づいたことでナイフはナメクジを外れて、空くうを切る。

　ミミズとナメクジ、二人の目が車体の白さに染まるように驚きよう愕がくし、見開かれる。単なる利用客ではない。車の速度は緩むどころか更に加速して、二人を轢ひき殺すだけでなく、そのまま坂を下りフェンスを破って落下することも辞さないようだった。当然、中には運転する人間が乗っている。それなのに、である。

　乗っている男は長髪で、両腕に刺し傷があった。顔の右側も腫はれ上がっている。そして、助手席に楽器を積んでいる。

　相手を知ったことで、車が迫せまり行く一いつ瞬しゆん、ミミズが悟さとる。肉体は動かなくとも、頭が無情に回転する。

　一号には手当てしていない刺し傷があったことを。駐車場の前まで血の跡が二つあり、そしてモヒカン男のところでその血の跡まで消失していたのを。二つの血の跡は、二人の人間が駐車場前へやってきたことを意味し、そして途中で消失したのは過程を飛び越えることのできる超能力者がいたことを意味していたのだと。やっと、理解する。

　辰たつ野の浅あさ香かから逃げている男が、その下で働く自分に見つかって口封じしないはずがない。敵はナメクジだけではなかった。命を狙ねらう者は二人いたのだ。

　ミミズの方は走そう馬ま燈とうが回るようにそこまでの理解に至るが、ナメクジにはなにがなにやらだった。その車が先程、自分に驚いていた男のものだとは気づいたが乗っている相手がまったく異なる。新手の殺し屋かと考えている間に車の前面が、ナメクジとミミズに接触した。

　金属の塊、圧倒的な質量の加速に二人が巻きこまれる。

　ナメクジは体重の軽さ故ゆえに易やす々やすと身体からだが回転して、ボンネットに乗りかかる。フロントガラスに左腕を強打しながらも速度に引っ張られて振り落とされない。ミミズの方は前面に引っかかって床に挟はさまれた足をちぎるほど削けずる。首をちぎれそうなほど、がくがくと揺ゆらして。

　車はブレーキを踏ふむことなくフェンスに激突して、網をぶち破る。

　ミミズとナメクジを乗せて、立体駐車場の下へと落下していった。




　意識を取り戻したとき、目の前にミミズの顔があって戦せん慄りつする。

　しかし気づいてみると、ミミズの顔はともかく首がおかしかった。へし折れて、うつぶせなのに真上を見る位置まで曲がっている。そこで、ミミズが死んでいることを察した。

　ナメクジとミミズ、双そう方ほうとも歩道に倒れていた。近くには前面の潰つぶれた自動車が転がっている。駐車場で轢ひかれて、フェンスごと落下した後だった。生きてはいたものの重傷らしく、ナメクジに身体からだを動かす力は残っていない。既に周囲は大おお騒さわぎとなっていた。

　運転席にいた男も生きていた。男も今、ようやく意識を取り戻したらしく擦すり傷、深い傷と多くの負傷を抱かかえていたがどうにか立ち上がる。ミミズの方が息をしていないことを確認して安あん堵どの息を吐つく一方、まだ意識のあるナメクジに穏やかに語りかける。

「あなたは運がいいですね。偶たま々たま右側に、運転席に近い位置にいて轢かれる直前にボンネットに乗り上げて、私との距離が近くなったから『巻き込まれて』即死を逃れた」

　男がなにを言っているのか、ナメクジには理解できない。

「とはいえ、そのケガでは長くないでしょうね。では、サヨウナラ」

　助ける気はないようで、早々に去ってしまう。折れた楽器の破片を片手に、走り出す。人の目があるので、一いつ瞬しゆんで消えることはできないようだった。

　置き去りのナメクジは立ち上がることもできず、血塗れの身体を引きずって進む。病院の方向へ向かうつもりだった。

　だがそれも、数十センチの抵抗でしかない。すぐに動きが止まる。

　代わりに溢あふれるのは、拒絶。

「まだ、死ねない……いやだ、こんな、巣す鴨がもに……巣鴨に、殺さないと、いやだ……このままじゃあ、死ねない……死んで、たまるか……」

　出血が極まり、這はう力も失われる。瞼まぶたも下りていないはずなのに、ナメクジの視界はどんどんと暗く沈んでいく。上からは暗くら闇やみが、そして目の下には涙がにじんで、溢れた。

「死にたぐ、ないっ……」

　痛切なる願い。その哀あい願がんに答える者は、

「いいだろう！」

　いたのだった。

　その時点で、ナメクジの意識は半ば失われていた。目だけが無意識に動き、その影を捉とらえる。

　群衆から一歩抜け出してやってきた、腕を組む女が豪ごう快かいに笑っていた。白衣と金髪が秋の風に揺ゆれている。風に撫なでられる髪は黄金の穂波のようだった。

「連絡があって来てみたら、死んでるのはミミズの方ときた。女の子ならともかくジジイが上から降ってくるのは珍しいねぇ。まぁ、隕いん石せきに乗って落ちてきたワイルドな爺じいさんも昔にはいた気がするが。それはさておき、結構！　生あい憎にくと未だに死人は生き返らせられないが、生きているならどんなやつでも救ってやろうじゃないの」

　ナメクジからはなんの反応もない。だが白衣の女は構わず話を続ける。

「なによりその『右腕』がいい。実にいい」

　白衣の女が電話を取り出し、どこかへ連絡を取る。コールを待つ間、ナメクジを見下ろしてニヤニヤと笑う。作った罠わなに虫や魚がかかっていることを喜ぶような、好奇の目つきだった。

　ナメクジに聞こえていないことを理解しながら、女、辰たつ野の浅あさ香かが言う。

「もっとも、あんたの望む復活じゃあないかもしれないけどね」
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　それは町での一件から、数日が経過してからのことだった。

「うわっ。誰だお前」

　変装したシラサギを見た、辰たつ野の浅あさ香かの第一声がそれだった。サングラスを外してブラウンの瞳ひとみを露あらわにすると、「なーんだ」と椅い子すごと回ってガラスの向こうに身体からだを戻した。

　辰野浅香の所有する実験室は、一見すると収録スタジオのようだった。手前側にはシラサギにとって使い方も不明な機材が置かれて、見聞きしたことのない菓子や飲み物が用意されている。飲料の入ったペットボトルが機材に向けて倒れたら、ということを一切考こう慮りよしていない横着な置き方だった。そして正面には厚いガラスが張られて、下の空間を覗のぞくことができる。

　壁、天井共に純白に塗装されて窓もないその部屋は、危険な実験を行う際の隔離された場所だ。シラサギが近寄り、「おや」と部屋の中で拘こう束そくされた隻せき腕わんの女性に注目した。

「あの頭おかしい女じゃない」

　シラサギが目を丸くする。と、同時に口もとが歪ゆがむ。

「知り合い？」

「ではないけど。生き残ったのね、結構結構。私の見立ては正しかったわ」

　用意された椅子に腰かけながら、シラサギがナメクジを見下ろす。

「やっぱり右腕がないわね。……ねぇ浅香、あいつ殺し屋なのよね」

「んー？　知らんねー」

「ミミズを殺したらしいじゃない」

「そうなんだよなー。早くトンボってやつが起きてくれないとこまっちゃーう」

　辰野浅香が子供のように椅子ごと回る。シラサギはこめかみに指を添えて、目を細めた。

「で？　面白い実験ってなに」

「目の前にあるじゃないッスかー」

　ご機き嫌げんな辰野浅香がガラスの向こうを指差す。そこにいるナメクジの左手首と、急造に床に打ちこんだであろう無骨な鉄の柱が鎖くさりで繫つながれている。足の方も揃そろえて足首の部分を拘束されていた。本人は意識がないのか、座りこんだ姿勢のまま項うな垂だれていた。そのナメクジの手が届かない位置に、部屋の扉がある。

「ストレンジパワーであの鎖を引きちぎるわけ？」

「いいや。期待しているのは左じゃなくて、右」

　シラサギの目が横へ動く。ナメクジの空白の右腕を凝視して、ジト目になる。

「ないじゃない」

「ないからこそじゃないか。けけっ」

　無む邪じや気きな邪。そう呼ぶに値する笑い声をあげて、辰たつ野の浅あさ香かが猿さるのように肩を揺ゆらす。

「あれには投薬でもしてあるの？」

「まぁちょっとしたお薬ぐらい。鉄の旋せん律りつは知ってる？」

「なにそれ。私、これでも多忙なのよ」

　そう言いながら口もとを拭ぬぐうと、みかんの繊維が指についた。それを舐なめ取る。

「あぁそうそう、みかんのお裾すそ分け持ってきたから、秘書に運ばせておくわ」

「あらどーも。で、一年どころか一ヶ月も待てないから、大分短縮させてもらってるけどね。この状況を打破する力が発はつ露ろするかどうか。人間の可能性だねー、ロマンだねー」

　その説明でようやく、シラサギは辰野浅香の主旨を理解する。

　ナメクジの存在しない『右側』になにかが起きるのでは、という期待を込めているのだろう。

「あぁ、そういう……それはいいけど、なにも起きなかったらどうするの」

　シラサギとしては実験の正否より、ナメクジの生死の方が気になっていた。

「できなきゃ？　発狂して死ぬだけじゃん。ま、できてもそのまま狂って死ぬかもね。その前に左腕の方も切り落として、ダメなら右足、左足……の順番かな。さぁ、どれが引っかかる」

　話していて高揚を押さえられないのか、辰野浅香の指が蠢うごめく。シラサギの目がなければ涎よだれが口もとから滲にじみそうな、うっとりとした顔つきだ。それを眺ながめて、シラサギが淡たん々たんと言う。

「私がいうのもなんだけど、あなたってろくな死に方しないと思うわ」

「失礼な。私はきっと老ろう衰すいを迎えてみせるぞ」

　辰野浅香が不敵に笑う。子持ちでありながら、その横顔には老いの片へん鱗りんも感じさせない。

「ちゃんと健康にも気を使っているしさー。トマト毎日食べてるよ」

「私はもう、野菜はいいわ」

　げんなりした顔でシラサギが頭を振る。その顔が今にも緑に染まりそうな拒否の仕方だった。

「超能力者の死体を弄いじくりまわすのも少し飽きたからね。偶たまにはリフレッシュするためにこういうお遊びもやってみないと。超能力が『どこ』からやってくるのか、参考になりそうだし」

「超能力……あぁ、私のとこが提供したアメンボとカエルね。どうだった？」

「後で見せてあげるよ。今までとそう変わらんけど、それよりやっと目を覚ましたみたいだ」

　辰野浅香が隔離室を指差す。シラサギがそちらに目を向けると同時に、ナメクジが動いた。




　ぺちり、と水滴の潰つぶれる音がした。その音が眠気の膜まくを破るように、ナメクジの覚かく醒せいを促うながす。

　まず両りよう膝ひざが痛かった。俯うつむいた視界には真っ白な床とその上に垂れて潰れた水滴、それと自分の身体からだを支えるようについた膝ひざがあった。足は隙すき間まなく揃そろえられている。膝の痛みを和らげようと意識せず立ち上がろうとすると左手首に強い抵抗感を覚えて、その激痛によって完全に目が覚めることとなった。

　ナメクジが痛みに片目を瞑つむりながら、左手を見下ろす。その仕草だけで、流れていた汗が床へと散らばる。水滴の正体は自身の流す大量の汗だった。そして、左手首と不ぶ格かつ好こうに打ちつけられた柱が鎖くさりで繫つながっていることを知る。よく見れば足の方も動かせないように、両足が結びつけられていた。

「な……こ……」

　喉のどが渇いて、満足に声が出せない。『なにこれ』と言おうとしたようだ。スチームサウナのような過剰な湿度に苛さいなまれて、上を向くだけで滴したたる汗が顔全体を覆う。それを拭ぬぐおうにも拘こう束そくされていて叶かなわない。意識せず左腕を引っ張るが、鎖が解けるはずもなかった。

　それ以外に気づいたのは、切り落とした左手の人差し指が繫がっていることだった。一いつ瞬しゆん、歓喜する。もう戻らないと思っていたものが、そこにあるのだ。潰つぶされた右目も見えるようになっている。しかし与えられたこの境遇からするに、それがナメクジを案じての治療でないことは明白だった。

『やーやー。やっと起きたか、寝ぼすけさんめ』

　部屋のどこかに内蔵されていると思おぼしきスピーカーから、耳みみ障ざわりなほどの大音量で声が響く。意識を失う間際に、ナメクジの耳が捉とらえた声と同質のものだった。やっぱり、とナメクジの口が動く。

『三時間経ってもまだ「そこ」にいるなら、まず左腕を切り落とすから』

「は……え？」

　一方的に理り不ふ尽じんな宣言をして、スピーカーから女の息づかいが離れる。が、忘れていたようにすぐ寄ってくる気配があった。ナメクジは呆ぼう然ぜんとしたまま、その放送を聞く。

『あぁ安心したまえ。すぐに止血も輸血もしてやるから、死ぬことは、多分ない』

　言い忘れたことはそれだけだったらしく、室内が再び静まる。今度はナメクジが上を向いていても、なにも続きがない。理解が押し寄せて、浸透する度にその目が歪ゆがむ。

　左腕を切り落とす？

　右腕のように？

　冗談じゃない。

　血の気の引いた顔から、大量の冷や汗が流れ出した。




「ほーら。こっちがカエルで、こっちがアメンボ。首に名札つけてあるっしょ？」

「……どこが首なの？」

　辰たつ野の浅あさ香かが見せた二つの飼育箱に、シラサギが難色を浮かべる。いつ見ても気分のよくなるようなものではない。むしろ胸の内が淀よどんで、箱の中身同様に混こん沌とんが押し寄せる。

　ナメクジを観察していた部屋とは別室の研究棟に並べられた箱の中には、赤い肉にく塊かいが横たわっている。細長く、辛かろうじて人型を保っている箇所もあるがほとんどは瓦が解かいしていた。鳥にでもついばまれたように表面が荒れている。時々、全身が鳴動する。ずるりと、粘ねん液えきをまき散らしながら箱の中を動こうとするときもある。

　辰たつ野の浅あさ香かとしてはこれを、生きていると考えている。だから『飼育箱』なのだ。

　生き返らせた、とは認識していないようだが。

「どうしてもそうなるのね」

「ふっしぎー。この生き物、現存していた時のことが深く刷りこまれているのかもね」

　過去に研究して弄いじり回した死体も、同様の赤い肉にく塊かいに落ち着く。全身が脈打つように蠢うごめき、目鼻は失われたが大きな口だけは身体からだのどこかに確認できる。口の位置が安定しないのだ。

「人としての意識は、ないのよね」

「色々試したけどないと思う。昆虫に思考パターンが近いみたい」

「ふぅん……」

　それでは生き返らせているというより、別の生き物を生み出したようなものだ。

「まず見た目をもう少しどうにかしてほしいわね。このまま外に連れていったら騒さわぎになる」

「まだ手て探さぐりの段階だからさ、生存優先で、形は原形留とどめなくてもいいかと思って。最初は不ぶ格かつ好こうでもいいから、達成することが大事なんだよね。それが自信に繫つながるから」

　言っていることはもっともだが、それが人体実験に向けた研究姿勢であることが大きな問題だった。本人はなんの問題もないと信じているようで、目にも、言動にも迷いがない。

「欲しければ一匹ぐらいならあげるけど？　こないだもらったやつもいるし」

「いらんわよ、こんなの。餌えさ代だいがかさむだけだわ」

　そう言ってシラサギが部屋を後にする。「あ、待ってよまだ他にも自慢するやつがさー」と辰野浅香が昆虫図鑑でも自慢するように引き留めるが、シラサギは無視して通路に出た。

　辰野浅香も渋しぶ々しぶ、室内の照明を落としてシラサギの後を追ってくる。シラサギたちの行く先は先程までナメクジを観察していた部屋に続いていた。歩きながら、シラサギがサングラスをかけ直す。

「三時間で本当にアレの左腕を切るの？」

「待つのに飽きたら一時間ぐらいで切っちゃうけどね」

「あらあら、約束を破るなんて酷ひどいのね」

　シラサギが心にもないことを言う。辰野浅香が「あれ？」と目を丸くする。

「約束なんてした？」

「してないわよ。浅香が一方的に言っただけ」

「だろー？　じゃあ破ってないじゃん、なんにも」

　辰野浅香は安心したようだった。その自然な狂い方に、シラサギは苦笑いを漏もらす。

　接していて、自分が真人間に思える相手も珍しい。

　それだけで、辰野浅香と親交を持つ価値がシラサギにはあった。




　ふざけるなと怒鳴ることも、死ねと罵ののしることもできた。

　だがナメクジは口を噤つぐみ、堪こらえて、目の前の扉を睨にらむ。

　本当に目の前にある。手を伸ばせば届く距離だった。だが伸ばす腕が自分にはない。いくら首を伸ばしてもどうにもならない。足を振ろうと左腕を伸ばそうと拘こう束そくは解けず、ナメクジの身を蝕むしばむ。異様な蒸し暑さがその抵抗の意欲を大きく奪うばい、やがてナメクジは動かなくなる。

　一体、なにが目的なんだ。自分を拷ごう問もんにかけたところで、吐はき出せる有益な情報などない。それはナメクジが一番よく知っている。では単なる愉ゆ悦えつ趣味で拘束しているのか。ナメクジが怯おびえ狂う様、傷つく様を見て楽しんでいる輩やからの趣向なのか。それが一番、説明がついた。

　同時にナメクジは仇きゆう敵てきの少女を連想する。頭上のガラスを睨にらみつけるが、角度もあってその向こう側の景色を確かめることはできない。睨みつけているとどんどん気分が悪くなり、吐はき気を催してきたのでナメクジが俯うつむく。動どう悸きが激しい。体調に異変が起こりつつあった。

　自然に息が荒くなるが、口を開くと湿度の塊で舌が燃えるように熱くなる。だが息をひそめようとしても脈拍が増加して、脳が揺ゆさぶられるような吐き気が増えるばかりだ。ミミズとの殺し合いによって生じた出血、怪け我がによる体調の悪化を踏ふまえても、自身の崩れゆくような感覚に疑問を抱いだく。なにかしらの投薬を施ほどこされた可能性もあった。

　左腕は定期的に鎖くさりを引っ張るが、ビクともしない。鎖を引きちぎることなどできるわけがなく、脱出など不可能にしか思えない。そんな余地を微み塵じんも残していなかった。

　これが単なる加か虐ぎやくの意味しかないのだとするなら、じゃあどうすればいい、このまま黙だまって左腕を切り落とされて、最後は死ねばいいのか。そんなことを受け入れられるはずがなかった。

　左腕を失ってしまえば、もう自分にはなにもできない。ナメクジの顔が引きつり、右腕を失った際のやり取りを思い出してしまう。怒いかりと共に血が滲にじむように赤色が口と目の中に広がるが、状況は依然変わらない。むしろ怒りに身を焦こがそうとすると、身体からだの内側がどろどろと溶かされていくような、鳥肌の伴ともなう喪そう失しつ感を覚えてしまい、反発が萎い縮しゆくしていく。

　真っ白な壁と床。目を瞑つむる以外、逃げ場のない統一された色合い。眺ながめていると頭痛に苛さいなまれる。中心に渦うずを描えがくように見えてくることもある。目の前の扉に嚙かみつこうと首をいくら伸ばしても、触れることすら叶かなわない。野犬のような唸うなり声をあげても、それを止やめるのが段々と億おつ劫くうになってくる。ナメクジの目が淀よどみ、白い部屋に侵食されるように色を失う。

　人を殺した報むくいというものは、この世にないとナメクジは信じている。そんなものがあるならナメクジの知り合いは全滅しているはずなのだ。そんなものとはまったく別、ある種の人間の悪意や気まぐれに自身が振り回されているという事実に、ナメクジは涙しそうになる。これまでの人生のすべてを否定し、後悔して、投げだしそうになりながらも、それだけは堪えようと歯を食いしばり、涙を抑えた。俯き、汗を雨のように床に垂らしながら。

　なにかが横切ったように思えて、顔を上げる。

　そしてナメクジはその視界の端に、自分の右腕が後方へと吹き飛んでいくのを見た。




「変化がないと面白くないわね」

　シラサギが欠伸あくびをこぼしながら、率直な感想を漏もらす。面白いものを見に来たというのに。

　実験開始から三十分が経過したが、ナメクジは既に暴れることもなくジッとしている。辰たつ野の浅あさ香かも同様の意見を持ったのか、椅い子すごとぐるぐる回り出していた。何十回転もして回った目を押さえるように、額ひたいに手をやる。

「じゃあ左腕でも切ろうか？」

　まるでリンゴの皮でも剝むこうかと尋たずねるような気軽さだった。辰野浅香の提案に、シラサギは「むぅ」と唸うなりながら下した唇くちびるを弄いじる。

「切ってもねぇ、悲鳴あげて気絶して泡噴くぐらいでしょ？　そういうのは慣れているし」

「それは一理ある。でも切った方が実験っぽいんだよなぁ」

「もう少し面白くできないかしら……熊くまと戦わせるとか」

　実験の主旨を無視して、シラサギがそんなことを言う。そして一人で面白がる。「熊なんかここにいねーよ」と辰野浅香が膨ふくれた。自身の実験を理解してもらえていないのが不満らしい。

「そうだ、さっきのアレなんかどう？　あの肉にく塊かい。アレって生き物を襲うの？」

「腹が減ったら襲うとは思うよ。人間を食わせるのは勿もつ体たいないから試してないけど、牛や豚の肉を食べるんだから問題ないでしょ。共食いになるのかな、この場合。そうしたら拒否反応を見せるかもねぇ、躍おどり食いじゃあ。種しゆを生き残らせる本能があればね、あれに」

　どんな形にせよ自分の研究を語る機会があるのは嬉うれしいらしく、辰野浅香も饒じよう舌ぜつだ。

「でも残念なことに、さっき餌えさを与えたばかり。多分、あの部屋に連れていってもなんにもしないだろうね。蒸し暑いから嫌いやがるぐらいかな、精々」

「……じゃあ、嫌なことを思い出させる薬とかないの？　トラウマを刺激して発狂させるやつ」

　シラサギの別の提案に、辰野浅香の顔がパッと明るくなる。

「あ、それはいいかも。右腕を失った際の出来事を思い出せば追いつめられて、隠し持っているストレンジパワーを発揮するかもしれないなぁ」

「そんな薬あるなら私にも頂ちよう戴だい」

　シラサギが座ったまま手を差し出す。辰野浅香は屈託なく笑い、派手に首を振った。

「いや、そんな便利なものあるわきゃねーじゃん。漫画の幻術じゃないんだから」

「なんだ。ガッカリね、現代科学」

　手を引っこめるシラサギは、本気でガッカリと落ちこんだようだった。

「まぁ軽めの幻覚剤は投与しておいたから、そろそろやばくなるんじゃないかな」

「それを早く言いなさいよ。……そうだ、いいこと思いついたわ。浅香、こっちの声をあそこに聞かせてあげて。電話の相手の声も聞かせたいんだけど、できる？」

「そりゃあできるけどね。なにすんの？」

「この間、話していたときのことを思い出したの。あのお嬢ちゃんに大層恨うらみがあるみたいだから……そうだ浅あさ香か。フロントミッションってやったことある？」

「ゲームの？　初代？　つうか、話題ころころ変えすぎ」

　よほど暇なんだろう。辰たつ野の浅香が自分のことを棚に上げて、シラサギの子供っぽさに呆あきれる。

「そうそれ」

「名前ぐらいしか知らんねぇ。で、それがなに？」

「うん、後で話すわ。多分あなたなら喜んでやってくれそうだから」

　シラサギが首を伸ばす。ナメクジは身動ぎもせず、俯うつむいてばかりなので表情から内面の変化を読み取ることはできない。その視線が右の袖を捉とらえて、渋しぶい顔となる。

「ところで浅香。万が一、そんな力であの部屋を脱出したらアレは真っ先に私たちを殺しに来ると思うけど。対策はあるんでしょうね」

　尋たずねると、辰野浅香の口もとと目が細くなる。嘲ちよう笑しようするように。

「へぇ。シラサギちゃんはアレが本当に『力』に目覚めると信じているわけ？」

「万が一、と言ったわ」

　辰野浅香の揶や揄ゆを振り払うように、シラサギが素っ気なく返す。

　しかし口を閉じた後も、その内側に言葉の続きがあった。

　もし、その万が一が訪れたら。

　シラサギの目が猫ねこのように、縦の瞳どう孔こうを描えがく。

「羨うらやましいわね、妬ねたましいぐらいに」




　幻だ、とすぐにナメクジは悟さとった。隠しようがないほど息が上がりながらも、まだそれを否定する程度に理性が働いていた。もう自分の右腕はどこにもない。更に言うなら、なぜなんの特徴もない腕が吹っ飛んでいって、自分の右腕だとすぐに理解できるのか。

　それは妄もう想そうの産物であるからにすぎない。自分の頭が生み出したから、身元まで一いつ瞬しゆんで分かる。それだけのことだ。自分に言い聞かせるように、ナメクジが幻覚を受け入れる。

　だが頭を振る度に、目の端や正面に右腕が現れる。目を瞑つむっても正面の景色が見えているという異常にナメクジも冷静を保つことが困難となる。しかもその右腕が床に横たわった後、段々と崩れ落ちて広がり、細長く赤い肉にく塊かいのようなものへと変へん貌ぼうしていく。

　肉塊は胴体を脈打たせながら、蛆うじかミミズのように這はい寄ってくる。幻だと言い聞かせるも、その造形、這いずる音を無視しきることはできない。肉塊はナメクジのもとへと真っ直すぐやってくる。ナメクジに人を殺せる神経があったとしても、そうしたものへの気持ち悪さをごまかすことは不可能だった。肉塊の這った跡には赤い血の色をした粘ねん膜まくがこびりつき、まるで動物のナメクジが地面を動いた跡のようだった。

　来るなと念じても、肉塊はお構いなくナメクジの側そばへと移動する。そして顔もない化け物は突とつ如じよとして巨大な口を開いた。ばくりと開かれた肉にく塊かいの大きな口が、存在しないはずのナメクジの右腕にかぶりついてくる。ぶよぶよとした肉の内側と粘ねん膜まくの感触を、ないはずの右腕が鋭えい敏びんに感じ取り、食いしばった歯の隙すき間まから「ひ、ひ、ひ」と悲鳴が漏もれた。

　幻と現実の境を見極めることはできなくなり、ナメクジの目が怯おびえすくむ。身を引こうとしても左腕の鎖くさりがそれを邪じや魔まして、振り払おうとしても右腕は初めから存在しない。それなのに、食われて、溶かされている感触だけが理り不ふ尽じんに脳へと伝わってくる。うぇぁ、うぃひと要領を得ない声をあげながら、唯一振ることのできる頭を必死になって振って、ナメクジが恐怖から逃れようとする。しかしそれもムダな努力にすぎず、また、本当に自分が動いているのかも信用できなくなるという事態を引き起こしていた。なにが本当のことなのか、判断つかないのだ。

「や、めろ。右手、食べないで、右手、わたしの、腕」

　唯一、あまりに自然に感じられる、捕食の感覚にナメクジは戦せん慄りつし、懇こん願がんする。ぐじゅるぐじゅると骨まで溶かされていき、肩まで吞のみこもうとする肉塊に涙しながら許しを請こおうとする。そうしていると段々とその肉塊に、顔が見えてくる。カエルの顔が、見えてきていた。

「か、カエ、あっち、あっち行って、よ。やだ、やだって、やめて、取らないで」

　巨大な口に、血管を通じて脳まで吸われているように、頭が軽くなる。自分を形成するものがどんどんとカエルの顔の肉塊に奪うばい取られて、形を成さなくなる。引き絞しぼられる自分の皮だけが残る幻覚に大いに戸惑い、全身から悲鳴をあげるようだった。左腕の心配も、これからも、復ふく讐しゆうもすべてが恐怖に吞まれては溶かされて、見えなくなっていく。

　とらないで。なにも、うばわないで。

　だれか、たすけてくれ。

　　[image: ]

　数日が経った。大事故も、たった一日か二日で話題からは消えていった。

　あの一件で誰がなにをどう失ったのかはよく分かっていない。少なくとも大勢の犠牲者は出たが、右腕のない女の死体が遠くで見つかったという話はなかった。

　秘書の連絡を受けて総本山へ向かおうとしたら、家まで向かうと言われたので素直に待った。

　ややあって、秘書の乗り回している車がガレージに停まる。親おや父じたちの車はない。最近、親父たちがまったく帰ってこない。心配する気はないが、不気味さが募つのる。

　次に会ったとき、本当に俺の知らない化け物のようになっている気がして。

「こりゃ、規模が大きくなったら住むところを変えないといけませんねぇ」

　秘書が居間を覗のぞいて楽しそうに言う。溜たまっているゴミ袋を部屋の隅へと派手に蹴け飛とばして、座る空間を作った。幾つかの袋が開いてしまったのか臭においが酷ひどい。秘書は平気そうだが。

　教団の教えを受けていた初期の頃は掃除も熱心にやっていたのだが、幹部となり、布教活動に熱心になってからは家のことなどほっぽり出してしまった。

「金ができたらリフォームの匠たくみにでも依頼するさ」

　自然に湧わきあがろうとする右手の感触を、握りしめて打ち消す。かぁっと鼻の先が熱くなるのも止めたかったが、どうにもならない。摘つまんでも痛いだけだった。

　何日経っても気を抜くと蘇よみがえる。シラサギもここまでの効果を予想はしていまい。

　ゴミ袋を蹴けり飛ばして秘書の側そばに座る。シラサギが嫌い。それに噓うそはない。

　だけどそれよりもずっと、自分が嫌いなのかもしれない。過去の軽率な自分を否定するために、なかったことにするために。過去の清算こそが本命の動機なのだろう、多分。

　どうやってでも過去をなかったことにしたい女と話すとき、俺は鏡を覗のぞくようだったから。

「それで、直系の家名が分かったって？　早かったな、まだ一週間も経っていないのに」

「まぁ特に隠すようなこともでもありませんし。ネットで検索してもちょいちょい出るぐらいです。地元ではそれを売りにしている方々もいらっしゃるぐらいですからねぇ」

「ふぅん。ま、戦国武将の子孫も有名なのいたりするから、それ系か」

　それ系ですと秘書が頷うなずく。既に名が売れているやつは、あまり抜ばつ擢てきしたくないな。そういうのが有名になっていくと情報が溢あふれていてボロが出やすい。無名どころを狙ねらいたいのだが。

「水み鳥どり、米まい原ばら、鶴つる舞まいといったところが始祖に比較的近い血筋みたいですね」

　あげられた三つの名を口の中で反はん芻すうする。が、なにか心当たりがあるわけでもない。

「名字だけ教えられてもな。この中で金に困っているやつでもいるといいんだが」

「お金ですか？」

「まさか一いつ緒しよに宗教やらない？　と勧誘するわけにもいかないだろ」

　本当はそれで乗ってくる人材が理想的なのだが。担かつぎ上げるには夢を見ているやつがいい。

「だとするなら、金銭的な問題があるやつを引き入れる方が簡単、じゃないか？」

「儲もうかるとアピールしてですか？」

「そういうこと。……次に、その連中がどこにいるかを調べないといけないか」

　今の秘書の話だと地元にいる連中も多いようだが。……地元ってどこだ？　旧文明の遺跡が残るあたりだろうか。あのあたりは修学旅行のメッカとなっているため、どうも威厳というか神聖なものが感じられない。まだ地元の寺の大仏さんを見たときの方が厳おごそかなものを感じた。

「地元で名を売っているやつは、すぐ分かるか？」

「家までは分かりませんが、すぐ名前の分かるのはいますよ。音楽活動をやっているのが一人いますね。あと、これは発見したわけではありませんが米原の家には行方ゆくえ知れずとなって久しい娘がいて、そちらも神隠しだか誘ゆう拐かいだかでそれなりに有名みたいです」

「うぅん、そういうのはなぁ……歌で洗脳は厳しそうだ」

「デカルチャーですからね」

「うん？　うん」

　秘書が満面の笑え顔がおでなんか言ったが、意味が分からなかった。でも取り敢あえず話を合わせた。

「マイナーどころを探してもらいつつ、その自称音楽家に接触してみるかな」

「まだ見てませんが、髪ツンツンのタトゥーピアスな若者だったらどうします？」

　例えがオッサン入っていた。いや、この秘書の年齢はおじさん級だろうけど。

「丸坊主になってもらう交渉も大変そうだな」

　面白くない冗談に、秘書の目もと以外が笑う。俺も似たような顔をしただろう。

「ところでさっきからコロコロと目の色が変わっていますが、どうかしました？」

　秘書に俺の左目の件を指摘される。先程から切り替えるのを繰り返している、のだが。

「ふふふ、能力の暴走が……いやなんでもない」

　やっぱり、そうだよな。俺の能力は初見以外のやつらには効果が低い。

　最初は驚くが見慣れてしまえば大して気に留めなくなる。個人に対して一度ずつしか効果がない、か。憧あこがれたあの力に似てはいるが、致命的に違う点がある。絶大な力であるが故ゆえの制約を持つのではなく、あまりに能力が弱くて、精々、一度きりの手品が限界という違いだ。

　我ながら、さすがにちょっと弱すぎるのではと情けなくなってきた。

　そうして会話が萎しぼみかけた頃を見計らったように、電話が鳴る。秘書の電話だった。迅じん速そくな手つきで電話に出る。大柄な秘書の顔と手に挟はさまれた電話は玩具みたいだった。

　三言ほど秘書が電話の相手と言葉を交わして、それからその電話を俺に差し出してきた。

「あなた宛てに電話です。多分、売り込みでしょう」

「売り込み？」

　訝いぶかしみながらも電話を受け取り、耳に当てる。途端、陽気な女性の声が耳の穴に注がれる。

『ちわーっすどーも。辰たつ野の浅あさ香かでーす』

「は？　はぁどうも」

　友達のように、或あるいは著名人のように馴なれ馴れしく挨拶あいさつしてきたが、まったく心当たりがない。……たつのあさか？　一号が口にしていた名前だな。秘書に目線で説明を求める。秘書は電話越しに相手へ伝わらないよう、俺の耳もとに口を寄せてぼそぼそと説明してきた。

「超能力研究をしている方ですよ。主な研究はまた別らしいですが」

「超能力？　それって、倉くら科しな康こう一いちの、」

「ええ、探し求めていたものです。以前も接触はあったのですが、倉科康一は知らなかったようですね。その方、殺し屋派遣の事務所も副業で兼任しているので」

「あらら」

　だがこれでなんとなく、一号という男の素す性じようが理解できた。

『もしもーし？　新代表様、聞いてらっしゃいます？』

　たつのあさかなる人物には遠えん慮りよがない。前のめりな調子の声をバンバンこっちに送ってくる。営業向きのハキハキした声色ではあるが、態度は友達感覚だった。

「失礼、大丈夫です。で、俺に用とは？」

『はいはい、単刀直入に尋たずねますが、手て駒ごま足りてます？』

「まったく足りていませんね、もう、マジで」

　こちらの事情をあけすけに語る。今のところ動けるのが秘書だけだからなぁ。海うみ亀がめもいるけど、あいつを無理に巻きこむ気はない。危険なことからは手を引きたいだろうし。

『でしょう？　そうだと思いました。というわけで、格安で護衛を雇いません？　あ、うちのとこにいるのは一人だけですけど、護衛どころか殺人もできるアグレッシブさが売りです』

「そりゃあ攻めてますね」

『でしょう？　どうです、いいですよぉ。トンボっていう殺し屋なんですけど』

「そいつ、超能力とか持ってます？」

　名前から期待できそうなので聞いてみる。なにより、超能力研究と来たのだから。

『ありますよ。なんと、殺しても死にません』

「は？」

『仲間内からはザ・不死身って呼ばれてます』

　一回刺されただけで死にそうだな。

「お試し期間とかないんですか？　なにも情報なく雇い入れるほど余裕ないんですよ」

『無料キャンペーンは春先で終わったんですけどねー。どれほど設ければよろしいんで？』

「半年ぐらい使って、よければ継続で契約したい」

『半年ぃ？　いや長すぎでしょ、一ヶ月ぐらいで十分っしょ』

「一ヶ月じゃあ、出番ないまま終わる可能性も大いにあるので」

『それにしても半年は長すぎる。その間に地球滅ぶかも知れないじゃないか』

　滅んだらなにも気にする必要ないと思う。

「じゃあ三ヶ月。必要なときだけこちらから要請する形で結構です」

『常用はしないと？』

「それに別の依頼があるならそっちを優先してくれていいです。あくまで手が空いているとき、気分と都合があえば手を貸してくれるだけでいい」

『ふむふむ……洗剤とかつけるよりはそっちの方がいいかな』

　今どき、そんなベタな新聞勧誘があるのだろうか。

『今のところは金払いがよくないだろうしねー。こっちも様子見な部分はあるわけ』

　そうだろうな。俺みたいな弱小に声をかける方が珍しい。なにか特別な繫つながりでもない限り。

「じゃあ仮契約成立ということで。……後、一つ聞いていいですか」

『はいはい、なんでしょ』

「巣す鴨がも涼りようって知ってる？」

『誰それ？　じゃ、トンボの資料は送っておくんでよろしくどうぞ』

　たつのあさかが、最後は一方的にまくしたてるようにして電話を切る。

　最後にカマをかけてみたが、平然と答えてきた。……関係なかったのかな？

　なんでもかんでも巣す鴨がもを疑っちゃあいけないな。これからは九割五分ぐらいにしよう。

「ミミズを売りこんできたでしょう。でもあのお爺じいさん、結構高いですよ」

　秘書が指で輪を作る。手のひらを上にして、いわゆるお金マークというやつだ。

　電話を返しながら、出した名前を否定した。

「ミミズ？　いや、トンボを紹介すると言ったんだが」

　さすがにそこまで酷ひどい聞き間違いはない。秘書が意外そうな顔で「ほぅ」と口を曲げる。

「あそこはミミズだけだと思ってました。別の方を雇う余裕もできたんですかね」

「分からん。ただ、ミミズっていうのは俺も知っている。良い思い出はないが」

　人差し指を存分にいじめ抜いてくれたあの爺さんを忘れようがない。爺さんが所属している事務所が、俺に売りこみをかけた。……そういやぁ、あの爺さんとナメクジはどうなったかな。

「しかしトンボねぇ……どこまで信用できるのやら」

　もし本当に死なない人間なら、俺が不死を与えたとかぬかして派手に演出できそうだが。死なない人間なんていないだろう。心を読む人や空飛ぶ殺し屋より存在に懐疑的だ。

　それはきっと、命の流れが重力や物理法則よりも逆らいがたいと知っているからだろう。

　その流れを意のままに操あやつれるものなど、いていいはずがない。

　傲ごう慢まん極まりないシラサギは、それさえも手中に収めているとでも驕おごっていそうだが。

「これからは山ほどこういう電話がきますよ。同時に、倉くら科しな康こう一いちが商売していた相手との交渉や、取引の継続有無等の決定も求められますし。寝ている暇、なくなりますので」

　にこやかに宣言する秘書に、「分かってる」と頭を搔かく。

「書籍販売に新聞配布。だったか？」

　母親にさんざん読ませられたよ。

「そういうのもありますね。それと本当はもっと大きな、シンボル的な建物を建造する予定で集金していたのですが、その前に倉科康一が亡くなってしまいました。金自体はある程度集めていましたから、これをどうするかは様子見の方々も注目していると思います」

「あぁ……そういう分かりやすいの、好きだもんな」

　両親もシラサギが巨大な建造物を作ったら、涙を流して満足していた。そのためにどれほど献金したのか、いやむしろ、献金した量が多いほど誇ほこらしそうなのだから始末に負えない。

　金を払うことで魂が浄化するとでも思っているのだ、あいつらは。

　ネズミ講もどきで稼いだ金を注ぎこんで、なんの矛盾も感じないあたり脳が変形しすぎだ。

「その建築は着手していこう。そうすれば、必ず信者たちが戻ってくる」

「自信がおありで？」

「離れないさ、一度信じたら。離れるってことはそれまでの信心を否定するってことだから」

　だから仲間が離れることも必死に引き留めようとする。結局、みんな自分のためなのだ。

　自分勝手の集まりを作る以上、金をなにより厳しく監視しなければいけない。金を上の者が好きに使えないよう、倉くら科しな康こう一いちの構築した形態を確認する必要がある。痛いのは育成されてきた幹部連中、幹部候補生の大半が死んでしまっていること。できればこの層を丸々頂ちよう戴だいしたかったのだが。シラサギのところから引き抜きたいぐらいだ、と笑ってしまう。

　右手を見る。決意を新たにしようとしても、手のひらを見るだけでシラサギを思い出す。

　その感触も忘れがたく、指が暴れそうになる。

「あぁ、もう……」

　あいつはどうして、こんなに人の心の在あり方を理解しているんだ。

　大人から子供まで。超能力者から童どう貞てい中学生まで。

　命の流れは結構だが、おっぱいに逆らいがたいのもどうにかしてくれんかね。

　などとおっぱいと戦っていると、ぴんぽんとチャイムの鳴る音がした。俺の方には覚えがないので秘書に目で尋たずねると「誰も呼んでませんよ」と否定する。とにかく俺の家である以上、俺が出るべきだろう。間違っても巣す鴨がもではないだろうなぁと思う。あいつなら、扉がぶっ壊れているならそのまま断りなく入ってくるだろうし。

　しかしチャイムを鳴らす相手も久しい。勝手に入ってくるやつならいるのだが。

　廊下を小走りで移動して玄関に向かうと、斜めに立てかけてあるだけの扉を興味深そうに眺ながめている女性がいた。「あ」と思わず動どう揺ようの声が漏もれる。猪い狩かり友ゆ梨り乃のこと、成なる実みのねーちゃんだ。

「こんにちは。えぇと、とかげくん」

　ニコニコと笑いながら挨拶あいさつしてきた。巣鴨と同じ呼び方で、緊張してしまう。なにしろ相手は憧あこがれ？　の女優さんだ。しかもＤＶＤのどのへんがお気に入りかも筒抜けの相手だ。死ぬ。

　家の外を左右に見渡しながら、猪狩友梨乃さんが言う。

「初めて来ましたけど、ほんとにご近所なんですね」

「そ、そうっすね。して、何用でございましょう」

　なぜか揉もみ手で下した手てに出てしまう。

　二階には絶対上がられたくないので、玄関先で話して終わりたい。二階にはこの人が主演の……と、考えてもだめだった。なんかくすくす笑われて、赤面して俯うつむいてしまう。

「それで、ちゃんと用事があってきたんですけど」

「は、はい。なんすか」

　成実に関係することだろうかと思ったが、猪狩友梨乃さんがゆっくりと首を横に振る。

　それでも絶え間ない微笑ほほえみを浮かべる様は、少し巣鴨を彷ほう彿ふつとさせた。

「急な話ですけど、わたしを雇ってもらえませんか？」
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　大量の発汗による脱水症状が、ナメクジに更なる混迷を招いていた。叫さけび声も出せないほど喉のどの水分が蒸発し、開いているはずの目は暗くら闇やみに染まりきっている。その目から涙を流すような余裕も身体からだにはなかった。満足に呼吸もできなくなり、何度も噎むせては息が止まる。

　そうした苦痛の裏側でナメクジに見えているものは、うどんをすする姿だった。肉のうどんだ。ナメクジが殺した人間の部位を一ひと繫つなぎにしたうどんを貪むさぼり食っている。ぐじゅぐじゅと肉を嚙かむ度、脳がその味を幻から現実へと引き上げる。絶えがたい臭くさみと食感に嘔おう吐としそうになるが、胃から迫せり上がったものは水気が足らず、喉の途中で引っかかる。ただでさえ滞とどこおっている呼吸が更に困難となり、暗くら闇やみが白む。そのまま光の洪水に包まれて、意識がそこへ溶けそうになったところでようやく、溜たまっていたものが口の外へと出る。固形物は存在せず、胃液ばかりがびちゃりと床に散らばる。しかしナメクジを覆う不快感と幻想は留とどまることを知らない。

　次に見たのは芋いも虫むしだった。芋虫が解体されていく。その芋虫の中にまた芋虫。それも解体して、更に芋虫。延々と芋虫が切り刻まれる。見たくない、止やめてくれと訴えても終わらない。しかもその芋虫は次第に肉袋へと変わっていく。ナメクジの放置された右腕が腐り、水を吸ってぶよぶよに膨ふくれあがったものだ。それが切り刻まれる。時々、見たこともない動物が食い散らかしていく。その度に、繫つながっていないはずの右腕の痛みにナメクジが絶ぜつ叫きようをあげる。

　ナメクジに訪れるものは、殺人か、右腕に関連したことばかりだった。それがナメクジという存在を構成するすべてであり、他になにも挟はさまれる余地はない。もう自分は人間である必要がない、と悟さとってしまう。情じよう緒ちよも情愛も無縁の自分が、人間性にしがみつく理由はなかった。

　そもそもどうして、自分は人殺しになってしまったのか。正義のためか、他人のためか。快楽のためか、自己保身のためか。理由を過去からすくい上げようとしても、他ひ人と事ごとのように遠い。遠い過去の自分が、記憶を人殺しに渡さないように隠し、守っていた。

　このまま人生が終わったら、とぼんやり考える。右腕をちぎられる幻覚を日常風景のように眺ながめながら、ナメクジは死を想う。このまま死んで復ふく讐しゆうを忘れられるなら、それでもいいかと思えた。怒いかりよりも、生きることでの苦痛が勝まさる。それなのに生きていて、どうするのだ。

　脳の擦こすれる音が聞こえる。脳細胞が擦れ合って、削けずれて、悲鳴をあげている。貧血でも患わずらったように目の前が真っ暗となって、幻聴を過敏に捉とらえるようになった。阿あ鼻び叫きよう喚かんが旋せん律りつを生み出し、ナメクジの狂気を駆かり立てる。目玉の動き回る音さえ煩わずらわしいほどに耳もとで聞こえた。

　笑い声も届く。きゃはははは、と甲かん高だかく場違いなほど陽気に笑う声が頭の上から降り注ぐ。耳みみ障ざわりだ。耳を塞ふさぎたい。息を止めたい。目玉を潰つぶしたい。すべての音を、投げ出したい。

『はぁい、もしもし。元気してる？』

　覚えのある声が聞こえてくる。ナメクジはそれどころではなかったが、しかし。

『あれ？　珍しい人からの電話だ』

　幻覚の壁を貫く、忘れようのない声に戦せん慄りつと共に顔を上げる。

　救いどころか、絶望の根源となった声が、暢のん気きに響いた。

　すがも。ナメクジの血の滲にじむ唇くちびるが、声の代わりに憎にくしみを吐はき出す。

『お願いがあるんだけど。ちょっと笑い声を聞かせてくれない？』

　巣鴨でない方の声が言う。だがナメクジの耳には自身の歯ぎしりしか聞こえない。

『んー？　笑うの？』

『そうよ、思いっきりお願い。そうすればきっと、面白くなるわ。ほらぁ、人生は笑え顔がおが一番とか偉い人が言っているじゃない』

『シラサギさんより偉い人ってあんまりいないけど。じゃー、あははははははは』

　巣鴨が笑い出す。耳障りなそれは歯ぎしりを凌りよう駕がし、ナメクジを『あはははははは！』巣鴨が笑い続けて『あはははははははは！』どんどんと笑い声は増して『あっははははははははははは！』あのときを思い出させる『あははははははっはっはっは！』考えがぶつ切りにされる。混迷が『あははははっははは！』うるせぇ、うるさい、うるさい。

『あっひっひっっひひひっはっはっはっはっはっはあははははは！』

「うる、せぇぇ、えぇぇえ」

　掠かすれきった喉のどから血と共に声を振り絞しぼる。ぶちぶちと、様々な血管の切れる音が聞こえる。

　ナメクジの意識が次第に変節する。霧む中ちゆうへと拡散するように焦しよう点てんを失っていたそれが、笑い声に引き寄せられるように、一点へと集つどい出す。結合し、肥ひ大だいし。耳を塞ふさぐ『それ』を、笑い声をねじ伏せる力を、その身に求め始める。歯ぎしりが、ナメクジに現実の在処ありかを教えた。

　脳に紫色の針が突き刺さる、鮮烈なイメージが宿る。

　この身体からだが、動けば。どこかが、動けば。押さえられていない部分さえ、伸びれば。

　悪意が武器となれば。憎ぞう悪おが刃やいばとなれば。殺意が手もとに置けるのなら。無限は夢より舞い降り、絵空事をこの世に映し出す。画面の向こう、頭の奥は笑い話から神の奇跡へと皮を剝むく。

　上下左右も把は握あくできないナメクジは意を決したように大口を開き、そして、舌を嚙かんだ。舌の先端を嚙み潰つぶすことで溢あふれた血の味が、ナメクジに正気を取り戻させる呼び水となる。

　ナメクジの目がぎらつく。充血した瞳ひとみは燃えるように、赤い血の涙を流す。

　動け、動け、動け。

　鬼気迫せまる顔を突き出す。空気を嚙むように何度も、何度も顎あごが動く。ぶつけた歯が鳴る。

　動け動け、動け。

　目が更に押し開かれて、目玉の拡散していく感覚が広がる。ナメクジを襲っていた幻覚は霧む散さんして、膜まくを取り払うように意識が剝き出しとなる。心臓が喉のどの中心で動くように鼓こ動どうが迫せり上がり、尽つきたと思っていた汗も一気に噴き出し始める。まるで、ナメクジの中に隠れていた別の生き物の生命を消費するように。白い魂の揺ゆらめきをその目の端に捉とらえていた。

「う、ご、け」

　突き出した舌をほとんど動かさないまま、声だけを喉のどの奥から搾しぼり出す。動け、動けと。その言葉を吐はき出すのはナメクジの本能で、脳は半ば活動を停止していた。いくら身体を前へ出そうとしても動いていない。しかし、ず、ず、ず、と。ナメクジはなにかのズレる音を感じていた。その手て触ざわりもあった。ずる、ずると。なにかが引きずられて、動き出す。

　血を吐き出しながら、ナメクジが叫さけぶ。

『それ』に、命じる。

「う、ごぉぉぉおおぉぉおおぉお！　けぇえええぇええぇぇぇぇぇぇぇえええ！」

　その喉を潰つぶすような『祈り』を聞き届けたのは、運命だろうか。

　それとも、ナメクジ自身なのだろうか。

　ＥＳＰの胎たい動どう。悪魔の水。復ふく讐しゆうの旋せん律りつ。

　引きずられていたなにかが、咆ほう哮こうに引き上げられて、飛び跳はねた。

　祈りに応える者はその声を、扉に代理させる。

　白い扉が凄すさまじい音を立てて殴なぐられたように、震えて軋きしんだ。

　それも外側からではなく、部屋の内側から。

　室内にはすぐ静せい寂じやくが訪れる。そして痛み分けのように『それ』の痺しびれる感触に、本能がまず理解した。

　ナメクジの惚ほうけた顔に、恍こう惚こつが訪れる。その耳にはもう、己の声しか届かない。

「うごいた、うごいたな。よぅしいいぞ」

　ナメクジが『それ』を褒ほめちぎり、壮そう絶ぜつな笑えみを浮かべる。目玉の上を過剰な光が泳ぎ、滴したたる汗がその側そばを流れると吸いこまれるように消えていく。旋せん律りつを刻むような笑い声をあげる口もと、その乾ききった唇くちびるを窮きゆう屈くつそうに動かし、拙つたない命令を『それ』に下す。

「つぎは、ころせ」

　命令の直後、正面の扉が轟ごう音おんと共にくの字に叩たたき折れた。




　同時刻、別室でも歓喜の声があがっていた。

「ふっっはっははははは、すばらしい！　すばらしいぞ、えぇと名前、なんつった？　まぁいいや、あんたはいいぞぉ！　まさか本当に『力』を発現させるとは思わなかった」

　辰たつ野の浅あさ香かも正直、ほとんど信じていなかったようで興奮を包み隠さず表す。ガラスに手を突き、目を爛らん々らんと輝かせながらナメクジの様子を見下ろす。その直後、触れていたガラスに強い衝撃を受けたようなヒビが入る。ガラスに外側からなにかが触れた様子はない。しかし二度、三度と『なにか』が叩きつけられているのは明らかで、頑丈な分厚いガラスを砕くだいてしまう。

　身を引いた辰野浅香にその破片が飛びかかり、腕や顔を鋭するどく切りつける。距離を取っていたシラサギは椅い子すの上に足を載せて後退し、ガラスや『なにか』から距離を取って無傷だった。

　ナメクジの変へん貌ぼうの一部始終を無言で、息を吞のむようにして眺ながめていたシラサギも表立ってはいないが、駆かり立てられるものがあったらしい。膝ひざをついて傷を押さえる辰野浅香を見下ろして出した声には、強い好奇心が潜ひそんでいるようだった。電話を顔から離して、ねだる。

「ねぇ浅香。あれ頂ちよう戴だい、気に入ったわ」

　鎖くさりに阻はばまれながらもひたすら、『奇跡』の暴行を繰り返すナメクジを求める。ガラスを割って飛びこんできたそれは室内を暴れ続けて、めちゃくちゃに壁や機材を殴なぐり回っている。

　そう、『殴っている』のだ。

「えー」

　切り傷と、押さえる手のひらの間からの流血に染まる辰野浅香が唇を尖とがらせる。

「一号を献けん上じようしなかったんだからいいでしょ。そろそろ成果を渡しなさいよ」

　子供のように渋しぶる辰野浅香に対して、シラサギがジト目となる。出資者の強い視線を受けて、「まーいいけど」と渋い顔を捨てて要求を吞のんだ。そもそも超能力の類たぐいは辰野浅香の本来の研究とは離れているので、譲ゆずっても構わない部分はあった。唯一の所属だったミミズの代わりに仕立てる予定だったが、それも既に別の目星をつけたやつがいる。そう、トンボがいる。命の恩人だと恩を着せれば、交渉の余地は十分にあるだろう。

　ではなぜ渋ったか。それは頂戴と言われると、嫌いやと言いたくなる捻ひねくれた性分の所せ為いだった。

「そうそう。この間その一号に会ったわよ」

　辰たつ野の浅あさ香かの目が吊り上がる。シラサギはその様子を思い出したように笑い出す。

　必要がなければ、最後まで辰野浅香に教える気はなかったようだ。

「ミミズからも聞いたよ。あいつはなーにやってんだか。確かに殺し屋とか、そういうのに向いた能力ではないけどさ。不確定すぎて使いづらいし。だから逃げても放っておいたんだけど」

「公園で下へ手たくそに楽器を弾ひいていたわ。あれだけ目立って、よく今まで見つからなかったものね。それとも、隠れることや逃げることに適した能力なのかしら」

　不可解に消えては現れるその存在に、シラサギとしては大いに興味があった。簡単に隠れられる能力というのは、シラサギの求めてやまない能力の一つでもある。それが人にも応用できるというのなら尚なお更さらだ。そうした関心を持って辰野浅香に尋たずねたが、明確な答えはない。

　シラサギも再三、聞き出すことはしない。他人からの答えがないことなど当たり前で、あったとしてもそれを頭から信じることのないシラサギにとって、真実とは推測で得るものだった。

　辰野浅香の言う一号の能力。神しん出しゆつ鬼き没ぼつではあるが、どうにも完璧さのない行動と言動。それを本人も把は握あくしきれていなかったことを接触時の様子から思い返す。刺されたことに今更腹が立ってきた。不確定という証言と、過去に能力者と出会ってきた経験も踏ふまえて、シラサギにはある程度の形が見えてくる。

　思考の整理がついたシラサギはふと、電話の向こうで未だ笑い声が聞こえていることに気づく。「あらら」と苦笑いをこぼし、これ以上の燃料投下はこっちが危険だと電話を顔に添える。

「あ、もういいわよ。ありがとう」

『そう？　……んー、なにか面白くなったのかなぁ』

　巣す鴨がもは少し息が切れていた。様子は分からないが、首でも傾かしげていそうな調子だった。

　その巣鴨の問いに、シラサギがにんまりと笑って力強く言葉を返す。

「ええ。きっと、これからもっと面白くなるわ」

『そう？　んじゃ、喉のど渇いたからさよーならー。しろやぎー……』

　そう言って巣鴨から電話を切る。シラサギが苦笑いをこぼした。自分を相手にここまで自由気ままな態度を取る人間は少ない。そして目の前、ここまで間近に危険の接近を許す機会も多くはない。希少なものが二つ続いて、シラサギは危機感を抱いだきながらもその程良い緊張に駆かり立てられるものを感じていた。

「うわぁ、機材がめちゃくちゃ、ぐっちゃぐちゃ。なにすんだよぉ、あいつ」

「まさに自業自得ねぇ」

　暴風雨のように訪れていた暴力の嵐はようやく音を失う。それがシラサギたちには『見えない』ので保証しようがないのだが、辰野浅香が割れた窓から顔を覗のぞかせて、「完全に気絶したみたいだね」と判断を下す。そうなるとやはり、これはナメクジの仕業だとシラサギが確信する。

　電話を側そばに置いてから、シラサギがなにかを思い出すように、不敵に笑う。

　その脳のう裏りに浮かぶのは、同じ無能を分け合ったような少年。

　自身と同レベルの能力しかない存在。珍しいどころか、唯一無二とも言える相手。

　シラサギはどこか、期待するような物言いでこの世の流れに問う。

「さて。あのカス野郎は、どこまで『私』になれるかしら」







　　あとがき




　言ってしまうとこの作品のテーマはありきたりなテーマ、『王道』です。対照的な二人の主人公の生き方を通して、王道を歩むことの素晴らしさを描けたらと思います。

　とまぁ冗談はさておき、王道の面白さというのは大事です。技巧のための技巧であってはならない、という主張を料理漫画で見かけたことがありますがまったくその通りですね。

　ということでこれからは、ちょっと変わっているけど面白い、を目指したいと思います。

　また二人の主人公という設定は好むところで、『ジョジョの奇妙な冒険』でも話としてもっとも好きなのは第１部です。ジョナサンとディオのどちらも自身の信念に前向きなところがいいですね。この作品の主人公もそういう感じを目指しています。

　どんなジョブに就こうともアビリティが『目の色を変える能力』で固定されてしまうバグを持つ中学三年生と、バーサーカーを強制的にマスターさせられた結果、こちらもまたバグで常時バーサク状態となった女殺し屋の物語はもう少し続きます。

　それと今更ですが、漫画版も連載しております。戦闘場面とかは漫画の方が迫力あって圧倒的に面白いので、興味がありましたらよろしくお願いします。原作で顔が出る前に退場してしまった方々のイラストも拝めるよ！







『俺は時空を超越しとる』とか凄すさまじいこと言っている父と、母（普通）。担当編集様とブリキさん。そして当然ながら買っていただいた読者の方に深く感謝します。作家活動を始めてから五周年を迎えられたのはたくさんの方の支えがあってこそです、ありがとうございました。

　来年もがんばっていきますので、よろしくお願いします。





入いる間ま人ひと間ま
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入いる間ま人ひと間ま

「オヤジ、なにを怒ってんの？」「だってよー５周年の『アラタなるセカイ』、オレの出番が全然なかったじゃん」「まっ、今回は色々あってさー悪かったな。来年の５周年には目一杯やってもらうから」「チッ絶対だぞ」
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ブリキ

関西在住。今年も頑張ります！
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トカゲの王おうⅣ




─インビジブル・ライト─
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